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愛されざかり～イジワル御曹司の目覚める独占欲～










花より仕事




「桜が……消えた」

　私の小さなつぶやきは電車の音でかき消される。

　見上げた目線の先には、この前まで綺麗に咲いていた桜がその姿を変えていた。

　気がつけばあっという間に葉桜になっていたのだ。いや、もうほとんど花なんて残っていないといえる。

「いつの間に……」

　疲れきった体に鞭を打って電車から降りると、私は思わず足を止め、それを眺めた。

　自宅の最寄駅のそばに咲いている一本の桜の木。先日までピンクで一色だったのに、今ではもう八割は緑色になっている。

　夜も二十二時を過ぎれば暗すぎて、その残りの微かなピンクもよく見えない。ふと、この一週間、なにをしていたのだろうと虚むなしい気持ちになる。

　桜の寿命が短いのか、仕事が忙しすぎて町の変化に気づけなかったのか。

　まぁ、後者だろうなと納得する。

　今週も明日が終われば休みだ。そしたら遅いお花見でもしようかな。いや、その頃には完全に桜も散ってしまうのではないだろうか。

　そんなことをぼんやりと考えながら、先日引っ越したばかりの自宅へ向かった。




　私、朝あさ比ひ奈な里り桜おは下着メーカーの企画部で働く二十八歳のＯＬだ。

　昨年、総務部から念願の企画部へ異動となったわけだがそれが想像以上に忙しく、新作などのキャンペーン時期は残業続き。

　疲れた体で時間をかけて帰るのがしんどくなって、この春、会社にほど近いマンションへと引っ越したのだった。

　少し小腹が空いているけど疲れの方が優先しているので、シャワーを浴びて早くベッドに入ろうとどこにも寄らずに家路を急ぐ。

　春の新作キャンペーンが終われば少しは落ち着くかなぁ。あぁ、でも終わったら今度は夏のサマーセールに向けての企画を考えていかないと。

　駅を出て五分。マンションにたどり着くと、やや大きめの話し声が飛び込んできた。思わずそちらに視線を移すとエントランスで男女がもめていた。正確には、マンション一階に入っている小児科のクリニック前で、だが。

　ここは三階建ての低層マンションで、一階には小児科と薬局が入っている。同じ建物だけれど、居住用エントランスは別になっていて、オートロックもしっかりと施されセキュリティも万全だ。

　たしかその小児科は藤とう堂どうクリニックという名前で、表の看板には藤堂真ま紀きという院長の名前と診療時間が書いてあった。見たことないが、たぶん女医なのだろうと勝手に予想している。

「本当、サイテー！　さよなら！」

　そんな思考を遮ったのは、女性の怒りの声と共に辺りに響いた渇いた音。

　バシッ――。

　うわ、叩かれた。修羅場じゃん。

　ギョッとして横目でその光景をそれとなく見てみると、女性はヒールの音を鳴らしながら憤慨した様子で去っていき、残された男性は痛そうに頬をなでていた。

　やだなぁ。こんなところで揉めないでほしい。

　辟易した気分で鞄に手を入れ、エントランスの鍵を捜していると、こちらを向いた男性と目が合ってしまった。

　ゲッ。目が合っちゃった。ていうか、すごいイケメン……。

　一八〇センチ近くはあるであろう高身長で、スタイルがいいからスーツがよく似合っている。そして暗がりでもわかるほど、整った顔立ちをした男性は頬を触りながら目を細めてこちらを睨にらんだ。

　やばい！　なに見てるんだって怒られる！

　慌てて鍵を取り出し、センサーにかざしてオートロックを解除すると、逃げるようにその場から離れた。




　三階の自分の部屋に入って玄関のドアにもたれ、ホッと息をつく。

「びっくりした。怒られるかと思った。ていうか、見られるのが嫌ならあんなところで揉めないでほしいんだけど」

　ブツブツと文句を言いながら、荷物を置いてベッドにダイブする。

　髪をひとつにまとめていたヘアクリップをはずすと、緩やかにパーマをかけたセミロングの髪がほどけていく。すると、どこか拘束から解き放たれた気分になる。自分自身の武装が解けたとでもいうのだろうか。

「お化粧、落とさなきゃ……。面倒くさいなぁ……」

　疲れきった体はもう限界だった。ご飯やシャワーもそこそこに体は鉛のように布団へ沈んでいく。

　そんな中、脳裏には先ほどの男性の顔が浮かんでくる。

　それにしても、さっきの人……、イケメンだったな。

　睨まれたけれど、一日の最後にあんなに綺麗な人に会うなんて眼福だったなとニヤリと笑い、そのまま眠りについたのだった。




　翌日。

「朝比奈。悪いけど午後からキャンペーン中の店舗に様子見に行ってくれない？」

　疲れが取れないままシャワーを浴びて慌てて出社すると、企画部の鈴すず木き主任が朝イチで声をかけてきた。

　春の新作下着のキャンペーンは残すところ明日と明後日の土日、三日間のみ。

　その前に店舗を訪れて様子をうかがい、最後の追い込みにかけて今回の企画状況についてどうだったか、改善点はあるのかを確認してこいということだ。

　そして、それは今後の大型連休に少なからずとも影響してくるし、そこで人気だった商品を取り揃えて売り出していく。

　店舗は四店舗。移動時間も考えて、午後イチで出かければ就業時間内には帰社できるだろう。それから、店舗状況の報告書作成が待っている。

　今日も残業か……。

　つい漏れそうになったため息をそっと押し殺す。

　忙しいのは私だけではない。キャンペーン時や繁忙期になるとどの部署もめまぐるしく忙しい。

　とくにこの企画部は現在人手不足だ。残業をなるべくしたくないから、などという理由で異動志願者がなかなか出ないという実態があった。一時はみんなが行きたがった花形部署だったのだけれど。

　とくに私のような独身者は自然と仕事を任されることが多い。私としてはありがたいと思うのだが、やはりそこは人それぞれ感じるところがあるようだ。

「朝比奈、大丈夫？　顔色悪いけど」

　美人で気遣いができる優しい上司である鈴木主任は、心配そうに顔を覗のぞき込んでくる。

「大丈夫ですよ。主任こそ、メイク乗りがー」

「そこはお互いさまでしょう」

　おどけて笑ってみせると、主任は苦笑しながらも速攻で反撃してくる。

　主任こそ人一倍忙しいくせに、と思いながらも仕事に取りかかる。

　それでも部下の様子を気にかけてくれる大好きな先輩だ。心から尊敬している。




　朝の計画通り、午後になるとすぐに店舗回りを始めた。

　キャンペーン時には何度か足を運んだことがある店舗ばかりであるため、店員さんも顔見知りだ。イベントスペースは企画書通りに陳列されており、とても華やかで目を引いているとのことで概ね好評だった。

　ほかにも大型ショッピングセンターに入っている店舗では、明日イベントスペースでイメージモデルのトークショーを行う企画があり、私も後学のために企画担当として来店していた先輩について打ち合わせを見学させてもらった。

　そんなことをしているうちに、最後の店舗を回ったときには十八時になっていた。




「ただいま戻りました」

　部署に戻るとまだちらほらと人が残っている。

　今回のキャンペーンについての総まとめになる報告書を一気に書き上げ、来週からは少しゆっくりしよう。

　そう決め、残業前に休憩スペースへコーヒーを買いに行く。

　休憩スペースは、自販機と机が二台置かれているこぢんまりとした場所となっており、ほかに誰もいなかった。

　遠くからは「お先に失礼します」と退社していく人たちの声が聞こえてくる。

　私ももうひと踏ん張りしたらすぐに帰ろう。

　そう意気込んだそのとき、一瞬ふわりとした浮遊感を感じた。

「うわっ」

　たまらず、そばにあった椅子に座り込む。

　どうやら軽い立ちくらみだったようで、それはすぐに治まった。

　あぁ、びっくりした……。

　はぁと重いため息が出る。

　疲れからだろうと自覚はあった。でもその反面、仕事は辞めたいとは思わない。

　企画部は楽しかった。新しい商品をデザイナーと一緒に考え、企画し、様々なイベントを開催する。

　下着という普段人目に触れることのないアイテムで女性を輝かせ、気持ちを盛り上げる商品を作り上げていくことが楽しかった。

　楽しいから夢中になる。だから、もっと！と仕事をがんばってしまうのだ。たとえ一年前に彼氏に振られた理由が『社畜とは付き合えない』だったとしても。

　……嫌なこと思い出しちゃった。

「さて、もう少しがんばろう」

　滅入りそうになった気持ちを吹っきるように、両手で顔をパンッと叩いて気合を入れてから、部署に戻った。




　報告書を仕上げてから会社を出る。

　今日はなかなかよくがんばった！

　二十時までに上がれた自分を褒めつつ、疲労と眠気で足もとがふらつくのを実感する。

　電車に乗って三駅、約十分。会社から近いとはいえ、自宅の最寄り駅に着くとホッとする。降り立ったホームの時計を見ると、二十時十分を過ぎたところだった。

　お腹は空いているのに、食欲が出ないのはいつものこと。食べる時間があるなら、早く寝たい。

　よし！　明日から生活リズムを取り戻そう。だから、今日はシャワーを浴びたらすぐに寝てしまおう。

　そう決めて、駅からの帰り道を急いだ。そして、なんとか無事にマンションにたどり着いたと思ったところで、ハッとする。なぜなら、マンションの前に昨日の男性が腕を組んで立っていたから。

　暗がりでも、街灯がその顔をほのかに照らしているからわかる。

　あの女性と待ち合わせだろうか。

　それとなく様子をうかがいながらエントランスへ向かおうとしたとき、運悪く目が合ってしまった。すると彼は私をジッと見つめてくる。その目線があきらかに「待っていたぞ」と言っていた。

　どうして？　まさか、昨日のことでいちゃもんつけられるのかな。

　嫌な気がして思わず止まりそうになった足を叱咤し、エントランスまで行き男性に軽く会釈する。

　早く中に入ってしまおう。変な人だったら怖いし。

　少し焦りながら鍵をセンサーにかざそうとすると、大きくてごつごつした手に腕を掴まれ遮られた。

「ちょっといいか？」

　そう言って男性はすぐにその手を離す。

「！」

　ドキッとして動きを止め、そろそろと顔を上げると男性は私を見下ろしている。

「私……ですか？」

　人違いであってほしいという期待を込めて確認するが、大きくうなずかれてしまう。

　なんで？　思いあたるのは昨日の修羅場を目撃したこと。やはり、いちゃもんをつけられるのだろうか。

　どうしよう。この場合、ひたすら謝った方がいい？　それで済むかな？

　どうにかしてうまく鍵を開けて中に入れないだろうか。

　というか、あんなところを見られたくらいで待っているなんて心狭くない？

　そもそも、よく知らない男が待ち伏せているっていうだけで、かなり怖い状況だよね？　最悪、駅の反対側にある交番までダッシュして助けを求めるしかないかな？　でもそうなっても後が怖い気がする。

　ぐるぐると考えるが、やはりここは謝ってさっさと逃げるべきだろうと結論づける。

「あの、昨日のことでしたら……」

「そう。昨日、ここにいたよな」

　低く、少し甘めの通る声は耳に心地いいのに気分は上がらない。声からして怒ってはいなさそうだけれど、淡々としていて感情がないようにも聞こえる。

「はい。あの、すみません！　見てませんから」

「いやいや。見てただろ？」

「あの、その」

　顔をばっちりと覚えられている。最悪だ。疲れているところにこんな仕打ち。

　泣きそうな気分でいると、目の前に男性の手が差し出された。思わずビクッと体を震わせ、一歩下がるがその手のひらにのせられた物を見て驚く。

「えっ？」

　その手には、小さなリボンの形をしたチャーム。

　見覚えのある形に、バッと鞄を見るといつもそこに揺れている物がなくなっていた。

「これ……」

「ここに落ちていたんだ。君のだろう？」

　たしかに私のだ。いつも鞄にこのチャームをつけていた。でも今日一日、なくなっていたことにすら気がつかなかった。

　もしかして、これを拾ったから渡すために私を待っていたのだろうか。

「あ、ありがとうございます」

　お礼を伝えてチャームを受け取る。そしてまさかと思い、恐る恐る聞いてみた。

「あの、これのために待っていたんですか？」

「ああ。誰が落としたのかもわかっていたし、ちょうど駅前の通りを歩いてくるのが見えたから」

　歩いてくるのが見えた？

　位置的に駅前の通りが見えるのはクリニックからだ。でも、クリニックはもう閉まっている。

　たまたまここら辺にいたのだろうか？

　まぁ、私にいちゃもんをつけるために男性が待っていたわけではなくて、とりあえずはよかった。ただの親切な人だ。

「なんだ……」

　緊張が解けてホッとすると、気が緩んだのか目の前がグラリと大きく揺れた。

「えっ、おい!!」

　男性の声が聞こえたが、目の前が暗くなるまでには一瞬だった。










夢だと言って




　目を覚ますと、視線の先には白い天井がある。

　あれ？　いつの間に家に帰ったんだっけ。

　覚醒しきれていない頭の片隅で思い出そうとするが、はっきりしない。

　まさかもう朝？　やばい、遅刻？

　焦りを感じてガバッと体を起こすと、グラリと目が回った。急な目眩めまいに再び体を横に倒す。

「え？　なに……」

　頭を押さえながら、ベッドの硬さに違和感を覚えた。そして微かな消毒薬と薬品のにおいに、ここが自宅ではないことに気がつく。

「あれ？」

　覚醒してからゆっくりと体を起こすと、先ほどのような目眩はなかったが、だるさを感じた。

　体にかけられたタオルケットはもちろん私のではない。ここは病院だろうか？

　見回すと診察室のようで、隣に机と椅子があり、その横にある診察台に私は横になっていたようだった。

　なんで私、こんなところにいるの？

「目が覚めたか？」

　記憶をたどっていると不意に声をかけられ、ハッとしてそちらに顔を向けると診察室に人が入ってきた。

「あなたは……」

　チャームを返してくれたあの男性だ。どうして、この人がここに？

　男性は眉をひそめる私の顔を覗き込んだ。

「ちょっと！」

　驚いて顔を背けてしまう。明るい照明の下で見ると、ますます綺麗な顔立ちをしている人だということがわかった。

　少し上げた黒髪に凛々しい眉。綺麗な二重の涼しげな目もとに、通った鼻筋。暗がりでもイケメンだと思ったが、明るいところだとその迫力に圧倒され、思わず赤面してしまったのだ。

「気分はどうだ？」

　スーツのズボンポケットに手を突っ込んだまま、私を観察するようにジロジロと見ながら聞いてくる。

「大丈夫です」

「ちょっと触るぞ」

　聞きながらも有無を言わせない口調で、私の頬を両手で挟むようにして、下まぶたの裏側をチェックする。そして、爪を押して色を確認した後にさっと手首を持って脈を取り始めた。

　その無駄のない自然な動作に戸惑う。

　なんなの、この人。これじゃぁまるで……。

「貧血だな。飯食えているか？　栄養が足りない様子だが。念のため、点滴しておくか？」

「あの……、ここは？」

　一方的に話す男性の質問には答えずに尋ねると、不快そうに眉をひそめられる。

「あの、どうして私ここにいるんでしょう？」

「俺の目の前で倒れたんだよ」

　うん。そんな気はしていた。だって、どう考えてもこの男性と話している途中までの記憶しかない。

　倒れたのはわかった。それから？

「ここは病院ですか？　あなたが連れてきてくれたんですか？」

「あぁ、目の前だったし、運んだ。悪いが、少し検査したからな。とりあえずは貧血だが、この症状が続くようならでかい病院へ行け。血液検査するか？」

　目の前？　ということは、ここは藤堂クリニックということ？

　見回すと小児科らしく、かわいいキャラクターの人形やポスターなどが貼られている。

「いえ……。たぶん、疲労からくるものなので大丈夫です」

　この男性の目の前で倒れたから、この藤堂クリニックへ運ばれた。

　そこまではよくわかった。しかし、どうしてこの男性が、医師が座る診察室の椅子に足を組んで堂々と座っているのだろう。

「あの、先生は？　どこにいるんですか？」

「ここ」

「え？」

　ポカンとすると、男性がハンガーにかけられていた白衣を手にして「仕方ないな」とつぶやきながら羽織る。その胸ポケットにかけられていたネームプレートには『院長　藤堂真紀』と書いてあった。

「初めまして。藤堂クリニック、院長の藤堂真紀です」

　ニコリともせずにされた自己紹介に目を見開く。

「えっ!?　ほんとに？　あなたがここの院長なんですか？」

　驚いて大きな声で言うと、うるさいというように耳を塞がれた。

「それだけ元気なら大丈夫そうだな」

「あ、はい……」

　そう言いながらもクラッとした私を見逃さなかったようで、男性もとい藤堂先生は点滴の用意を始める。

「とりあえず点滴するから横になって。いいよな？」

「はい、お願いします」

　少し疑いつつも閉まっていたクリニックに入ることができて、なおかつ手際よくあれこれ段取りができるのだから間違いなくここの医師なのだろう。

　なにより、机の上に置かれた写真――どこか外国の病院なのだろうか？　この男性と外国人のおじさんが白衣姿で笑顔で握手をしている――は、目の前の彼が院長本人であることを物語っていた。

　看板の名前から、てっきり女医だと思い込んでいただけのようだ。

「よく間違えられるんだよな。真紀って名前だけで、女医だと思って子どもを連れてくる親もいる。それで文句言われてもいい迷惑だぜ。調べてこない方が悪い。まぁ、大抵はその後も通院してくれるけどな」

　点滴の針を刺しながら愚痴とも自慢とも取れるような内容をサラッと話す。

　でも、女医ではなかったにしてもここは小児科だよね？　子ども相手の医師ってもう少しやわらかい雰囲気じゃない？

　微笑みもしない、口も悪い医師なんて評判が悪そうなものなのに。やはり、顔ですか？　お母さん方。

　点滴の針はいつの間にか刺されており、痛みは感じられなかった。

　腕は悪くない？　……いや、注射くらいで判断できないよね。それでも、一度閉めたクリニックを開けて時間外診察をしてくれたのだから悪い人ではないのかも。

「先生、ありがとうございます」

　診察台に横になったまま、机で書類を眺めていた藤堂先生に声をかけると、ニヤリと笑われた。

「診察代はもらうぞ」

「もちろんです」

　医者だって商売だ。いくら突然のこととはいえ、私もそこはきちんとしたい。

「昨日も今日も遅いようだが、残業か？」

「はい。今忙しくて」

「仕事の量が多すぎるのか？　それとも君の能力的な問題？」

「仕事量です！」

　無能だから残業しているのかとでも言いたげな口調に、怒鳴りたくなる気持ちを抑えて言い返す。

　この医者、失礼極まりないな！

　だから私も反撃してみた。

「先生こそ、昨日は大変だったようで？」

「まぁな。モテる男の性だ。ああやって不躾に見られることも珍しくない」

「不躾に見ててすみませんでしたね！」

　ダメだ。この先生には口では勝てそうにない気がする。とはいえ、おもしろそうにニヤニヤしながらかわされると、余計に腹が立つというものだ。

「とりあえず、カルテ作るから。名前と住所。簡単な既往歴を教えて。あと、スリーサイズも」

「スリーサイズは関係ないですよね？」

　間髪をいれずにツッコむとおかしそうに笑われる。

　からかわれた！　わかっていてわざと言ったな。

　私はむぅと口を尖らせる。

「セクハラ医師って訴えますよ」

　すると藤堂先生は、パソコンから目を離してくるっと振り返った。

「あのね、今何時かわかる？　もうとっくに診療時間過ぎているんだよ。俺は医者だけど、二十四時間ずっとそのままっていうわけじゃない。勤務時間過ぎたらどんな俺でいようが別にうるさいこと言われたくないな」

「めちゃくちゃだな……」

「なにか言ったか？」

　ジトッとした目ですごまれ、口を閉ざす。

　でも、先生の言いたいことはわかる。今は先生にとってプライベートの時間なんだ。だから、多少の軽口も大目に見てほしいということなんだろう。

「名前は朝比奈里桜です」

「朝比奈……？　長いな。里桜って呼ぶぞ」

「別にいいですよ」

　出会って数分の相手に名前呼びされるなんてそうあることではないが、不思議と不快な感じがない。それには自分でも内心、驚いた。

　そうして他愛のない会話をするうち、少しウトウトしていた。

　なんとも言えず心地いい……このまま眠ってしまいそう――。




　目を覚ましたときには点滴が終わっていた。壁にかけられている時計を見ると一時間ほどが経過している。

　私が起きた気配に気がついたようで、椅子に座って本を読んでいた藤堂先生が椅子ごと振り返る。

「目が覚めたか？」

「はい」

　ぐっすりと眠っていたようで恥ずかしかったが、おかげでだいぶスッキリした気がする。

「立てるか」

　診察台から体を起こして立ち上がろうとすると、すかさず手がさっと差し出された。

　靴を履くため、遠慮なくその手を取ると思いがけずギュッと握り返され、しっかりと支えられる。その手の大きさと温かさに不覚にもドキンと心臓が跳ねた。

　なに、ドキドキしているんだ。

　彼氏とは別れ、職場も女性が多いせいか最近男性への免疫が落ちてきているのかな。

　ジャケットを羽織ってバッグを持ち、帰る支度をしてクリニックをふたりで出た。

「本当にありがとうございました」

　藤堂先生がクリニックの戸締まりをするのを待ってから、改めてお礼を伝えて頭を下げる。

「どういたしまして。さぁ、帰るか」

　藤堂先生は軽く体を伸ばしてから、クリニックの横にあるマンションのエントランスへ向かった。

「あの、ここで大丈夫ですから」

　まさか部屋まで送るつもりだろうか。さすがにそこまで心配してもらわなくてもいい。

　慌ててそう言うと、「わかってるよ」とポケットから鍵を取り出してマンションのオートロックを解除した。

「えっ……、まさか同じマンションだったんですか？」

　オートロックは当然住人しか解除できない。藤堂先生が自分の鍵で開けて入ったということは、そういうことである。

　そんなことってある？　と驚きつつも藤堂先生についてエレベーターに乗り、そして……。

「嘘でしょう？」

「いや、マジ」

　そう言って、藤堂先生は真面目な顔で部屋の表札を指差す。そこにはローマ字で【ＴＯＵＤＯＵ】と書いてあった。

　その隣には私の名字である【朝比奈】と書かれた表札があった。

　まさかの隣の部屋だったなんて！

　いやいや、そもそも他人のこんな小さな表札なんて見ないし、隣人の名前なんてちゃんと覚えてないよ！

　百歩譲って隣の住人を覚えていなかった私が悪いのだとしても、まさか藤堂先生が住んでいるなんて思わない。

　しかも、引っ越してきたときに挨拶に行ったらたしか女の人が出てきた。だからてっきり女性が住んでいるものだと思っていたのだ。

　ん？　……でも、あのときの女性は昨日の女性とは違ったような？

「彼女と住んでたんですか？」

「いや、彼女なんていないしひとり暮らし」

　ひとり暮らし……ねぇ。

「引っ越しの挨拶に行ったら女性が出てきましたよ？」

「あ～、あのときは押しかけてきた女が勝手に出たんだよ」

　平然と言う藤堂先生に、この女たらしが！　と声を大にして言いたくなったのをゴクンとのみ込む。

「ちなみに、昨日の女の人は？」

　まさかと思って恐る恐る聞くと、「勝手に彼女面するから、付き合ったつもりないって言ったら殴られた」とシレッと答えたのだ。

　まぁ、これには女関係に難ありという、ある程度予想はできたから驚かない。

「藤堂先生って、来るもの拒まずなタイプですか？」

　あきれぎみに言うと、ニヤリと笑うだけで肯定も否定もしなかった。

　これだけのルックスで開業医という肩書きを持てば嫌でも女性が寄ってくるだろうし、選びたい放題なのだろう。

　でも、引っ越しの挨拶に来たことを覚えていたということは、私のことは初めから気がついていたのだろうか？

　そう尋ねると、「いいや」と首を振られる。

「診察室で名前と住所を聞いて、そこで初めてお隣さんだって気がついた。挨拶に来たときは俺は出てないから顔を見てないしな。面識はなかったから」

　だから、変なストーカーとかじゃないから安心して、とでも言うような口ぶりだ。いやいや。別に変な勘繰りはしてない。

「じゃぁ、ゆっくり休んで。飯はちゃんと食うこと。いいな」

　最後に医者らしく、釘を刺して藤堂先生は部屋に入っていった。

　その背中をあぜんと見送った後、大きなため息が自然と漏れた。










表と裏




　翌朝。

　ベッドの上で大きく伸びをして、肩をグルグルと回す。

　久々に、スッキリ目が覚めた気がする。これも昨日の点滴とたっぷりの睡眠のおかげだろう。体調もよく、体も軽い。

　カーテンを開けると春らしいよい天気で、それだけで気分が上がった。

「あ、急がなきゃ」

　睡眠を取りすぎて、もうお昼を回っている。

　私は慌てて身支度を整えて、一階にある藤堂クリニックへと向かった。

　土曜日の診察は十二時半までだ。今日のうちに昨日の支払いをしないと、平日の診察時間内に来られるかわからない。

　一階入り口ドアをくぐり、廊下の横に面してあるクリニックの自動ドアが開くと待合室には誰もいなかった。

　時計は十二時半を指しており、もしかしたらもう終わってしまったのかもしれない。

「こんにちは。今日はどうなさいましたか？」

　どうしようかと不安に思っていると、受付にいた四十代くらいの女性が笑顔で迎えてくれた。

　その笑顔に少し安心する。病院の受付にいる人が優しいと、それだけでホッとするな。

「あの、昨日藤堂先生に点滴をしていただいた朝比奈と申します。その支払いに来たのですが」

　そう言うと、受付の女性は「あぁ、はいはい」と笑顔でうなずいた。

「朝比奈さんね。もちろん先生から聞いていますよ。お掛けになってお待ちください。もうすぐ先生、診察終わりますから」

「え？　いや、あの支払いだけなので……」

　お金を払ってさっさと帰ろうと思っていたのだが、受付の女性――名札には佐さ藤とうと書かれてある――は、やや強引に私を促して待合室のソファに座らせる。

「待っててくださいね」

「はい」

　昨日の今日だし、診察でもするつもりなのだろうか？

　まぁいいかとおとなしく待つことにした。

　うちのマンションはたしか築三年だったので、このクリニックもそのくらいなのだろう。

　待合室は明るくてとても清潔な雰囲気だ。小児科らしく、絵本や玩具が端のキッズスペースに置かれてあり、人形が至るところに飾ってある。

　あの藤堂先生からは想像がつかないほど、ファンシーでかわいらしい。

　小児科とはいえ、子どもに配慮されたつくりに好感が持てた。

　これであのイケメン医師だし、そりゃぁ人気は出るわな。

　きょろきょろしながら待合室にいると奥の扉が開く音がした。

「さぁ、翔しょうくん。よくがんばったね。もうおしまいだよ」

　穏やかな優しい声と笑顔で待合室に出てきたのは、白衣を着た藤堂先生だ。

　ポロポロと涙をこぼしながらも白衣にしがみつく男の子をあやすように抱っこしている。

　その姿に目が点になる。

　……えっと、どちら様でしょう？

　昨日と同じ藤堂先生のはずなのに、昨日とは別人みたいな変わりようなんですけど。

　目をこすって何度も瞬きをしてみる。

　しかし、いくら見返しても、そこにいるのは昨日お世話になった藤堂先生で間違いはなさそうだった。

　藤堂先生は待合室に背を向けており、私の存在には気がついていない様子だ。

「お母さん、ただの風邪とはいえ熱はあるので、暖かくしてゆっくり寝させてあげてくださいね。それと消化にいいものと水分をよく摂らせてください」

「はい、藤堂先生」

　藤堂先生の笑顔にお母さんはハートマークがつきそうなくらいの返事だ。

　少しお化粧が濃いように思えるのは偏見だろうか？

「翔くん、ちゃんとお薬飲んで寝れば治るからね」

　腕の中にいた男の子を母親に渡しながら頭をなでると、男の子は照れたように笑顔を見せてうなずいた。

　雑談をしながら支払いを済ませた親子は藤堂先生に手を振ってクリニックを出ていった。

　患者さんはこれで終わりなのか、クリニックにはホッとしたような雰囲気が漂う。

「先生、あの」

　親子を見送った後、佐藤さんが口を開くと同時にちょうど奥から「センセー」と看護師姿の年配女性と二十代前半くらいの女の子が声をかけながらやって来た。

「先生、片づけ済ませたから私はもう帰りますよ。今日は娘が帰ってくるからできるだけ早く出たくて」

「先生、私も帰りまーす！　彼が迎えに来ているみたいなので」

　それぞれが藤堂先生に向かって声をかけた後、再び奥へ戻っていった。

「はいはい、田た中なかさんも竹たけ内うちさんもお疲れさまー」

　苦笑気味の藤堂先生がふたりを見送り、診察室へ戻ろうとすると佐藤さんに「先生、待って」と肩を叩かれた。そして佐藤さんが指を差した方向を振り向いて驚いた顔をする。

　やっと目が合ったものの、なんだかこんなときどんな顔をしていいかわからず苦笑いしてしまう。

「里桜？　来てたのか」

「あの、昨日の支払いに。すみません、すぐに帰ろうとしたんですけど」

　そう言って席を立ち、レジを開けた佐藤さんに保険証を提示し、支払いをする。

「そうか。わざわざ悪かったな。体調はどうだ？」

　なぜか先ほどまでの親子へ向けたような穏やかでやわらかい声は消え、昨日と同じ低いさっぱりとした口調になっている。

「おかげさまでもう大丈夫です」

　そう言って、つい藤堂先生をマジマジと見つめる。

　ネクタイをキチンとしめ、糊のきいた白衣にポケットから国民的人気のキャラクター人形の丸くて茶色い顔が覗いている。ポケットに差さっているボールペン類も子どもたちが好みそうなキャラクター物だ。

　私の視線に、藤堂先生は居心地悪そうに顔をしかめた。

「不躾に見るのはやめろって」

「すみません。なんか、本当に小児科の先生なんだなと思ったもので」

「ほう、なんだと？」

　藤堂先生は引きつった笑顔を見せながら、私の頬をむにゅっと片手で下から挟んでくる。

　やめて！　口がタコになる！

「なにするんですか！　仮にも患者ですよ！」

「うるさいよ、もう治ってるだろ」

　たしかに治っているけども！

　痛いわけではないが、昨日が初対面の女性にすることではない。プリプリと怒っていると、いつの間にかクリニックの受付の窓はカーテンが引かれ『本日の診察は終了しました』という看板が立てかけられている。

　しかも佐藤さんもいない。

「じゃぁ、私帰りますね」

　軽く会釈をして踵を返すと、クリニックの入り口の扉が勢いよく開いてひとりの男性が飛び込んできた。

「真紀ー!!」

「きゃっ」

　私はバランスを崩してうしろによろけたけれど、その体を藤堂先生が受け止めた。

　スマートな体型なのに意外とガッチリしていて筋肉質で、私が勢いよく倒れ込んでもびくともしない。

　その力強さについ赤面してしまった。慌てて藤堂先生から離れる。

「ご、ごめんなさい」

「いや、大丈夫か？　おい！　心しん、あぶねーだろ」

　藤堂先生は飛び込んできた男性を叱った。

「うわぁ、ごめんね。大丈夫だった？」

　藤堂先生から離れて、謝ってきた男性を見上げると、彼は申し訳なさそうに手を合わせていた。

　背は藤堂先生に負けず劣らず高く、パーマがかったフワフワの茶色い髪に丸顔で目がクリッとしており、ひと言で言えばかわいらしい顔立ちの男性だ。

　どちらかというと、この男性の方が小児科の先生っぽい。

「あの、大丈夫ですから」

「本当、ごめんね。まだ人がいるとは思わなくて。なに？　真紀の彼女？」

「えっ!?　とんでもない！」

　慌てて大きく首を横に振って否定する。

　すると頭上からため息が聞こえた。

「心、里桜は一応患者だから。変な勘繰りはよせ」

「えー、だってここ小児科だし、なにより真紀が……」

　心と呼ばれる男性はなにかを言いかけて、すぐにしまったというように口を閉ざす。

　藤堂先生が冷たい目で男性を睨んでいた。

「すみません。余計なことは言いません」

「で？　なにしに来た？　もう薬局閉めたのか？」

「閉めるのはほかの人にお願いしたよ。それより、飯でもどうかなって誘いに来たんだ」

　友達なのだろうか？

　というか、私を挟んで人の頭上で会話するのはやめてほしい。

　どうせ小さいわよーだ。

　拗すねた気持ちで、そっとふたりの間から抜けてクリニックを出ようとすると、心さんに呼び止められた。

「ねぇ、君もよかったら一緒にどう？」

「えっ!?」

「真紀の知り合いでしょ？　ご飯、付き合ってよ」

　と、言われましても。

　困って藤堂先生を振り返るが、先生はあきらめたように肩を竦めた。

「こいつ、こうなるとしつこいんだ。里桜、飯食った？」

「まだ、ですけど……」

　すると心さんは「じゃぁ、行こうよー」と私の腕を取った。

　そうして断る隙もなく連行されてしまったのだった。




　三人で来たのは、近所のランチもやっているカフェ。

　雰囲気的に、カフェというよりは喫茶店と呼んだ方がしっくりくるような少し古いレトロな佇まいだ。

　こんな素敵なカフェがあるなんて知らなかったから、少しうれしい。

　奥の席に通されて、それぞれメニューを頼むと心さんが口を開いた。

「改めて、初めまして。俺は藤とう堂どう心。年は真紀よりふたつ下の三十二歳。藤堂クリニックの奥に入っている藤堂薬局の薬剤師をしています。君は？」

「あ、えっと、朝比奈里桜です。二十八歳。下着メーカーで働いています」

「下着メーカー！」

　心さんの顔が一瞬輝く。大抵の男性はみんな同じ反応をするからこの表情にもだいぶ慣れたものだ。

　別にイヤらしいとか不快感はない。

　女性にも男性にも喜ばれるような物を作ろうと心がけている部分があるからだろう。

　むしろ、今後の企画のためにも、男性目線の意見を聞きたいくらいだ。

「あの、心さんは先生とご兄弟とかなんですか？」

「いや、ただの従兄弟」

　ふたりの名字が同じなので、首をかしげたが藤堂先生はコーヒーを飲みながらバッサリ切り捨てるような口調で言い放った。

「冷たいな、真紀は。子どもの頃から仲のいい兄弟みたいな従兄弟だよ。それより、里桜ちゃんは真紀とはどんな関係なの？」

　薄々気がついていたけれど、心さんは人懐っこい性格のようだ。見た目の通り犬っぽい。

　さっそく里桜ちゃんと呼ばれるが初対面なのに不快な気分にさせないのは、この性格も大きいようだ。

「どんな関係って……、たいしたことないんですよ。私が倒れたときに先生が診てくださっただけなんで」

「それだけ？」

「はい」

「そのときからこんな感じ？」

「そうですけど？」

　心さんは少し驚いたように首をかしげた。

　なにか変なこと言ったかな？　なにをそんなに驚くことがあるのだろう。

「心。お前、いい加減に……」

　藤堂先生がなにやら心さんを諌めようとすると、先生のスマホが振動し電話の着信を告げる。

「電話、出ないの？」

　心さんに勧められ、舌打ちして席を離れていった。

「あの？」

　どういうことかと首をかしげると、心さんはふふっと笑った。

「いや、俺が言いたいのはね？　あの真紀が知り合って間もない女性や他人にあんなふうに素を見せるのって珍しいんだよ」

「そうなんですか？」

「うん。大抵は診察時の優しい先生の顔をするか、ニコリともせずに冷たくあしらうか両極端。あんなふうに楽しげにやりとりするなんて珍しくて、つい勢いよくクリニックに入っちゃったんだ」

　心さんは笑顔で話をするが、反対に私は首をかしげたままだ。

　楽しげ？　あれが？

　初めからあんな感じだったけれど、つまりは私には初対面なのに素を見せていたってこと？

　どうして？

「おい、首が折れるぞ」

　うしろからそう声をかけられ、頭をグイッと真っ直ぐに戻される。

　心さんは口パクで「そういうところ」と言うが、私にはさっぱりわからない。

　それもそのはずだ。

　私はまだ出会って二日しかたっていないのだから。

「先生、痛いですよ。本当に首が折れたらどうしてくれるんですか」

「腕のいい整骨院紹介してやるよ」

「その前に死にますけどね！」

　もう、と首を振っているとそこにサンドイッチが運ばれてきた。

「綺麗なお姉さんを連れている人がいると思ったら、藤堂先生じゃないですか」

　料理を運んできた年配の男性店員は笑顔で藤堂先生に話しかけた。

　綺麗なお姉さんだなんて、おじさん見る目あるわね。

　なんて思いながら、「いえいえ」と照れていると藤堂先生が「あはは」と穏やかに笑った。

「松まつ田ださん、一度眼科に行かれることをおすすめしますよ。ところで、お孫さんはあれからどうですか？」

『院長』の顔になり、笑顔で優しく店員さんと会話する藤堂先生を恨めしげに睨むが無視される。

　そんな私たちのやり取りを心さんは「ね？」と言うが、まぁ言いたいことはだいたいわかった。

　あきらかに私への態度が違う。それが素だというならそうなのだろう。

　でもだからといって、どうだというの？

　私にとっては失礼極まりないことには変わりない。

　サンドイッチを頬張っていると、松田さんという店員さんがいなくなった後、目の前にサラダが差し出された。藤堂先生のランチセットについてきた小皿だ。

「里桜、食え。それだけじゃぁ足りないだろ」

「足りますよ」

「量じゃない。栄養だ！　昨日点滴されたの忘れたのか？　どうせ、忙しいとか言って腹が減ってても食べるのを後回しにするタイプだろ」

　正にその通りで反論できず、サンドイッチを口に詰めてごまかす。

　結構鋭いし、よく人を見ているなぁ。

「だからあんなに軽いんだよ」

「どうして軽いなんて思うんですか？」

「倒れたお前を運んだのは俺だぞ」

　あきれたように言われて、そうだったと苦笑いする。

　ということは、藤堂先生が私を抱き上げて運んでくれたということか。

　どうやって？　やっぱりお姫様だっことかで？

　クリニックでよろけたときに抱き留めてくれた逞しい腕を思い出す。

　その場面を想像するとなんだか恥ずかしくなってきた。

「あ、里桜ちゃん。照れてるでしょう」

「て、照れてません」

　心さんの指摘に、今度はサラダを頬張ることで再びごまかしたのだった。




　週が明けて春のキャンペーンも終わり、仕事もひと区切りついたこともあって最近は残業せずに家に帰れることが増えた。

　定時で帰れるときはなるべく夕飯は作るようにしているため、今日も会社帰りに食材を買い込む。

　肉じゃがでも作ろうかな。少し多目に作れば明日も食べられる。作り置きは結構便利だ。

　そうしてスーパーに寄ってから家に帰ると、クリニックがまだ明るかった。

　診療時間は過ぎているようだけど、今日は混んでいたのだろうか。

　つい最近まで帰りが遅かったから気がつかなかったけれど、このクリニックは評判がいいようでいつも患者さんであふれていた。

　横目で見ながら通り過ぎようとすると、薬局から心さんがこちらに手を振っていた。

「あ、心さん」

　私もヒラヒラと手を振り返す。

　藤堂薬局は一階の入り口から真っ直ぐに行った突きあたりにあるため、時々こうして見かけると手を振って挨拶していた。

　この薬局は、周辺病院の処方箋を受け付けていて、ここも患者さんに人気があるようだった。

　心さんも癒し系のイケメンだ。お目あての患者さんも多いのだろうなと納得する。

「さてと」

　と、部屋に帰り夕飯を作り始めたところで手が止まる。

　冷蔵庫に残っていたと思っていたお肉がなかったのだ。

「しまった……」と額を押さえた。

　あると思い込んでいたが、実際は使ってしまったんだった。

「なんで？　うっかりすぎるでしょ」

　忘れていたことに情けなくなりながらも、財布を持って近くのスーパーへと買いに行く。

　時々やってしまうんだよなぁ。食材や調味料がなくてもう一度買いに出ることとか。

　先ほどまでいたスーパーにもう一度寄り、お肉を籠に入れてほかに買い忘れがないかを確認していると、突然耳もとで「バランスよく食えよ」とささやかれた。

「ひゃぁ！」

　突然のことで小さな悲鳴をあげながら振り返ると、藤堂先生がニヤニヤとおかしそうに立っていた。

「先生！　驚くからやめてくださいよ」

　耳を押さえながら抗議する。

　藤堂先生はいたずらのつもりだろうけれど、あの低くて甘い声でささやかれるほど心臓に悪いものはない。

　しかも真うしろに立っているから距離がとても近いし。

　驚き以外のドキドキも襲ってくる。思わず赤くなってしまった。しかし藤堂先生はそれに気がついた様子はない。

「なに、夕飯は肉だけなの？　ワイルドだな」

「そんなわけないでしょう！　買い忘れを買いに来たんですよ」

「胸を張って言うことじゃないな」

　たしかに威張れることではないな。

　藤堂先生も夕飯の買い出しのようで、籠にはできあいのお総菜がいくつか入っていた。

「先生こそ、人のこと言えないんじゃないですか？」

　籠に目線をやりながら「ふふん」と反論すると、苦笑された。

「今日は忙しかったから、作る気になれないんだよ」

　そう言う表情は、たしかに少し疲れているみたいだった。

　今日は忙しかったのだろう。ちょっと意地悪な言い方だったかな。

「そもそも先生って料理するんですか？」

「あたり前だろ」

　藤堂先生が料理しているところか。

　少し想像してみたが、この人ならそつなくなんでもできそうだなと結論づける。診察準備の手際のよさからも職業柄、器用なのかもしれない。

「里桜は？　自炊するの？」

「定時で帰れるときはしてますよ。ちなみに今日は肉じゃがです」

「マジか。いいな、肉じゃが」

　定番だとか作れるのかよ、とかなにかしら馬鹿にされるかなと少し思ったが、予想に反して藤堂先生はうらやましそうな声を出す。意外な反応にこちらが驚いてしまった。

　だから、だ。だから、つい。

「食べますか？」

　気がつけばそんな言葉を発していた。

　ハッと口を押さえ、聞こえていなければいいなと思ったが、藤堂先生はジッと私を見てから「いいのか？」と至極真面目に聞いてきた。

　そんな顔をされると、言ってしまった手前、断りにくいではないか。

「味の保証はできませんが」

　そのとき、初めて藤堂先生のすごくうれしそうな笑顔を見た。










意識ってなに？




「里桜ー、このアルバム見るぞー」

「いいで……、あああ！　ダメ！　それは見ないで！」

　藤堂先生はリビングでラグマットに座ってくつろぎながら、テレビ横にある本棚の高校卒業アルバムに手を伸ばす。菜箸を放り投げて阻止しに行くけれど、すんでのところで開かれてしまう。

　しまった！

　アルバムを取り返そうとしたが、うまくかわされてしまい写真を見られてしまった。




「これ里桜か？　へぇかわいいな」

「本当に恥ずかしいんでやめてください」

「バレー部だったんだ？」

「やめてくださいってば」

　恥ずかしさから慌てて回収すると手の届かないような別の場所に置いた。

　なんだろう、すごく体力を消耗した気がする。

「いや、マジでかわいいと思うよ。あんまり変わってないのな」

　優しくそう言うが、かわいいとか言われ慣れていないせいで素直にありがとうとは言えない。

「どうせ童顔ですよ」

　照れ隠しもあって、つい拗ねた口調になる。

　平凡な容姿の私をお世辞でもかわいいと褒めてくれるのはうれしいが、高校時代のアルバムを見られるのはやはり恥ずかしい。

「飯、そろそろできる？」

「もうできますよ」

　話題がそれたことで気持ちを切り替えて返事をした。

　スーパーで買い物した後、肉じゃがができたら持っていくと伝えて部屋の前で別れたのに、先生は「腹減った」と十五分もたたないうちに私の部屋にやって来たのだ。

「食べたら帰るから」

　と、強引に部屋に上がり込んできて現在に至る。

　先生はあの短時間でシャワーを浴びてきたのか、石鹸のようないい香りがする。上下スウェット姿で前髪も下りており、いつもより少し幼く見えた。

　なんだか思っていた藤堂先生とはまったく違う雰囲気で戸惑ったのは秘密だ。

　私が出したコーヒーを飲みながら名残惜しそうに本棚を見つめている。

「そもそもなんで卒アルがあるの？　普通、実家に置いておくだろう？」

「ひとり暮らしを始めたときに間違って荷物に入れちゃったんですよ。まぁいいか、で置きっぱなしです」

　そう。荷をほどいてアルバムを見つけたときは驚愕した。

　実家で荷造りをしているときに、懐かしいなと思いながら見た後にうっかり段ボールに入れてしまったのだ。

　卒業アルバムがここにある経緯を話しながら火を止めて肉じゃがをお皿に盛っていると、先生がやって来てそのお皿をさりげなく受け取ってくれる。

　あまりにも自然な動きのため、シャンプーの香りがするほどそばに来たことに気がつかなかった。

　見上げた先にいるのは、あの失礼でぶっきらぼうな藤堂先生だってわかっているのに、外で会うときの雰囲気とは全然違うから妙にソワソワして緊張してしまう。

　なんだか、別人のようだ。

「なんだ？」

　ついジロジロと見てしまい、サッと視線を逸らす。顔を覗き込んでこようとするので、それを突き放すように手にしていたお皿をグイッと先生に押しつけた。

「なんでもないです。お皿持っていってください」

「はいよ」

　そう返事をしてお皿やお箸を並べてくれるうしろ姿を眺めていると、ハッととんでもないことに気がついてしまった。

「しまった……」

「あ？　なんか言ったか？」

「いえ、なんでもないです！」

　いやいや、なんでもなくない！　あるよ！

　だってよくよく考えれば、この部屋にふたりきりなのだ。この狭い１ＬＤＫに、藤堂先生とふたり。

　お腹が空いたと訪ねてこられて、仕方ないなぁとごく自然に部屋の中に招き入れてしまったけれど、これっていいの？

　彼氏でもない、しかも知り合って間もない男性をホイホイ部屋に入れる女ってどうよ!?

　ちょっと無防備すぎた!?

「里桜？　食わねぇの？」

「あ、はい！　食べます食べます！」

　先生に声をかけられて、思わずビクッと肩を震わせる。

　急にとんでもない現状に気がついてしまったせいで、挙動不審になってしまう。

　落ち着け、里桜。先生に変に思われる。

「どうした？」

「いえ、別にっ」

　不思議がる先生に大きく首を振った。

　いやいや、ていうか、私！　意識しすぎでしょう！　これは怪しまれるって。

　このままだと部屋でふたりきりでいることに戸惑っているのがバレてしまう。

　いくらなんでも、先生はそんなつもりは微塵もなさそうだし！　ご飯食べて『おやすみなさい、さようなら』っていう流れになるに決まっている。

　なにも意識することなんてないんだから。

　麦茶を注ぎながら、冷静になるよう自分を諭す。

　なにより……。

　飲み物を両手にキッチンからラグマットに座っている先生のうしろ姿を眺めた。

　ラフな姿でテレビを見ながら笑っている先生からは、甘い空気とか意識しているとかそういった雰囲気は微塵も感じられない。

　これは……。

「……ないな」

　下心あるような人間が、こんなにくつろいで過ごしているはずがない。

　緊張感の欠片かけらもないわ。

　ホッと気持ちが落ち着いていく反面、リラックスした様子で座っている先生のつむじを女として複雑な思いで見つめたのだった。




「里桜、料理うまいな。おいしい」

　肉じゃがを食べながら、藤堂先生は感心したようにパクパクと食べてくれる。

　本当にお腹が空いていたようで、食べるペースは速いものの、お箸の持ち方や食べ方が綺麗なので見ていると気持ちいい。

　おいしいおいしいと素直に褒めてくれるから、まんざらでもない気分になる。

　先生が購入したお総菜も摘まみ、あっという間に夕飯を終えた。

「ごちそうさまでした」

「いえいえ、お粗末さまでした」

　満足そうな様子にくすぐったくなりながら、食器をキッチンへ持っていく。洗ってしまおうかと腕まくりをすると、うしろから藤堂先生の手が伸びてスポンジを持ったその手を取られた。

「えっ……」

「里桜」

　藤堂先生が私の手を取ったまま真剣に見下ろしてくる。その眼差しにドキンッと心臓が跳ねた。

　え……。まさか、嘘……。そんな様子、微塵もなかったのに……。まさか、先生……。

　消えたはずの動揺が浮かぶ。

　なんとかそれを顔に出さないよう隠しながらも、心臓は早鐘のようにうるさい。握られた手が熱い。

　どうしよう、どうしよう――。

「食器は俺が洗うからどいてろ」

「……え？」

　予想外の言葉と共に手を離され、藤堂先生が私を押しのけて腕まくりをして食器を洗い出した。

「食器……。あ、ありがとうございます……」

　なんだ、食器か。そうだよね。なにを意識して緊張しているんだ、私は。

　ホッと息を吐くと、藤堂先生が苦笑しながらチラリと横目で私を見た。

「なにか期待した？」

「し、してません！」

「応えてやってもいいけど？」

　応えるってなに!?

　そんなのいらないとばかりに、首を横にブンブンと振る。

「結構です！　ていうか、してませんから！」

「俺もそのつもりで来たわけじゃないよ」

「あたり前です！」

　ムッと睨むと、それがおもしろいのか笑っている。

　なるほどな。きっと私がこの状況に気がついて葛藤していることなんて、とっくにバレていたのだろう。

　でなければ、こんなふざけたことしない。私の反応を楽しんでいるに違いない。

　なんて悪趣味なんだろう。

「先生、性格悪い」

「心外だな」

　私のつぶやきに藤堂先生は笑いをこらえたような表情で返事をしてくる。

　残念だったのかホッとしたのかよくわからない気持ちで悶々としていると、「終わったぞ」と水道を止めた。

「それじゃぁ。今日はごちそうさま」

「いいえ」

　まだムッとした気持ちが残ったまま玄関で靴を履く藤堂先生を見送っていると、ドアノブに手をかけた先生がなにかを思い出したように振り返った。

「そうだ、里桜」

「なんでしょう？」

「やっぱりもう少し警戒心を持った方がいいぞ」

「え？」

　警戒心？　なにを突然。

　ポカンとしていると、藤堂先生は腰に手をあてて小さい子どもに諭すような口調で言ってくる。

「途中まで俺っていう男が部屋にいること意識してなかったろ？」

「それは……」

「しかもそのとき、一度意識したくせに、それはないと消し去った」

　その通りだ。もう、すべてお見通しではないか。

　恐ろしいくらいに私の様子が丸わかりで、恥ずかしさでいっぱいになる。なにも言えず、ソロッと目を逸らした。

「だからって、どうして先生に警戒心を持たないといけないんですか？」

　そう聞くと、「あのな、そういうところだって言ってるんだよ」とあきれ声を出された。

　そういうところってどういうところよ。

　すると突然、先生が私の後頭部を掴み、グイッと顔を上げさせる。

　見上げた先には、思ったよりも間近に藤堂先生の顔があった。

「俺も、男なんだよ」

　ニヤリと笑って、玄関を出ていった。




　なに、あれ……。

　玄関にはひとり残されたあぜんとする私。

　警戒心持てって……。突然やって来たのは藤堂先生の方じゃない。強引に中に入ってきたのも先生の方でしょう？　なのにそんな忠告してきて、意味がわからないんですけど！

　それとも私が意識するところや、警戒心を持っているところが見たかったってこと？　私がまったく無意識だったことに警告してくれたの？　簡単に部屋に入れてはいけないよって？　それ、先生が言うこと？

　そもそも。

『俺も男なんだよ』

　どうして、あえてそこで藤堂先生が「男」だという意識を強く持たせようとするのだろうか。

　忠告するだけでいいではないか。

　私はわけがわからなくなり、混乱したままひっそりと玄関で頭を抱えたのだった。




　藤堂先生の謎の発言により、しばらくは悶々とした日々を過ごしていたが、それはいつの間にか忙しさによって解消されていった。というか、悶々と過ごす時間が無くなったと言う方が正解だろう。

　今日はデザイナーさんと共に来春の新作について企画を大幅に進められた。お互いに同じものを目指し、仕事がはかどったときは充実した気分で帰ることができる。

　会社を出て駅に向かって歩いていると、うしろから「里桜ちゃん？」と軽く肩を叩かれた。

　振り返った先には、心さんが笑顔で立っていたのだ。

「心さん？　びっくりした。どうしたんですか、こんなところで」

「偶然だね。この先の製薬会社にちょっと用事があって、その帰り。里桜ちゃんの会社もこの辺なの？」

「そうです。まさか会うなんて思わなかったから、驚きましたよ」

　そう話しながら、一緒にふたりで駅に歩きだす。

　心さんは、営業に来た製薬会社の営業マンの忘れ物を届けに来たのだという。今日は珍しく薬局が暇だったからとのこと。

「暇で患者さんが少ないことはいいことなのに、仕事的にはちょっと複雑だよね」

　カラッとした笑いを浮かべる。

　心さんが暇ということは、藤堂クリニックも今日は患者さんが少なかったのかもしれない。

　フッと白衣姿の藤堂先生を思い浮かべ、いやいやどうしてそこで先生を浮かべるのだと頭を軽く振る。

　ダメだ。この前から先生のことがたびたび頭に浮かんでしまう。

　ふたりで電車に揺られ、三駅先の最寄駅に到着する。

「里桜ちゃん、ご飯はどうするの？」

「昨日の残りと作り置きがあるので、それを食べますよ」

「ちゃんと作ってるんだ？　偉いね」

　感心したように言われるが、料理はもともと好きな方なので私にとっては苦ではなかった。

「そっか。よかったら、この後ご飯にでも誘おうかと思ったんだけど……あ、無理そうだな」

　薬局の方に視線を向けると、心さんの同僚らしき人が慌てたように手招きしている。薬局の待合室には患者さんがたくさんいた。夕方に診察に来た人たちが薬局へ処方箋を持ってきたのだろう。

「混んじゃいましたね」

「残念」

　苦笑し合って、一階の入り口前で手を振って別れる。

　心さんは気さくだ。なんだか親戚のお兄ちゃんを思い出すなと思う。心さんを少し見送ったあと、マンションのエントランスへ向かおうと足を踏み出した。そのとき、藤堂クリニックの受付に白衣姿の藤堂先生が見え、振り返りざまに一瞬だけ目が合ったような気がした。










初めての




　もうすぐ大型連休に突入するため、連休に向けたイベントが開催される。

　しかし、このプロジェクトに私は関与してないため、簡単なお手伝いだけで穏やかに連休を迎えられそうだった。

　そんなある日の日曜日。

　昨日の夕飯後、ＤＶＤで映画を見ながら寝落ちしてしまったため今朝はいつもより早くに目が覚めた。

　カーテンを開けると春らしい天気のよさで、散歩がてらいつもとは違う少し遠くのスーパーへ買い物へ行ってみた。たまには違うところの商品を見て回るのも楽しい。新しい商品が売られているとか、ほかの店より安いなどの発見ができる。

　日用品が安く買えたことにうれしくなって鼻歌交じりでマンションへ戻ってくると、一階の入り口でオロオロしている女性がいた。

　彼女がいるのはマンションの入り口側ではなく、その隣のクリニックへ通じる自動ドアの前。どうやらクリニックか薬局を訪ねてきているようだった。

　今日は日曜日でクリニックも薬局も休みだから当然、入り口の自動ドアは開くことはない。

　しかし、女性のうろたえたその尋常じゃない戸惑い方にどうしたのだろうと気になり、近づいてみてハッとした。女性は三歳くらいの男の子を抱えて青ざめていたのだ。

　その普通でない表情に気がつき、つい声をかけていた。

「あの、大丈夫ですか？」

　私の声かけに女性は振り向くと泣きそうな表情になる。

　見た目からしてまだ二十代前半くらいなのだろうか。とても若く、腕の中の男の子の姉のようにも見えた。

　姉弟？　それとも親子なのだろうか？

　私が推測していると女性は食いつくように質問してきた。

「あ、あのっ！　藤堂先生は……、クリニックは今日は？」

「藤堂クリニックなら今日はお休みですよ？」

　クリニックのガラス扉の内側に置かれた看板の日曜日休診という文字を指差してそう伝えながら、女性の腕の中にいる男の子を見ると真っ赤な顔でグッタリしていた。

　熱でもあるのだろうか。呼吸が浅く、苦しそうだ。

「どうしよう……！　あの……この子、息子が朝から熱があって、体に湿疹があって……」

　動転しているのか、青ざめた顔で途切れ途切れに訴えかけてくる。男の子は汗もかいていた。

　息子ということはこの女性はこの子の母親なのか。突然の息子の様子に慌ててここへ来たものの、クリニックが休みだと知り途方にくれていたようだった。

　女性の様子に私も動揺してしまう。

　どうしよう。

　なるべく早く治療させてあげた方がいい気がする。でも、日曜日にやっている病院なんて近くにあるのだろうか？

　とりあえず、スマホで検索をかけてみるとなくはないようだけれど、なにせこの町に引っ越してきたばかりで土地勘がなく、自信を持ってここにあると教えられない。

　下手に間違ったことを教えて、なにかあったら大変だ。救急車でも呼ぶべきだろうか。しかし、そこまで大おお事ごとかどうかもわからない。

　常に健康体で、こうした救急の事態に備えたことがないためとっさの判断が取れないでいた。

「私、引っ越してきたばかりでここら辺、よくわからなくて……。病院はここしか知らなくて……」

「私も土地勘がなくて……。どうしよう……」

　困ったな。でもなんとかしてあげたい。

　母親がポロポロと泣き出したのを見て、とりあえずは専門家を呼ぼうと体が動いた。

　ここでふたりで困り果てていても仕方ない！

「待ってて！　藤堂先生、呼んでくる！」

　そう母親に告げ、私はダッシュでマンションへと駆けていった。

　休みの日だからもしかしたら先生はいないかもしれない。そもそも、休診日にこんなことしてはいけないのかもしれない。ほかにも調べれば方法はいくらでもあったはずだ。

　でも、でも！

　自分の部屋の前に荷物を放り投げ、先生の部屋のインターホンを何度も鳴らす。

「先生！　藤堂先生、いますか!?　朝比奈です！　藤堂先生！」

　インターホンを鳴らしながらドアをドンドンと叩く。すると意外にもすぐにドアが開かれた。

　中からはジーパンに白いＴシャツ、グレーのカーディガンを羽織ったラフな姿の藤堂先生が現れた。

「里桜？　どうした？」

　血相変えている私を見て先生は眉をひそめ、固い声で聞き返す。藤堂先生の姿にホッとして、ついその腕をギュッと掴んでしまった。

「どうした、里桜。なにがあった？」

「先生、助けて」

「え？」

　助けて、なんて言ってしまったせいか、藤堂先生は驚いたように目を見開き私の肩を掴む。

「落ち着け。どうした？」

　その手の温かさに少しだけ落ち着きを取り戻すと、ことの顛末を話した。

「そういうことか。なるほどな、わかった」

　藤堂先生は返事をすると、急いで部屋に鍵を取りに戻り、そのままクリニックまで駆け下りてくれたのだった。




「先生、ありがとうございました」

　藤堂先生が母親と男の子と共に診察室から出てくる。母親はだいぶ落ち着きを取り戻した顔をしていた。

　あれから、藤堂先生は母親らのもとへ行くとすぐにクリニックを開けてくれた。ふたりが診察室へ行くのを見送り、私は邪魔にならないように待合室にいた。

「隣駅の駅前に、ドラッグストアがあってその中に処方箋を受け付けている薬局が入っています。日曜日もやっているから、そこで薬を受け取ってください。あと、その近くに日曜日も開いている内科があるから、うちが休みの日はそこに行くといいですよ」

「わかりました」

「それと、今日は大事にならなかったけれど、場合によってはここへ来るより救急車を呼んだ方がいいこともあります。小児用の電話相談サービスもあるから、救急車を呼ぶべきか迷ったらそこへかけて専門家にアドバイスをもらってもいいでしょう」

　藤堂先生は若い母親に丁寧に穏やかに説明して、小児用の電話相談窓口の電話番号が書かれたチラシのような物を渡している。クリニックの壁にも同じようなポスターが貼られているので、こういったケースが多いのかもしれない。たしかに子どもに不調があっても、それをうまく訴えることができない。緊急性があるのか、どこの科へかかるべきかなど聞けるのは安心だ。

　藤堂先生はついでに、そのドラッグストアで水分補給できるものと消化にいいものを買ってあげるよう伝えていた。母親は何度も頭を下げた後私を振り返った。

「あの、どうもありがとうございました」

「いえいえ。大丈夫でしたか？」

「はい、おかげさまで。本当にありがとうございます」

　そう言って、母親は大事そうに息子を抱きながら帰っていった。

　ホッとひと息ついていると、横から強い視線を感じた。

　白衣も羽織らず、ラフな姿のままの先生が物言いたげに目を細めて私を見下ろしている。

　その目つきに思わずたじろぐ。言いたいことはよくわかっている。もうこれは怒られても仕方ないのかもしれない。

「あの……、勝手なことしてすみませんでした」

　とりあえず先手とばかりに謝罪の言葉を述べる。すると藤堂先生ははっきりと大きくため息をついた。

　あぁ、やっぱり怒るよね。

「そうだな。今回は仕方ないとしても、そう何度も同じことはできないぞ」

　静かにそう釘を刺す。何度も、には私も含まれているだろう。倒れたことは記憶に新しい。そう言われると胸が痛くなる。

　そりゃぁ、医者だってボランティアではないし人間である。時間外に毎回こんなことしていたら休むものも休めない。先生が体を壊してしまうだろう。医者だって商売なのだから。それでも。それでもさ。

「ごめんなさい。でも、あのときは藤堂先生しか浮かばなかったの。この辺詳しくないし、あのお母さんをなんとかしないとって思ったら先生しか頼れなかった……」

　うつむいてボソボソと言い訳をすると、再び大きなため息と共に温かい手が私の頭を優しくなでた。

「心配ない。あの子、水みず疱ぼう瘡そうだった」

「水疱瘡？」

　そういえば、私も子どもの頃になった。全身に発ほっ疹しんができて熱が出たのを覚えている。感染症で保育園を一週間くらい休んだんじゃなかったかな。

「あの親子、最近ここら辺に引っ越してきたらしくて、ちょっと前に軽い風邪で診察したことがあったんだ。シングルマザーってやつで、わけありなのか身内も友達も近くにいない。相談できる人もいないし、若い子だし初めてのことでかなり動転していたみたいだから冷静に調べることもできなかったんだろうな」

　母親の青ざめた必死な顔を思い出す。私よりもずっと若いあの母親は不安だったろうな。手探りの子育ての中、知らない土地で藁にもすがる思いでここへ来たのではないだろうか。

　だとしたら先生には申し訳ないけど、力になれてよかったと思う。

「助けてやれてよかったな」

　藤堂先生がとても優しい声でそう言うもんだから、つい弾かれたように顔を上げてしまった。

　すると居心地悪そうな顔をする。

「なんだよ。そもそもなぁ、あんなふうに駆け込んで来やがって！　かなり驚いたぞ」

「それは、すみませんでした」

「マジで、里桜になにかあったのかと思った」

　ホッと安心したような口調に心臓がドキンと鳴る。

　私になにかあったのかと心配してくれたの？

　部屋から出てきたときの先生を思い出す。掴まれた肩の温かさと力強さがリアルに思い出され、照れくさくなってしまった。

　すると、藤堂先生は急に「よしっ！」とポンッと手を叩いた。

「お詫びに飯でも付き合え」

「ご飯ですか？」

　時計を見ると、針は十二を指そうとしていた。ご飯にはちょうどよい時間だ。

「この前のランチみたいなのじゃなくて、せっかくなら都心まで出よう」

　なかば強引に用意をしてくるよう促される。

　まぁ、お腹も空いてきたところだしいいか。

「心さん、呼びますか？」

「なんでわざわざ、今から呼ぶんだよ」

　てっきり心さんも呼ぶのかと思ったが、逆に怪訝な顔をされる。

　それもそうだ。わざわざ呼ぶのも悪い気がする。ということは、ふたりでご飯に行くの？

　しかも、電車でわざわざ都心まで？

　ふたりでいるこの状況を意識してしまい、気持ちがソワソワする。なんだこれ？

「あの、でもっ」

「なに？　嫌なのか？」

「そうじゃなくて……」

　お詫びくらいいくらでもする。ご飯くらいおごりましょう。

　でも、これって。これって。




　扉を全開にしたクローゼットの前で腕を組んで、そこにかかっている洋服を眺める。

「うーん、なにを着ようかな」

　部屋に帰ってから頭を悩ます。十分後に、と先生に言われたがそれじゃぁ足りない気がしてきた。近所なら今着ているこのパーカーとジーンズ姿でいいと思うが、大きな街に行くなら相応な格好をしたい。

　なにより、これってまるでデートのようではないか？

「いやいや、考えすぎでしょう！」

　単にお詫びのご飯だ。そんな深い意味はない。

　……ないはずなのに、どうしてこんなにソワソワしてしまうのだろう。どうしてたかが服に悩んでしまうのだろう。

　いやいや、別に先生と出かけるからとかじゃなし。都心に行くのにそれなりにオシャレをするのは当然だもんね。

　とは思いつつも。なるべく気合が入りすぎず、それでもかわいらしく見えるようなネイビー地に赤や白などのカラフルな花柄がちりばめられたアイラインのワンピースを選ぶ。

　なんとか十分きっかりに玄関を出ると、先生は自分の部屋のドアに背を預けて立っていた。

　先生も着替えており、薄い水色のＶネックのシャツにジャケットを羽織って、お出かけ用の格好をしている。

　この人はなにを着ても似合うからうらやましい。ラフな姿ではなくお出かけ用の服に少しだけ胸が跳ねた。

　だから、なんだこれって。自分の胸を軽く押さえて落ち着かせる。

「お待たせしました」

「いや……」

　藤堂先生は私の姿を見てニッと笑った。「ほぅ」と腕を組み、上から下まで観察する。そんなふうに見られるのは落ち着かず、視線をさまよわせてしまう。

　変かな？　気合入れすぎた？　似合ってない？

「なんですか？」

「いや、そういう格好もいいな」

「本当ですか？」

「ああ。女らしく見える」

　……どういう意味だ。

　そりゃぁ、普段はパンツスーツか仕事用のかっちりしたスカートだから、こういうのは珍しいけれど。

「ほかに言い方ありませんか？」

「かわいいよ」

　意外にも即答され、そう言われると思っていなかったから反射的に頬が赤くなる。

　それを見て先生は隣で「ククッ」と喉を鳴らして笑っていた。




　ふたりで電車に乗り、数駅先の都心へとでる。

　先生に連れられて、駅から少し歩いたイタリアンレストランへ行った。外観は洋風でとてもオシャレだったが、値段もリーズナブルで女性が好みそうなお店だ。私もまた来たいと思った。

「先生はよくこういったお店に来るんですか？」

「よくは来ないけど、女の子って好きだろ？　こういう店」

　たしかに周りは女性がほとんどだ。つまりは、先生は前に女の人と来たことがあるということだろう。

　それに一瞬、胸がチクンと痛む。

「いろんな女性と来たんでしょうね」

　気がつけばついそんな棘のあるような言い方をしてしまったが、当の藤堂先生はそれを「ふっ」と鼻で笑った。

「やくなよ」

「やいてませんけど!?」

「ここはさっき電車に乗っている間に調べた店だ。来たのは里桜とが初めてだよ」

　ムッと言い返すが、間髪いれずに先生が微笑みながらそう言った。

　え、そうなの？　たしかに電車の中でスマホをいじっていたけど、ここを調べてくれていたの？

　先生はニヤリとして私の顔を見てくる。

「えっと……」

　どんな反応を返していいかわからなくて、運ばれてきたパスタを丁寧に巻く。

「おもしろい奴だな」

　先生は笑いをこらえているようだった。

　食事中もお互いの学生の頃の話や趣味の話で盛り上がる。仕事についても、少し愚痴が入ってしまうこともあったけれど、嫌な顔ひとつせずに真剣に最後まで聞いてくれて、意外と優しいのだなと感じる。

　楽しいひと時ではあったけれど、私の話に耳を傾けながらも、店員に飲み物やデザートを頼んでくれるさりげない気遣いが女性の扱いに慣れていることを表している。そんなこと、わかっていることなのになぜか胸がモヤモヤした。

　そして、食後のデザートを食べてトイレに立っている間に先生はサラッと支払いを済ませてしまったのだ。

「行くぞ」とレジを通り過ぎてから初めてそれに気がついて、せめて自分の分は自分で出すと財布を開けるが制止されて断られてしまった。

「これじゃぁ、お詫びにもならないですよ」

「でも、ランチくらいで割り勘ってのも好きじゃないし。たいして高いわけでもなかったし」

「だから、おごるのに」

　お店を出て、ブーブー文句を言う私に先生は苦笑した。

「こういうときはおごられてろ」

「……ごちそうさまでした」

　ペコリと頭を下げると、その頭をポンッとなでられる。

「そういえば、この映画公開したのか」

　先生の視線は、目の前にあった映画館のポスターに向けられていた。

　この映画とは、最近話題になっていた時代物の洋画で今年のアカデミー賞候補にもなるだろうと言われている作品だ。

「あ、私もこれ見たかったんですよね」

「俺も。見てく？」

　上映時間を見ると、もうまもなく始まるようだ。中に入って掲示板を確認すると、客席もまだ少し空いているようだった。

「じゃぁ、ここは私が出します」

「いいよ、映画ってそこそこするだろ」

「ここの割引アプリあるので任せてください」

　そう言ってチケット売り場の窓口に並んだ。

　支払おうとする藤堂先生をなんとか押さえ込み、勝利した私は無事にチケットを二枚買えた。

　やっとお礼とお詫びができた気分になり、胸がスッキリとする。しかしチケットを買うことに夢中になりすぎて座席をよく確認しておらず、とりあえず並びで取れるところを取ったはいいけれど――。

席に着いたとたん、口をあんぐりと開けてしまった。

　これは……。

「すみません、先生」

「なんで謝るんだよ？」

「だって……」

　上映時間、十分前。

　藤堂先生と私は、いわゆるカップルシートという座席に座っていた。カップルシートはふたり用のソファ席で、ややゆとりはあるもののふたりの間に肘掛けがなく、家でくつろいでいるような、プライベート感がある。人気作品のため座席がほとんど埋まっており、並びの席はここしか空いていなかったからよく確認していなかった。

　さすがにこれは気まずいだろうと思ったが、藤堂先生はケロッとしている。

「俺は気にしないけど」

　本当にまったく気にしてなさそうに、もらってきたフライヤーを眺めている。

　私だって初めは仕方ないと思っていたけれど、いざ席に座ると妙にドキドキしてしまったのだ。座席の肘掛けって意外と大切なんだなって思う。

　平常心、平常心。心の中で何度も唱えて、心を落ち着かせようとする。

　だってこの前先生が男を意識させるようなことを言うから、それが時々頭をよぎってどうしたらいいかわからなくなる。とくにこういうときはなおさら。

　先生をチラッと横目で見ると、私の心中を察する気配もなく、彼は大きなあくびをしていた。

　当の本人がこの様子なんだから、私が動揺したって仕方ない。そもそも動揺する意味がわからないわ。久々に男性とふたりで出かけたから浮かれているだけなんだよね、きっと。

　うんうん、と自分を納得させる。

　そう思ったら少し気が楽になってきた。

「先生、寝ちゃうんじゃないですか？」

　先生がフフンと笑うと同時に会場が暗くなった。

　それを合図に前に向き直ると、私の右腕に軽く先生の体重がかかる。

「えっ」と、思わず緊張して体に少し力が入ってしまう。すると、先生が私の耳もとに顔を寄せて低くて甘い声でささやいた。

「里桜が隣だから心地よくて寝ちゃうかもな」

「っ！」

　その声に背筋がゾクッとしてバッと耳を押さえる。驚きの叫び声を出さなかっただけでも褒めてほしい。抗議の念を込めて藤堂先生を恨めしげに睨むが、笑いながら「シー」と唇に指を寄せていた。予告が始まると先生はもうスクリーンに集中している。

　暗くてよかった。私、今絶対に顔が真っ赤になっているだろう。




　映画はすごく楽しくてふたりで映画館のロビーで感想を言い合った。しかし、さすがにここでは邪魔だろうということになり、夕飯を食べながら話すことにした。

　藤堂先生とは好みの映画が似ているようで、今日見た映画の感想からおすすめ映画や好きな俳優の話になり、話題は尽きなかった。

　ふたりとも映画館で見ることは少ないが、暇なときにＤＶＤを借りて見るということも共通していて、変な仲間意識が生まれた。こんなにも映画の話で盛り上がったのは久しぶりで、気がつけばあっという間に時間が過ぎていた。

　先生は「いつか結婚したら部屋にシアター用のスクリーンを置いて、家族で見るのが夢なんです」という私の他愛のない夢も笑わずに聞いてくれた。

　趣味の話が思う存分できることにも、語り合う相手がいることにも、最高の幸せを感じていた。それは、今までに味わったことのないような感覚だった。

　マンションまでの帰り道も私たちのテンションは上がりっぱなしだった。そのせいもあるのだろう。

　マンションにたどり着き、部屋の前までくるといくばくかの物寂しさを感じていた。

　もう少し話をしていたいな。もう少し……。

　だけど、そこは気のせいだろうと無視することにした。

「先生。今日はありがとうございました。ごちそうさまでした」

「ああ」

　お礼を言うと、鍵を取り出して玄関のドアを開ける。そして、じゃぁ、と別れようとすると「そういえば」と先生が切り出した。

　ドアを半開きにしたまま「ん？」と振り返る。先生は私の方に近寄り、壁にもたれながら聞いてきた。

「この前、心と一緒だっただろう？」

「この前？　心さん？　……あぁ」

　偶然仕事帰りに会った日のことだろうか。思いつくのはそれしかない。

　ということは、やはりあのとき藤堂先生に見られていたのだと察する。一瞬、目が合ったように思ったのは気のせいではなかったようだ。

「たまたま会ったんです。忙しくなければ、ご飯でも行けたんですけどね」

「ご飯？」

　藤堂先生が一瞬眉をひそめた。

　え？　なんでそんな顔するの？

「はい。よかったら、また三人で――」

　そのとき。

「里桜」

　先生が玄関のドアに手をかけて私の肩を掴んだ。そのはずみでよろけてしまい、ふたりで私の部屋の玄関へ入る。

　と、同時に私の視界いっぱいに先生が入り込む――。

「んっ！」

　気がつけば、藤堂先生に唇を塞がれていた。

　いったいなにが起きたのか。

　驚いて先生の肩を叩くが、一向に離してくれない。

　力強く奪うようなキス。なのに甘くて優しいから、抵抗する力が弱くなっていく。

　叩いていた手は、いつしか先生のジャケットの胸もとを掴むことしかできなくなっていた。

　頬には先生の大きな手が添えられ、優しいのに逃がさないとばかりにしっかり拘束されている。

　そして、満足したのかチュッと恥ずかしげもなく音を鳴らして先生の唇が離れていった。

「あっ……」

　先生は、頬を熱くして力なく壁に寄りかかる私をなんとも色っぽい目で見下ろしていた。そしてニッと口角を上げ、濡ぬれた唇をぬぐう。

「デートの終わりにはキスが定番だろ」

　優しい甘い声でそうささやくとゆっくりと私から離れた。

「じゃぁな、オヤスミ」

　軽く手を上げて、先生は私の部屋から出ると、玄関のドアを閉めた。

　隣の玄関のドアが開く音を聞きながら、私はその場に崩れ落ちる。

　お気に入りのパンプスの上に座ってしまったが、気にする余裕などない。

「なに、今の……」

　つぶやいた声は微かに震えていて、自分の息が熱い。胸の奥が熱い。鏡を見なくても顔が茹でタコのようになっている自覚はあった。

「先生とキス……？」

　したよね？　今。

　自覚すると、カッと体から汗が出る。

　どうして？　どうしてキスしちゃったの!?

　押さえた口もとはまだしっとりと濡れている。それがさらに生々しさを感じさせた。なんとも言えない様々な感情が押し寄せ、言葉が出ない。

　わけがわからず、ただ頭を抱えるだけだった。

『デートの終わりにはキスが定番だろ』なんて、意味がわからない。

　定番ってなに!?　そんなの聞いたことないし！　藤堂先生のような女たらしには定番なの!?　それならそうと、先に言ってよね！

　いや、言われたからといってそれはそれでとても困るんだけれど。

　激しく鳴る心臓と混乱している頭でよくわからない悪態をつく。

　だってどうして。

「どうしてキスなんて……」

　この前から私を振り回してばかり。男を意識させたり、キスしてみたり……。

　藤堂先生の行動がわからない。なのに。

　唇を指で触れると、まだそこには先生の余韻が残っていた。

　先生が離れる瞬間、名残惜しいと感じてしまった自分がいた。










モヤモヤ




　藤堂先生とのキスは、衝撃が大きすぎて私の心をおおいに乱した。

　別に初めてのキスというわけではないし、そんなの今さらという気持ちでいるつもりだった。けれど、その日の夜はなかなか寝つけず、翌日は睡眠不足。会社でも朝から立て続けに小さなミスをおかしてしまっていた。

「朝比奈ー。ちょっとご飯付き合ってよ」

　ついには昼休みに鈴木主任に呼び出しをくらってしまった。

　いつもよりも遅いタイピングの手を止めて、向けられた笑顔を受け止める。

「はい……」

　鈴木主任の笑顔が怖いので行きたくありません、と言いそうになった言葉をゴクンとのみ込み、引きつった笑顔でうなずき返す。

　下の階にある食堂に行くと、ご飯を食べながら鈴木主任は口を開いた。

「なにかあったの？」

「え？」

「珍しく小さなミスを繰り返すじゃない？　朝比奈らしくないよ」

　優しく問われ、お説教ではなく心配させたのだと気づく。

　こういうところ、本当に周りに慕われる理由だと思う。

「その……なにかあったかというと、まぁ……」

　藤堂先生とのキスを思い出し、ついため息が漏れる。

　私が言葉を濁すと鈴木主任はうんうんとうなずき、「男か」と断定した。

「なんでそう思うんですか？」

　きっぱりと言われてつい反論するような言い方をしてしまったが、鈴木主任はニヤニヤと笑っている。

「だって仕事は順調だし、大きな案件や困った事態にも陥っていないでしょう？　周囲ともうまくいっているし、先週まではいつも通りだったし。だからなにかあるとしたらプライベートでしょう？　時々なにかを思い出しては赤くなるところを見れば、男のことだって予想がつくわよ」

　まさにぐうの音も出ない。さすがというか、なんというか。本当よく見ていらっしゃる。

　これにはこちらも苦笑いするしかなかった。

「で？　彼氏となにかあった？」

「いえいえ。別に彼氏なんていないです。ただ……」

「ただ？」

　どう言おうかと口ごもっているとき、鈴木主任の左手の薬指に輝く指輪が目に入る。

　旦那さんと仲良しで恋愛経験も豊富な鈴木主任ならわかるだろうか。

「主任は、今の旦那さんと……その、初めてキスしたときって気持ちが通じ合ってから、ですか？」

　少しだけ声のトーンを下げ、しどろもどろになりながら尋ねると「そうだけど」とアッサリ返答される。

　そうだよなぁ。普通はそうなんだよなぁ。

　返答を聞いてますます私は遠い目をしてしまう。

「なに、好きでもない男にキスでもされた？」

「好きでもない？」

「違うの？」

　私は藤堂先生のことが好きではなかったの？　だからこんなに悩むの？

　いや、好きではないことはない。嫌いなタイプなら、あの一日が楽しいとは思わなかったはずだ。

「じゃぁ、好きな人？」

　好きな人……、ともなんだか違うような気がするんだけれど。

「……好きかはわからないんですけど、でも意識はしているかもしれないです」

　恋愛感情があるかと言われると、そこまでではないような気がする。

　でも男性として意識はしている。でなければこんなに悩むことはない。

「へぇ。そんな相手にキスされたんだ？」

　そう言われてコクンとうなずく。そんな私のうなずきに、鈴木主任は「なるほどね」と大きく首を縦に振った。

「男の方が、朝比奈を好きだったんじゃない？」

「うーん……」

　それだったらすぐに納得できるのだろうけれど、藤堂先生からそんな様子は感じられなかった。

　そんなそぶりや雰囲気などいっさい感じなかったから、わけがわからなくなっているのもあるだろう。

　そもそも先生が私を好きでたまらずキスしたなんて話があるわけがない。

「好きとかじゃないと思うんですけど……」

「じゃぁ、なに？　お互い好きまではいっていないけれど意識している関係？　それすごくおもしろいんだけど」

　鈴木主任はなぜかワクワクしたような表情をしている。おもしろがっているのがわかるから、ついため息を漏らしてしまった。なんの解決にもなっていない。

「どうしたらいいんでしょう？」

「さぁね。そういうのはたくさん悩んだ方がいいと思うよ。自分の気持ちを見つめ直すのよ」

　見つめ直すってどうやって？

　私からしたキスではない。向こうからしてきたことだもの。自分の気持ちを見つめ直したところでどうにかなるものなのだろうか。

　また、モヤモヤした気持ちのまま午後の仕事に取り組むこととなってしまった。




　どうして人は、顔を合わせたくないときに限って、その相手に会ってしまうものなのか。神様がおもしろがっているに違いない。

「お、帰りか？　お疲れ」

　スーパーの袋を片手にマンションへ帰ると、エントランスの前で藤堂先生とバッタリ会ってしまった。

　先生も仕事終わりなのだろう。スーツ姿でネクタイを緩めている。

「……お疲れさまです」

　どんな顔をして会えばいいのかと思ったけれど、藤堂先生はいたっていつも通りで少し拍子抜けしてしまった。

　まるでキスなんてなかったかのように話しかけてくる。むしろ、先生にとってはご飯をおごるのと同じくらいの感覚なのかもしれない。それくらいキスは軽いものなのかもしれない。ならば、気にする方がおかしいのだろうか。

　とはいっても、部屋に帰るまでの間は気まずいことこのうえないが……。

「里桜」

「はい？」

「そうやって露骨に距離を取られると、さすがに傷つくんだけど」

　藤堂先生は苦笑しながら、腰が引けている私を困ったように見下ろす。

　あ、しまった。

　無意識に態度に出ていたようだ。姿勢を正して軽く咳払いをしてごまかす。

「別に距離なんて……」

　説得力のないつぶやきは空気に消える。それに対して、藤堂先生は軽くため息をついた。

「里桜、彼氏いたことないの？」

「ありますよ」

「じゃぁ、別にそんなに怒らなくてもいいだろう」

　なにそれ？

　その軽い言い方は少しカチンときた。「たかがキスくらいで」と暗に言われているようで、妙に腹が立ってくるが、言い返したくなる気持ちをぐっと抑える。

　なぜなら怒ったところで藤堂先生には無意味な気がするから。

「……怒ってません。ただ私は先生のようにタラシではないので、そんなに気軽なものではないんですよ」

　刺々しい言い方になってしまうのは仕方ないと思う。

　しかし藤堂先生はそれに穏やかに答えた。

「もうタラシじゃないよ」

　じゃぁ、なんだっていうの？　タラシじゃないからといっても、先生と私のキスの重みは違う気がする。そもそも、「もう」ってなによ。

「威張って言うことではないですよね。それじゃぁ、イタリア人ってとこですか」

「なんだそれ」

　藤堂先生は軽く笑う。

　私の精いっぱいの嫌みも先生には効いていないようだ。逆にキスくらいで騒いでいる自分の方が恥ずかしいのではないかと思えてきた。

　こういうタイプにはきっと腹を立てるだけ無駄なのだろうな。なんだかあきらめにも近いため息が漏れる。

「そんなことよりさ」

　藤堂先生が突然思い出したかのように話題を変えた。

　そんなこと!?

　思わず食ってかかりそうになったところを、藤堂先生は両手を前にして落ち着くようにとジェスチャーする。

「昼間、患者さんに霜降り肉もらってさ。よかったら、里桜も一緒に食べない？」

「霜降り肉？」

　パッと私の表情が輝くのを先生は見逃さなかった。

　あっ、しまったと思うがもう遅い。先生はニヤリと笑顔を見せる。

「その患者さん、会社の社長さんでさ。取引先からたくさんいただいたらしいんだけど、奥さんとふたりだと食べきれないらしい」

「こういうの患者さんからもらっていいんですか？」

　患者さんからのもらい物ってあまりしない方がいいとかないのかな？

　贔屓ひいきされるとか、いろいろと問題がありそうだけれど。

「大きな病院とかは断るところ多いけどな。俺もさすがに袖の下的な金銭や高価なものはもらわないよ」

　霜降り肉は高価ではないのだろうか……？

　そんな疑問が浮かぶが、お肉を前にうれしそうな藤堂先生には言えなかった。

　まぁ、個人病院だし院長がいいとしているならいいのだろう。

「看護師たちにも分けたんだけど、それでもまだいっぱいあるから、これから心と食べようと思っていたんだよ」

　心さんも呼ぶのか。それならふたりきりではないし気まずくないかも。

　なにより、お肉……食べたい。霜降り肉なんて滅多に食べられるものではない。

　どうしよう。私が迷いつつも行きたい気持ちがあるのに先生は気がついている。

「来いよ」

　あぁ、なんて単純なんだろう。さっきまで感じていた気まずさはどこへやら。

　藤堂先生の最後のひと言で、食欲には勝てずに大きくうなずいた。いったん自分の部屋に荷物を置いてくると伝えると、先生が連絡先を聞いてきた。隣だから必要なさそうなものだけど、なにかと便利だからということでお互いのＩＤと電話番号を交換しておいた。

　仕事用の服からラフな部屋着のパーカーとスウェット生地のロングスカートへと着替える。

　それから隣の藤堂先生の部屋のインターホンを押すと、「はーい」と心さんの声がした。

　本当に心さんがいた、とホッとする。あんなことの後に先生とふたりっきりで、しかも男性の部屋で過ごすなんてできっこない。

「心さん、こんばん……」

　玄関のドアが開くと、心さんの姿が見えたので挨拶をしようとしたが一瞬で笑顔と声が消え固まってしまった。

「いらっしゃい、里桜ちゃん」

「あ、コンバンハ……」

　心さんのいつもと変わらぬ笑顔に反射的に返事をしたが、その姿にあぜんとした。

「そのエプロン……」

「これ？　かわいいでしょう？」

　と、頬を染めて白いフリフリレースのエプロンを身につけた心さんはその場でクルリと一回転する。

　かわいいけど……。なんでそんなエプロンしているの？

　いやいや、これはまさか。

　私がなかなか入ってこなかったためか、「どうした？」と奥から藤堂先生が出てきた。

　先生も着替えを済ませており、トレーナーにスウェットパンツをはいている。

　そのふたりに思わず聞いてしまった。

「私、お邪魔だったでしょうか？」

「誤解だ！　里桜」

　私の戸惑いの声に、食いぎみで藤堂先生が否定するとそれに心さんは大爆笑だ。

「ごめんごめん。この格好すれば、里桜ちゃんならおもしろい反応してくれるかなって思ったんだ」

「冗談でしたか」

　ホッと胸をなで下ろす。

　さすがに、心さんが先生の部屋からフリフリエプロンで奥さんのように迎え出てきたらふたりの関係を疑うって。

「こいつ、ここに初めて来る人にはいつもこのネタで驚かせるんだよ。ちなみに、このエプロンは心の私物だからな」

　藤堂先生はあきれながらもどこかおもしろがっている口調になっている。つまりは先生もわかっててやらせてたのか。

　いつもこうして訪問者をからかっているのだろう。

「入れよ、里桜。心が飯作ってくれたから」

　……本当に疑わなくていいのかな？

　心に微かな疑問を抱きながら、「お邪魔します」と中に入ると驚いてしまった。

「なんで!?　隣なのに間取りが違う！」

　足を踏み入れてその違いに慄おののいた。

　私の部屋は１ＬＤＫの間取りになっているのに、先生の部屋は部屋数もあきらかに多くて通されたリビングも広い。キッチンなんてリビングに面したカウンターキッチンだ。

「そりゃぁ、オーナーの部屋だからね」

　勧められた席に座りながら、キョロキョロとしている私においしそうな霜降り肉のすき焼きをテーブルに出しながら心さんがサラッと話す。

「藤堂先生が？」

　契約時にオーナーの名前を聞いたような気がするけれど、そこまではっきりとは覚えていなかった。それに契約には管理会社としていたから。

「俺じゃなくて、オーナーは俺の祖じ父いさん。この土地は田舎の祖父さんの持ちものなんだ。古いビルが建っていたんだけど、それを三年前にマンションに建て直ししたんだよ」

「でもそのとき、真紀が住むこの部屋だけは広くしてもらったんだよね」

「身内の特権だな」

　そう言ってビールを軽快に開ける。

　なるほどな。だから一階に藤堂家の病院も薬局も入っていたのか。この建物自体が藤堂家の物なら納得がいく。

　それに間に管理会社が入っていれば、お祖父さんはここに住んでなくてもいいのだろうし。しかし、すごいな。藤堂家は資産家なのだろうか。

　そしてチラッと部屋の中を見回す。

　全体的に男性らしく落ち着いた色合いで、モノトーンが多い。部屋の中は思ったより片づいており、さっぱりとしていて綺麗だ。というか、そもそも物が少ない。

「ここと寝室は綺麗だよ。汚いのは書斎だけ」

　私の心を読んだように、心さんはエプロンをはずしながら答えてくれる。

「……詳しいですね。寝室事情まで」

「誤解だ！　里桜」

　藤堂先生の焦ったような言い方に、心さんと目を合わせて笑ってしまった。

　心さんが作ってくれたサラダとおいしい霜降り肉に舌鼓を打ち、あっという間にご飯は綺麗になくなった。

　他人に作ってもらったご飯を食べるなんて久しぶりだ。

「心さんはいつでもお嫁に行けますね」

　わりと真面目に感想を言うと、心さんはニヤリと笑ってグビッとビールを空にする。そして身を屈めて私を覗き込むように見てきた。

「今ならお買い得だけど？」

「間に合ってます」

　ピッと手で制止、丁寧にお断りを入れる。

　すると心さんは拗ねたように背もたれにしていたソファにもたれかかりながら天井を見上げた。

「だって、真紀は俺のことお嫁にしてくれないしー」

「誤解を招く発言はやめろって。つーか、お前酔っぱらってきてるだろ」

　藤堂先生は心さんの様子にチッと舌打ちをして開けようとしていたビールを取り上げる。取り上げられた心さんは悲しげな瞳をしつつも、先生には効かないと悟りつまらなそうに床に寝そべった。

「心さん、お酒弱いんですか？」

「少なく見えるけど、こいつ飯作りながらすでに飲んでいたからな」

　それでは、酔うのも無理はない。しまいには心地よさそうな寝息をたて始めた。

「片づけますね」

「いいよ、こいつにやらせれば」

　藤堂先生は足で軽く心さんを突っつくが、さすがにご飯を作ってもらって揚げ句に片づけまでやらせるのは心苦しい。

「大丈夫です。すぐ終わりますから」

　そう言って流し場へ立つが、藤堂先生も食器を持ってきたりテーブルを拭いたりと手伝ってくれる。

　なんだかんだで、任せきりにはせずに一緒に片づけをしてくれる人なのだろう。

　女たらしで意地悪なことを言うけれど、実は面倒見がよくて優しいところがある。そういうところが、患者さんにも好かれるところなのだろう。私だって。

「ん？　私だって？」

　私だって、なに？

「里桜？　どうかしたか？」

　自分の思考に自問自答しながらぼんやりとしていたのか、藤堂先生に急に声をかけられてビクッと体が跳ねた。その瞬間、泡まみれの手からガラスのコップがツルンとすべり落ちる。

「あっ！」

　シンクに落ちたコップは音を立てて割れてしまった。

「痛っ！」

「里桜！」

　ガラスで切ってしまったようで、人差し指から真っ赤な血が流れ出ていた。痛みはあるが、その前にコップを割ったことを申し訳なく思う。

「あちゃー。先生、すみません。割ってしまいました」

「そんなのはどうでもいい。見せてみろ」

「ひゃぁ」

　藤堂先生は私の手を掴み、血が流れている指を水道で洗う。

「あの、先生」

「指に破片は入っていないな？」

　先生は私の背後から覆いかぶさるようにして手を持ち、指を洗っている。背中から感じる温もりに、一気に心臓が激しく打ち出す。

　うわ、ちょっと待って。

「よく泡を落とすぞ」

「はい……」

　耳もとに先生の顔が寄せられ、振り向くことができない。手を洗っているだけなのに、うしろから抱きしめられているような体勢にどうしたらいいかわからなくなる。

　私の小さな手は藤堂先生の大きな手に包まれている。水道に伸びた腕の長さも太さも全然違う。

　こんなにも……。こんなにも違うんだな……。

　強烈に藤堂先生を男として意識した。とたんに胸の奥を強く掴まれたようにキュンと苦しくなった。

　まずい、早く離れた方がいい。

「先生？　あの、もう泡は落ちましたから」

「そうだな」

　暗に離れてほしいと伝えるが、先生は自分の体を私の背中に押しつけるようにして、さらに密着してきた。硬い胸板の感触。抱きしめられているわけではないのに、体が動かない。どかそうと思えば簡単にできるだろうに、なぜかそれができないでいた。

「よく落とさないとバイ菌が入る」

　もっともらしいことを耳もとでささやくように甘い声を出すのはなぜなの？

　背中に甘い痺しびれを感じて内心焦ってくる。

「藤堂先生ー。ふざけているでしょう？」

「ふざけてないよ」

　戸惑いが伝わる前にわざと明るい声でこの空気を笑い飛ばそうとするが、藤堂先生は伝わっていないのかあえて無視しているのか、それに乗ってくれない。

　どうしていいかわからない。

「手が……冷たい……から……」

「じゃぁ、温めようか」

　包まれていた手の拘束が緩んだので、やっと離れてくれるのかと、ホッとして顔を上げると藤堂先生が覗き込んできた。そしてそのまま顔を近づけてくる。

　あっ、キスされる――そう確信した瞬間。

「へっっくしょい!!」

　甘い空気を切り裂くようなくしゃみの声に、ハッと我に返り慌てて藤堂先生から体を離した。

　リビングに目を向けると心さんが寒そうに体を丸めて眠っている。寝ながら豪快にくしゃみをしたようだ。

「ったく。おい、心！　風邪引くぞ」

　さっきの甘い空気は完全に消え去り、藤堂先生はいつもの声で注意をしてリビングから出ていった。寝室へ行ったのか戻ってきたその手にはタオルケットがあり、それをかけてあげている。

　その少しの時間は私の心臓の音が小さくなるには十分だった。無意識に息を詰めていたようでこっそりと大きく深呼吸する。

「里桜」

　呼ばれてハッと顔を向けると今までと変わらない表情の藤堂先生が、リビングから絆創膏を片手に手招きしていた。

「ほら、こっち来て。貼ってあげるから」

　治療をしてくれるつもりなのだろう。もうさっきの雰囲気は完全になくなったが私の足は動かない。それに対して先生は苦笑した。

「悪かったよ。その……ちょっとした悪ふざけだった。なにもしないから消毒させて」

「悪ふざけ？」

　悪ふざけであんなことをしたというのか。先生の言葉に胸の奥がズキッと痛んだ。

　ふざけてあんなことするならそれこそ悪趣味すぎる。

「里桜の反応っておもしろいんだよ。だからつい」

「ついってなにそれ……。ひどい、ひどいですよ！　藤堂先生って本当に女たらし！　最低!!」

　怒りで握ったこぶしをカウンターキッチンにドンッと振り落とすと、藤堂先生は怯えたように顔を引きつらせた。

「待て待て。そう怒るなよ」

「怒るな？　よく言えますね」

「ごめん」

　苦笑いで謝る藤堂先生にツカツカと近寄り、その手から絆創膏を奪った。

「このくらいの傷、藤堂先生のお力を借りなくてもひとりでできますから」

　そう言って目の前で絆創膏を破りグルグルと巻きつける。不格好になったが、なんとか貼れた。

「上手に貼れたねー」

　まるで子どもに言うように優しく言いながら、パチパチと拍手する。

　なによもう、馬鹿にして！

「もう帰ります！　おやすみなさい！」

　そう言い捨てて先生の部屋を飛び出したのだった。










こんな気持ちになるなんて




「朝比奈ー、なんだか今日は荒れてるね？」

　仕上がった書類のファイルをドンッと机に置くと、うしろを通りかかった鈴木主任が苦笑しながら声をかけてきた。

　ファイルは重さもあって勢いついて置いただけで、自分としては荒れているつもりはなかったが鈴木主任にはイライラしているように見えたらしい。

「なにかあった？」

「なにもないです」

「いやいや、朝から妙に殺気立って仕事してるよ？　仕事の効率は上がるからいいけど周りにはよくないね」

　鈴木主任は笑いながらやんわりと諭してくる。自分では気がつかなかったけど周りの人たちを見ると気遣うように微笑んでおり、鈴木主任の言う通りだったのだと知る。

「あ、すみません……」

　こんなの社会人として失格だ。仕事に八つあたりするのはいいけれど周りの人に迷惑をかけるなんてなんて嫌な態度をしてしまったんだろう。シュンとしていると、鈴木主任は時計を見てデスクから財布を取り出した。

「お昼だ。朝比奈、近くに新しいイタリアンできたから付き合ってよ」

　そう言って私の腕を取る。

「ちょっ、主任!?」

「いいから、いいからー」

　なかば強引にオフィスから連れ出されてしまった。




　新しいイタリアンレストランは会社からほど近い裏路地にあり、まだよく知られていないのかそこまで混雑はしていなかった。

　値段もリーズナブルだし店員の感じもいいし、きっとすぐに行列のできるお店になるのだろうなと思う。奥の席を通されて落ち着こうと出された水をひと口飲む。その冷たさで少し冷静になった気がした。

「開店したばかりで気になっていたのよね」

　鈴木主任は運ばれてきたランチメニューのサラダをつつきながらニッコリと微笑む。

「で？　なぁにをそんなにイライラしてたのよ、朝比奈ちゃんは」

　そう問われて、私は手もとのサラダを何度かつんつんと突いてみた。

　鈴木主任は咎とがめるわけでもなく嫌みを言うわけでもなく、どちらかというとわざとおもしろがるような声色で聞いてくる。おそらく私のイライラの原因に察しがついているのだろう。

　この人も人が悪いなぁ。

「鈴木主任、楽しんでいません？」

「だって、朝比奈がイライラするところなんて珍しいし。仕事大好き人間がさ」

　仕事大好きは否定しない。たしかに、疲れた姿は見せたことがあってもあからさまにイライラしたところは見せないようにしていた。というか、それが働くうえではあたり前だろう。イライラしながら仕事をしている人なんて、周りの迷惑にしかならない。

　だから無意識とはいえ、今日の自分の態度には反省しているところだ。

「すみませんでした……」

「いいのよ。みんなも気にしていないわ。で？　なにがあったのよ」

　サラダを食べ終えて、次に運ばれてきたパスタを突っつきながらため息を漏らした。

「イライラしていた自覚は少なかったんですけど、でもモヤモヤしているっていうか……」

「例の意識している彼のこと？」

　そう言われて素直にコクンとうなずく。

「別に付き合っているわけではないのにキスされて、なのに普通で……。かと思ったら急に甘い雰囲気出してきて、でもそれは冗談、からかっただけみたいなことを言うんです」

「へぇ。話だけ聞くと、その人は朝比奈のことが好きっぽいけどね？」

「……そうなんでしょうか？　そんな感じには見えないんです。だから余計にわけわからなくて」

　藤堂先生が私を好きだという態度ならわかるけれど、どうにもからかわれているようにしか思えない。

　昨日だって反応がおもしろいから、という感じだった。

「ねぇ？　朝比奈。世の中には告白からすべてが始まる恋愛ばかりじゃないのよ？　オーソドックスな恋愛なんてどこにもないの」

「はい」

「その彼がどういうつもりで朝比奈にキスして意識させるのかわからないけど、私から見れば彼は朝比奈に気があると思うし、朝比奈もその彼が好きなんじゃないかと思えるね」

　鈴木主任はそう言うが、そこがよくわからないのだ。

「朝比奈は前にも違うと否定したけれど、その彼の態度にイライラしたりモヤモヤしたりして心を乱されている時点で、十分意識しているわ。それって、気になる人、好きになっている人、またはなりそうな人ってことじゃない？」

「好きに……なりそうな人？」

「そう。自覚はしていなくても、意識しているだけで好きになる確率が高い人ってこと」

「好きに……」

　私、藤堂先生を好きになりかけているのか。

　なんだろう。鈴木主任のその言葉が妙にストンと入ってきた。

　藤堂先生を好きで意識しまくって、とかいうのはピンとこないけれど、好きになりかけているというのはしっくりきた。

　だから、いちいちこうして気にしてしまうんだ。なんでそんな子どもでもわかるようなことがわかってなかったんだろう。まるで恋愛初心者のようだ。

「朝比奈ってストレートな付き合い方しかしてこなかったでしょう？　お互いを好きになって、告白して付き合いだして、それからキスして体の関係になってってやつ」

「よくおわかりで」

　たしかにその通りだった。お互いに意識し合っているのがわかって、すぐに付き合いだして……。だから大抵片想いとかの期間は短い方だった。だから、相手を完全に好きになる前に乱されると、自分の気持ちがぐちゃぐちゃになりわからなくなる。気持ちが迷子になってしまうのだ。今、まさにそれだ。

「いいのよ、もっと楽な考え方で恋愛して」

　鈴木主任の笑顔に、つられるようにして笑顔を返してうなずく。

　でも、本当にいいのだろうか。

　たしかにそういう恋愛も世の中には数多くあるし、大人になったらなおさら、告白してから付き合いだすなんてことは少なくなってくる。片想いだけで終わらせる恋もある。後になって、恋だと気がつく場合もある。

　だとしても。

　藤堂先生は女たらしで来るもの拒まずなところがあるようだし、私の反応がおもしろくてからかっているだけだとしたら、好きになったとしてもつらいだけだ。

　ああ、そうか。

　なにより、藤堂先生がなにを考えているのかわからないから、こんなにも心が乱されるのか。

　今までの自分の恋愛の仕方とは違う。だから、藤堂先生と距離の縮め方がわからないのだ。

　その後、鈴木主任に「少しスッキリしたなら、もうちょっとがんばれるよね」と鬼のひと言と共に笑顔で仕事を任され、結局定時で帰れず二十時を回った。




　マンションにたどり着きエントランスのオートロックを解除する。

「あぁ、疲れたなぁ」

　不意に漏れたつぶやきに、「同感だ」とうしろから低い声で同意のひと言が聞こえた。

　驚いて振り返ると、そこには藤堂先生があくびしながら立っていた。

　びっくりした。この人は、いつも突然うしろに現れるんだから。

「お疲れ。今帰りか？」

「あ、はい。お疲れさまです」

　なんとなく気まずくて目線は空をさまよう。しかし、藤堂先生はそんなことを気にした様子は見られない。

　その場に立ち止まったまま、そんなことを考えていると、一度開いたドアは閉まり、カシャと再び施錠される音がした。

「なに？　ほら、早く中入れよ」

　慌てて解錠して中に入ると、当然のことながら藤堂先生も後に続いた。

　キスの後もそうだったけど、こうしたパターンが多いなぁと心の中でため息をつく。会いたくないときに藤堂先生とは会ってしまう運命なのか。

　そんな運命、うれしくないよ。

　お互いに無言でエレベーターに乗り込むと、藤堂先生が「ん」と左手の握りこぶしを差し出してきた。

「なんですか？」

　なにかを受けるようにしてこぶしの下に手のひらを出すと、そこにこぶしの中のものをコロンと落とした。

　よく見るとそれは小さな喉飴。

「飴？」

　わけがわからず藤堂先生を見上げると、珍しく困ったような顔をしている。

「悪かったな、この前」

　この前とは、ご飯を食べたあの日、あのときの出来事を指しているということはすぐにわかった。

「悪かった」

　その言葉にポカンとしてしまった。キスした後のときのような軽い感じの謝罪ではなく、本気で謝っている。まるでその姿はうなだれた大型犬のようだ。

　飴玉ひとつで謝罪だなんてなんだかかわいい。

　そもそもなんで、喉飴なの？

　わけがわからず、ついふふっと笑い声が漏れてしまい、とっさに口を隠して閉じる。私の小さな笑い声は藤堂先生には聞こえなかったようだ。

　喉飴って、なんだかかわいすぎるでしょう。

　だからかな。ちょっぴり意地悪したくなってきた。

「喉飴ひとつで許すとでも？」

「ポケットにそれしかなかったんだ」

　藤堂先生もきっと仕事帰りだ。ということは、これはクリニックの受付にあったもの？

　たまたま持っていた飴玉で許してもらおうとするなんて、なんとなくスッキリしないな。

「あんな悪ふざけが、飴玉ひとつかぁ」

　謝るときになにか対価として別に物がほしいわけではない。ただ、適当な物を差し出されてごまかされるのも、それはそれで少しショックだ。

「じゃぁ、今度うまい飯でもおごる。高級なレストランとか。どうだ？」

　藤堂先生は解決の糸口が見えたような、少しホッとしたような顔をしている。その顔を見ると、もう怒る気にはなれなかった。

　結構、気にしていたりしたのかな？

「仕方ないなぁ」

　ボソッとつぶやいた言葉は、藤堂先生には聞こえづらかったのか「なんだ？」と首をかしげた。

「いいですよ。ただし、本当に有名で高くておいしいレストランでお願いします」

「わかった」

　藤堂先生は安心したような笑顔を見せた。私のあの夜の怒りはどうやら藤堂先生には効いたようだ。

　飴玉を握りしめてエレベーターを降り、それぞれの部屋の前まで行く。

「――それじゃ。おやすみなさい」

　もう話も終わりだろう、と鍵を鍵穴に入れたとたんに藤堂先生はボソッとつぶやいた。

「でもな、里桜。あのときは、わざとお前を困らせようと思ってやったことじゃなかったんだよ」

　反射的にパッと顔を上げる。

「……どういうことですか？」

「わからない。でも、体が動いた」

「なにそれ……。体が動いたからって、あんなの悪ふざけすぎます。……私、先生の気持ちがわからない」

　ドアノブを見つめたまま、ついに本音が口からすべり落ちた。アッと思うが、もう遅い。

　隣から視線を感じる。チラッと見ると、藤堂先生がじっと私を見つめていた。

「あ、いえ、その」

　どう取り繕うかモゴモゴしていると先生は少し悲しげに微笑んだ。

「そのセリフ、そっくりそのままお返しするぞ」

　そう言って藤堂先生は部屋の中へ入っていった。

　返すって、どういうこと？

　またそうやってモヤッとする言い方をするんだ。ひとり残された私は軽く唇を噛む。この年になると、成功の見込みのない恋愛はしたくない。

　だから、藤堂先生の気持ちを知りたいのに……。

　好きだと言ったら、なにか変わりますか？

　少しずつ藤堂先生への想いが色づいて形になっていく。認めたら、それはちゃんとしたモノになるだろう。

　私の気持ちがわかったら、藤堂先生は応えてくれますか？　それとも、知りたいだけですか？

　意識させたのは藤堂先生じゃないんですか？　それは意味があるんですか？

　やっぱり私はもう、藤堂先生が好きなようです。










約束




　藤堂先生からご飯をおごる、なんて言われて浮かれていたのも束の間。

　いつの間にか梅雨の雨音にセミの鳴き声が交じりだした六月末。

　私は秋の新作キャンペーンの担当となり、毎日帰宅が遅い日々を過ごしていた。それもあって、藤堂先生と会うことは皆無。隣に住んでいるくせに、こうもすれ違うのだから不思議なものだ。

「ご飯に行くなんて、夢のような話になっちゃったな」

　今日もシャワーを簡単に浴びてベッドに倒れ込み、夢うつつでそんなことを思う。

　それでも仕事を優先させているあたりが、まだまだ藤堂先生への気持ちが足りないのかな？

　仕事は好き。仕事は優先。でもそんな中、藤堂先生を思い出して会いたくなる気持ちは膨らんでいく。

　足りないなんてことはないのか。私は私なりに藤堂先生を想っているのだから。

　それにしても、今日はいつにもまして体が重い。動きすぎたのか、節々も痛いような気がする。昼間にダンボール箱を持ち上げたのがきいたかしら。それとも、階段ダッシュ？　長時間の会議で体が凝ったのかな？　どっちにしろ、明日は筋肉痛かもしれない。

　そんなことを思いながら、深い眠りについた。




　三十七度八分。

　翌朝。体温計が示す数字を三度見くらいする。

　朝目が覚めて、いつもとは違う体のだるさと関節痛、頭痛がして熱を測ってみると普段は見ない数字にお目にかかるかことができたのだ。

「風邪？」

　つぶやいた声は自分のものとは思えないくらいに掠れている。声を出さなくても喉が痛い。

　えぇ、嘘でしょう？

「最悪……」

　こんな忙しいときに休んでなんかいられないが、さすがにこの状態で会社にたどり着けるとは思えない。

　休みたくはないけれど、渋々会社に電話をかけた。

『大丈夫なの？　朝比奈』

　電話先の鈴木主任は驚いたような声を出した。

　体力と元気が取り柄の私が休むことは滅多にない。だからこそ、鈴木主任は心配そうな声を出した。

「すみません、お忙しいときに」

『声が出てないわね。いいから、病院に行きなさいね？』

　鈴木主任にお礼を伝えて、電話を切る。時計を見ると、八時を少し過ぎたあたりだ。

　さすがにこの時間、病院はまだ開いていない。

　眠気にも抗えず、少しだけ眠ってから行こうと目を閉じたのだった。




　ドンドンドンと、玄関のドアが激しく叩かれる音がしてビクッと目を覚ます。

　何事かと見渡す部屋の中は薄暗くなっておりギョッとした。なんでこんなに暗いのかと慌てたが、時計が十八時半を指していて納得した。同時に、朝から今まで熟睡していたのかと驚く。でもそのおかげか、朝よりもだいぶ体が軽くてだるさが減っている。

　ホッとしながら、ベッドから半身を起こして状況を把握するまでも、玄関のドアは何度も叩かれていた。

　なに？　誰？

　うちはオートロックだから、住民以外の他者は入れないはず。

　その激しい叩き方に身を固くしていると、聞き覚えのある声がした。

「里桜！　おい！　里桜！」

「藤堂先生……？」

　藤堂先生の切羽詰まった声に驚きながらも、サッと身を整えてから玄関のドアを開ける。

「先生、どうしたんですか？」

「里桜！」

　私の姿を見て、藤堂先生がガバッと肩を掴む。そしてホッとしたような表情をしていた。

「よかった……」

　私の肩を掴む手は熱くて、そこに力が入っている。微かな痛みに戸惑いながらも、藤堂先生の様子に驚きを隠せない。

　藤堂先生がこんなに慌てるなんて、いったいなにがあったのだろうか？

「里桜、大丈夫なのか？」

「え？」

「大丈夫なんだよな？」

「は、はい。って、なにがですか？」

　わけがわからずキョトンとしているが、反面、藤堂先生は私の様子にひとりで安心しているようだ。

　大きなため息と共に肩から手が離される。

「これ、お前の上司から」

　藤堂先生に渡された袋の中を見ると、スポーツドリンクとパックのお粥、冷却枕など風邪対策グッズが入っていた。そして、藤堂先生の手には鈴木主任の名刺がある。

　渡されたその名刺の裏には『体調はどう？　無理せず休んで。話、今度聞かせてね』と鈴木主任からのメッセージが書かれていた。

　この綺麗な字はたしかに鈴木主任のものだ。

「どうしたんですか？　これ」

「今さっき、下でその鈴木さんに会ったんだよ。インターホンで何度呼び出しても出ないから部屋まで行けないって困っていた。なにかあったのかもって心配していたぞ」

「主任が……」

　鈴木主任、仕事帰りに寄ってくれたのだろうか。

　熟睡していたようだから、インターホンが鳴っているのにも気がつかなかった。風邪で仕事を休んだ部下が出ないなんて、心配かけてしまったな。

　手にしていたスマホを確認するとメールと着信がいっぱいたまっていた。

　後で謝罪とお礼の連絡しなくちゃ。

「それで、どうして藤堂先生が？　鈴木主任は？」

　藤堂先生のうしろを見ても、鈴木主任の姿は確認できない。

　というか、どうして鈴木主任ではなく藤堂先生が訪れてくるのだろう。

「マンション前でウロウロしていたから不審だろ？　一応俺もオーナーの身内だしな。声をかけてみたら、お前の上司だって言うし。こっちも名乗ったら妙に納得されてこの荷物託された。それで玄関のインターホンを鳴らしたけど出ないし、電話も出ないし本気で心配した」

　藤堂先生は眉をひそめた渋い顔で私を見下ろす。

　なるほど。鈴木主任の名刺の裏に書かれた『話を聞く』というのは、このことか。

　鈴木主任は私がいつも話していた人が藤堂先生だと気がついたんだ。だから、荷物を託したと。

「具合は？」

　黙っている私を藤堂先生はかがんで覗き込む。その近さについ一歩後ずさってしまった。

「熱があるんだって？　ほかに症状は？」

「あ、寝たらだいぶいいです。だるさも減ったし」

「そうか。とりあえず熱測れ。あとこれ冷蔵庫にしまうぞ」

　藤堂先生は私の返答を聞く前にすでに上がり込んでいた。

　私の部屋には廊下などなく、玄関を入るとダイニングキッチンだ。藤堂先生は冷蔵庫に差し入れをしまいながら、その中にあったスポーツドリンクを私に手渡す。

「水分はよく取れ」

「はい」

　言われた通りに、その蓋を開けて半透明の液体を少し口に含む。

　すると、自分でも気がついていなかったが喉が乾いていたようで、あっという間に半分まで一気飲みしていた。

「それでいい」

　そう言って、おもむろに私の頬から首に優しく手をかけた。

　突然の藤堂先生の手にビクンと体を震わせる。

「悪い、冷たかったか？　まだ少し熱っぽいな」

　藤堂先生は医者の顔をしながら、私の様子を観察している。触れられたことで瞬時に上がった体温に、藤堂先生はまだ熱があると思ったようだ。

「そ、そうですかね？」

　心臓が早鐘を打っているけれど、気がつかれないように素知らぬふりをする。

「とりあえず寝てろ。この時間だと病院はほとんど閉まっているな。風邪薬はあるか？　それ飲んで、明日になっても熱が下がらないようなら診てやるから」

　藤堂先生は私の腕を取るとそのまま寝室へ押し込んだ。

　体に力が入らない私は軽く押されただけで、あっさりとベッドに転がる。そしてベッドサイドにあった体温計を渡された。

　あまりにも手際がよくてあぜんとする。

「どうした？　測らないなら俺がやるけど」

　体温計を手にしたまま動かない私を見かねた藤堂先生が、Ｔシャツの首回りに手をかけようと伸ばしてハッとする。

「だ、大丈夫です！　自分でやります！」

「そりゃぁ、残念」

　赤くなって慌てる私にニヤリと笑顔を落としてくる。

「ご所望ならいつでも測ってやるよ。体温計でも、それ以外でも」

　それ以外!?　それ以外ってなに!?

　赤くなったままあんぐりと口を開けていると、先生はフッと笑った後、軽くコツンとお互いの額をあてた。

「ひゃっ」

「まだ熱はあるな」

　そして「キッチン借りるぞ」と隣のリビングダイニングへ消えていった。

　なにあれ……。先生の甘い言動と行動にさらに熱が上がった気がする。

　しかもまさか藤堂先生が来るなんて思わなかったから、部屋の片づけもできておらず、頭を抱える。

　連日残業で遅かったし、たいして散らかってもいないけれどとても綺麗というわけでもない。前にも部屋に来たことがあったけれど、やはりもう少しちゃんとしてから部屋に招きたかった。

　しかも髪もボサボサで服だって適当なＴシャツと短パンだ。

　好きだと思う相手に見せる姿ではない。

　ため息と共に体温計がピピッと鳴る。確認すると三十七度二分で朝よりもだいぶよくなっている。

　これなら明日には平熱に戻って会社にも行けるだろう。

「どうだ？」

　音を聞きつけて藤堂先生が戻ってくる。布団で顔半分まで隠しながら、体温計を渡した。

「微熱だな。飯、食えそうか？」

　藤堂先生は私の返事を聞かずに、キッチンから作りたてのお粥を持ってきた。

「先生が作ったんですか？」

　おいしそうな香りがする。器の中を見ると、ネギと玉子が入っていた。

「鈴木さんが持ってきたパックのお粥に、冷蔵庫にあった卵とネギを使った。食欲なくても、少しでもいいから食べた方がいいぞ」

　寝起きのときは空腹は感じなかったが、このおいしそうな香りに食欲が刺激されて小さくお腹が鳴った。

　それは藤堂先生にも聞こえたようで、「フッ」と笑われる。

「食えそうだな」

「すみません」

　恥ずかしくてお腹を抱えてから、差し出されたお粥を受け取る。

「……あの、そんなに見られると食べにくいのですが……」

　ベッドに腰掛け、私を見てくる藤堂先生にやんわりと「見ないでほしい」と伝えるが、ニヤリとした笑顔を返された。

「俺がフーフーして食べさせた方がいいかな、と思ってさ」

「いりません！」

　ニヤニヤ笑顔をキッと睨むが、藤堂先生はひとりでおかしそうに笑っている。

　恥ずかしく思いながらも藤堂先生はそこからどくつもりはなさそうだ。仕方なく、見守られながらお粥をひと口食べる。

「おいしい！」

「だろ。それ食ったらゆっくり寝ろ」

　藤堂先生はそう言って私の頭をクシャッとなでた。大きな温かいその手にドキンとする。そして、ドキッとするのにもっと触れてほしいとも思ってしまった。

　そして、あっという間に完食する。

「食欲があるなら大丈夫だろう。食べて吐き気とかないか？」

「大丈夫です」

「そうか」

　藤堂先生は穏やかに微笑みながら、私に飲み物を手渡す。それを受け取り飲んでいると、先生が口を開いた。

「来月あたり、飯でも行こうか」

「え？」

　突然のお誘いに、驚きで目を丸くしてしまう。藤堂先生は変わらない表情をしているから、一瞬空耳かと思った。

　私、今ご飯に誘われた？

「この前、レストランに連れていく約束しただろう？」

「あ、ああ、あれですか」

　高級なレストランに連れていってほしいと言ったやつだ。

　でも、あれは半分は冗談ではあったのだけど。

「覚えていたんですね」

「里桜が連れてけって言ったんだろ？」

　そう言って、おかしそうに笑う。

　あぁ、やばい。すごくうれしくてニヤケそうになってしまう。

「七月頭に学会があって、しばらく出張になるんだ。それまでは俺も忙しいから、終わってからにしよう」

「学会があるんですね。じゃぁその間は、クリニックはお休みになるんですか？」

「あぁ。土日を挟んで水曜まで休みになる。休診が続いた後は大抵患者が多くて混むから、行けて中旬以降かな」

　藤堂先生は少し考えるように腕を組みながら、大まかな予定を教えてくれた。

　私もそのくらいになれば、秋の企画もほぼ形になり、開催に向けてのスケジュールができあがっている。そのスケジュールが狂わなければ、企画立ち上げの今よりは少し落ち着くだろう。

「いいんですか？」

「約束は守る」

　約束。約束したから連れていってくれるの？

　いやいや、でも藤堂先生が私との話を覚えていてくれた。約束したからとはいえ、連れていってくれようとしている。それは、かなりうれしい。

「楽しみにしています」

　隠しきれずに笑顔でそう言うと、藤堂先生もつられたように微笑んだ。










月が綺麗だから




　七月に入り気分は一転。藤堂先生との約束は、それはそれは私の大きな活力となっていた。仕事も自然と張りきっていたようで、鈴木主任はいつもニヤニヤと私を見ている。

　先日、報告とお礼を兼ねてランチに誘うとうれしそうに「私がキューピッドになれたようでよかったわぁ」と喜んでくれた。

　それから数日がたち、日に日に私のウキウキはますます大きくなっていく。たかがご飯。されどご飯なのだ。藤堂先生とふたりで行くことが楽しみなのである。

「ご機嫌だね」

　仕事帰りに駅の近くのスーパーへ寄ると、うしろから声をかけられた。

　振り返ると、心さんが微笑みながら立っている。その笑顔がなんだか懐かしく思えるくらいには会っていなかったなと思った。

「心さん！　お久しぶりですね」

「こうして会うのはね。姿なら時々薬局から見えていたよ」

　心さんの勤める薬局からは通りが見えるから、見かけることはよくあるのだろう。

　しかし、近所のスーパーで会うのは初めてだ。心さんもこの辺に住んでいるのだろうか。

「なんかいいことあったの？」

「そう見えますか？」

「うん」

　心さんはニヤニヤと私を見下ろしてくる。

　機嫌がいい理由を見透かされそうで、ついうつむいてしまった。

　話題を変えよう。

「心さんは仕事帰りですか？」

「そう。久々に早く帰れたから自炊しようかなって思ってさ。真紀が明日からの学会のために今日の午後出発したから、患者さんも少なくてね」

「あ……」

　藤堂先生が言っていた学会って、明日からなんだ。水曜に帰ってくるって言ってたからしばらく隣の部屋は静かだ。

　まぁ、防音対策もしっかりしてあるから、たいして生活音なんて聞こえないけどね。でも、藤堂先生が近くにいないと思うだけで、ちょっぴり寂しくなるな。

　そんなことを考えていたせいか、ボンヤリとしていたようで「里桜ちゃん？」と心さんに肩をポンッと軽く叩かれてしまった。

「あ、すみません」

「いいけど、聞いてた？　俺の話」

「藤堂先生が学会へ行くってことですか？」

「その後。ほら、聞いてないな」

　心さんはあきれたように苦笑した。しまった。自分の思考の中に入ってしまって、心さんの声が届いていなかった。

「あのね、よかったら明日、夕飯一緒にうちで食べない？」

「心さんの？」

　キョトンとした声で聞いてしまったが、心さんの部屋に来ないかってお誘いをされたってことだよね？

　私と心さん、ふたりきりでっていうのはちょっと気が引けるのだけど。

　別に心さんがどうこうってわけではないんだけれど、やはりそこはねぇ……？

「あ、警戒したでしょう？　大丈夫、心配するようなことはなにもしないよ」

「そういうわけでは……」

　慌てて否定するが、心さんは微笑んでおり私の考えなどお見通しのようだった。

「真紀と食べようと思って残しておいたローストビーフがあってさ。傷む前に一緒に食べちゃおうよ」

「なんて魅力的な話！」

　前回同様、食べ物につられる形になるのが少々悔しい。

でも、いくら心さんとはいえ、男性の部屋にふたりきりというのは気が引ける。

　どうしようかと考えてから、そうだ、とひらめいた。

「あの、呼びたい人がいるんですけど……」

「友達？　いいよ」

　心さんはあっさりと許可してくれる。きっとひとりでは私が行きにくいとわかっているのだろう。

　こうなったら、あの人を呼ぼう。




「初めまして。朝比奈の上司で鈴木と申します」

　翌日。教えられた心さんのマンションへ行き、玄関ドアが開けられた部屋の前で鈴木主任はそう挨拶をした。

「いらっしゃい。藤堂心です。薬剤師してます」

「お噂は朝比奈から聞いてます。町の人気の薬剤師さんだって。こんな素敵な人と一緒にご飯食べれるなら、離婚してから来るんだったわー」

　鈴木主任の冗談に心さんが大笑いしている。

　それを見て少しホッとする。このふたりなら気が合いそうだと思ったけど、間違ってはいなかったようだ。

　鈴木主任も誘ったら二つ返事で「行きたい」と返事してくれたし。

　うちのマンションからほど近いマンションに心さんは住んでいる。

　ひとり暮らしらしく、１ＬＤＫの広さだ。

　部屋の中もさっぱりとしており、どこか藤堂先生と似た雰囲気のある部屋だと思った。

　ご飯はすでに用意されていて、私たちは手土産のお酒類を渡す。

　心さんの料理って本当においしいんだよね。

　ご飯やお酒が進むと、心さんと鈴木主任はほどよく酔いながら楽しそうに話をしている。

「心さんは、どうして彼女いないの？」

「うわぁ、直球ですね」

　心さんは、ケタケタと大きな口を開けて笑っている。たしかに彼女くらいいてもおかしくない。

「別にたまたまいないだけです」

「へぇ。あなたくらいの人なら明日にでもできそうなものだけど」

　鈴木主任のセリフに同意して大きく首を縦に振ると、心さんが私を振り返った。

「じゃぁ、里桜ちゃんに立候補しようかなぁ」

「げふっ」

　飲んでいたビールを噴き出す。それを見て、心さんと鈴木主任はまたおかしそうに笑っていた。

　完全に酔っぱらいにからかわれている。

　口を拭きながら軽く睨んでみせる。

「もう、なに言ってるんですか」

「えー？　俺は至って真面目だけどなぁ」

　まったく真面目な様子はなく、ニヤニヤしながら心さんは言う。

「ダメダメ、この子には見込みないわよ。好きな人がいるんだから、ねぇ？」

「主任！」

　慌てて鈴木主任の口を押さえるが、すでに遅かった。

　心さんは「えー」と首をかしげる。

「それって真紀のこと？」

「え」

　サラッと言われて、逆に私が驚いてしまう。

　心さん、気がついていたの？

「えっと……」

「なんとなくわかっていたから大丈夫だよ」

　ニコニコと笑顔の心さんは、ごまかさなくていいというふうに片手を軽く上げて私の言い訳を遮る。

「真紀が相手じゃぁ、俺に勝ち目はないからなぁ。あきらめるしかないね」

「もう、冗談ばっかり」

　苦笑すると、心さんはまたケタケタと大笑いした。

　久々に会った心さんにすら気づかれていたのに、自分は最近までこの気持ちを認めようとはしていなかったのだから、あきれてしまう。

　そして、お酒がなくなった頃に解散することとなった。

　鈴木主任を迎えに来た旦那さんは、心さんと私に丁寧にお辞儀をすると、主任を車に乗せて去っていった。穏やかな笑顔が似合う旦那さんだ。

　そして、私は心さんにマンションまで送ってもらうことになった。

「すみません、わざわざ」

「いいんだよ。それが男の仕事ですから」

　まだほろ酔い気分の心さんは、ヘラっと笑ってうなずいている。送ってもらっているところ申し訳ないが、心さんがひとりでちゃんと帰れるかが心配になってしまう。

「今日は満月だね」

「え？」

　その言葉につられて空を見上げてみると、綺麗な月が輝いていた。すると、心さんはいつもより声のトーンを落として言った。

「月が綺麗ですね」

　……え？

　顔を上げたとたん、心さんは「着いたよ」と足を止めた。

　気がつくとマンションのエントランス前まで来ていたようだ。

「じゃぁ、またねー」

「あ、はい。今日はありがとうございました」

　そう言ってお礼を告げると心さんはニコニコしながら手を振り、来た道を戻っていった。

「びっくりした」

　胸を押さえると、少し鼓動が速いのがわかる。このドキドキは驚いたせいだ。

　だって、急にあんなことを言うから。

それとも、別に深い意味はなく本当にただの感想だったのだろうか？

『月が綺麗ですね』

　このセリフはたしか、愛の告白の意味で使われる言葉でもあったはず。

　つまり、『愛しています』という意味だ。だから一瞬、心さんに告白されたのかと思ってしまった。

「まさか、ね」

　ご飯のときだって冗談のように言っていた。

　だからまたからかっただけだよね？

　それか、本当に月が綺麗だと思ったからそう言ったのだ。

　そうだ。きっと、そうだよね。




　心さんのことが胸に引っかかりつつも時が過ぎ、ついに今日は藤堂先生が学会から帰ってくる水曜日になった。

　別に今日、会えるわけではないのになんだかソワソワしてしまう。

　部屋も隣だし、もしかしたら夜にでも藤堂先生が訪ねてくるかな、とか。ご飯に行くのはまだ先としても、それまで会えないとかじゃないからその可能性だってゼロではない。

「なんか今日はウキウキしている感じだね、朝比奈」

　鈴木主任が自分のデスクで頬杖をつきながら私を眺めている。

「そうですかね？」

「自覚あるくせにしらばっくれないの」

　鈴木主任は笑いながら、私の机の書類を手に取った。秋の新作イベントに関するものだ。

「あとこれを全部チェックしておけばいいのよね？　これなら私がやるから、あなたはもう帰りなさい」

「え？　いえ、やって帰ります」

　主任に仕事を任せて帰るだなんて、そんな申し訳ないことはできない。

　金曜日にある会議に向けた最終チェックだから、私がやらなくてはならないものだし、と鈴木主任から書類を返してもらおうとするが拒否された。

「別にこれ明日、私に最終確認してもらってから会議に出すつもりだったんでしょう？　なら今しても同じよ」

「でも、チェックが途中ですし……」

「だから、まとめてやっとくから。ね？」

　鈴木主任は席に座って中身を確認しだした。

　たしかに明日朝イチで最終確認してもらうつもりだった。でも、鈴木主任も残業している中で、今それをしてもらって先に帰るのは気が引ける。

「気にしないで。実は残業の後、旦那とご飯に行くのよ。まだそれまでに時間あるから仕事しているだけなの」

「あ、そうだったんですか」

　時刻はまだ十九時だ。この後待ち合わせしているのだろうか。しかし、時間があるから仕事をしているといっても、もとから仕事が多い主任はほかにやるべきことも多いはずだ。

　どうしようかと立ち尽くしていると、鈴木主任は「ふふっ」と笑った。

「いいから。上司の言うことは聞きなさい。なにがあるか知らないけど、こういうときは甘えればいいのよ」

「ありがとうございます。それなら、お言葉に甘えさせていただきます」

　鈴木主任にペコッと頭を下げると満足そうに笑われた。

　そして、会社を足早に出る。

　別に藤堂先生に会える保証などないのに、早く帰りたくてたまらない。




　電車が駅にすべり込み、気持ちも足取りも軽くホームに降り立つ。

　マンションが近づくと藤堂クリニックが見えてきたが、すでに電気が消えていて中は真っ暗で誰もいないようだ。そりゃそうか、と苦笑しながらマンションを見上げる。玄関側なので、部屋の窓が見えず、明かりがついているかどうかわからない。

「って、なに確認してるのよ」

　自分の行動にボソッと自分でツッコミを入れつつ、マンションへ向かう。

　すると、クリニックの奥にある薬局から心さんが出てきて建物の入り口の自動ドアの施錠をしている。

　そして、立ち上がって振り返り、私に気がつくと笑顔で手を振ってきた。

　正直、あんなことがあったから心さんを見てドキッとしたし、多少の気まずさはあったけれど、そのいつもと変わらない笑顔に私もつられて笑ってしまった。

「おかえり。今帰り？」

「はい。心さんも？」

「そう、俺が最後……」

　と、心さんが笑って顔を通りの方に向けた瞬間、その笑顔が凍りついた。

「え？」

　その目線を追うように振り向こうとすると、心さんは慌てたように私の腕を引っ張って体の向きを変えられないようにしてくる。

「いや、なんでもないから」

「なんですか～？　もう」

　その様子に笑いながら体をねじると、目に映った光景に絶句する。

「じゃぁ、また来るわね。真紀」

　マンションのエントランスを出たところで、ショートカットの細身の女性が藤堂先生の腕に絡みつきながらそう言っていた。

　私たちから数メートル先のふたりはこちらに気がついていない。

「気をつけて帰れよ、麗れい香か」

　藤堂先生は穏やかに微笑みながら、麗香と呼びかけた女性の頭をポンッとなでるように触っている。

　そしてその麗香さんはちょうど通りかかったタクシーを止め、手を振りながら乗り込んで去っていった。

　藤堂先生は彼女を見送った後、マンションの方へ戻ろうと向きを変えたとき、そこでようやく私たちの姿に気がついたようだった。

「里桜？　心も。どうした、そんなところで」

「どうしたって、ねぇ？」

　心さんは戸惑ったように頭をかきながら私をチラッと見下ろす。

　私は言葉も出なかった。

　今見た光景を頭が処理しきれていないのだ。

　なにあれ。私はなにを見たの？

　藤堂先生に至っては、まったく変わった様子もなく不思議そうに首をかしげている。

「あ、いや。真紀、帰ってたんだね」

「さっきな」

　心さんが取り繕うように明るく声をかけてくれるけれど、私は心臓がドキドキして声がでない。

　胸が苦しい。苦い気持ちが広がっていく。

「どうした？　里桜。具合でも悪いのか？」

　私の様子に藤堂先生は近寄って顔を覗き込もうとした。

「だ、大丈夫です」

　反射的に一歩下がって、まるで心さんの背中に隠れるかのように身を引いてしまった。

　それに藤堂先生は一瞬目を見張るがすぐに、「そうか？」と屈めていた体を起こした。

「真紀、あのさ今のって……？」

　心さんが控えめに、私からすれば聞かなくてもいいようなことを口にする。

「今の？　あぁ、前の病院の同期。学会で一緒だったんだ」

「仲よさそうだったね」

「あぁ、まぁそこそこ」

　心さんの探るような質問に藤堂先生は言葉を濁した。

　なんで濁すの？　そこそこってなに？　今の人って……？

　うつむきたくないのに自然と頭が下がってしまう。

　藤堂先生から麗香と呼びかけられた人は、薄暗い中でも整った顔立ちがわかるほど綺麗な人だった。細身でスラッとスタイルがよくて、小顔でショートカットがよく似合っていた。

　マンションから出てきたということは、藤堂先生の部屋から出てきたのだと考えるのが自然だ。

　大人の男女が部屋から出てくるなんて、嫌な想像が頭をよぎる。

　それとも想像通りなの？　それに藤堂先生は女たらしだし？

「心さん、私部屋に帰りますね」

　心さんにそう声をかけて笑顔をつくると、藤堂先生にはペコッと頭を下げて、前を通り過ぎた。

　オートロックを解除して中に入ると、足早にエレベーターに乗り込む。

　こらえられなかった。

　これ以上は、無理だよ。

　藤堂先生の顔が見られなかった。




　部屋に戻ると力尽きたようにベッドに横になる。

　さっきまでのどこか浮き足だったような気持ちは一気にしぼんでしまった。胸がモヤモヤして苦しくなっていく。

　横を向いていると自然と涙がこぼれ落ちたが、それを乱暴にこすり「生理的な涙だから」と誰もいないひとりの部屋でボソッと言い訳をする。

　麗香さん――

　彼女かなぁ。親しげだったし、美男美女でお似合いだった。

　藤堂先生、彼女いないって言っていたけど、そういうことだったんだ。

　特定の彼女がいないってだけで、遊ぶ彼女はたくさんいるっていうことだったのかもしれない。

「なにを今さら……」

　わかっていたことじゃない。

　引っ越ししてきたときも、初めて会ったときも、藤堂先生にはそういった彼女がいたじゃない。

　親しくなって、忘れていた。藤堂先生は来るもの拒まず、女たらしの遊び人だ。

　彼女はいないって言葉に惑わされていた。

　藤堂先生はなにも変わっていない。私がひとりで勘違いしていただけなんだ。

「バッカみたい」

　馬鹿みたいだ、私。危うく藤堂先生に騙されるところだったんだ。

　深入りする前に思い出せてよかった。

「よかった……」

　そう言い聞かせながら、あふれ出る涙を枕で消し去った。










告白はご飯とともに




　会いたくないときに限って藤堂先生とバッタリ会う――なんてことはなく、一週間が過ぎた。

　だから、日曜日にマンション一階のエレベーター前で偶然会ったときには、だいぶ落ち着いて話ができたのではないかと思う。

「里桜。久しぶりだな」

「藤堂先生……」

　藤堂先生はどこかに出かけるところで、私は買い物から帰ってきたところだった。

　藤堂先生の顔を見たとたんに、胸がズキッと重く苦しくなったけど、露骨に顔に出したり態度に出さずに平静を装った私は女優にでも向いているのかもしれない。

「そうだ、里桜。食事に行く話だけど八月頃でも大丈夫か？　今、少し忙しくて」

　申し訳なさそうに話す藤堂先生にうつむきそうになるのをこらえる。

「別に無理に行かなくてもいいんですよ」

「え？」

「絶対に行かなきゃいけないものでもないんですし。忘れてください」

　微笑みながらするすると言葉が出てくる。

　はっきりと考えていたわけではないけれど、なんとなく頭の中にあったこと。

　今さら、一緒に食事などいけない。

　今までのようにウキウキした気分でふたりでご飯などいけるはずがない。

　無意識に沈んだ顔をしてしまいそうだ。そうしたら藤堂先生もおかしいと気がつくはずだ。どうしたのか問われて、この気持ちを言えるはずがなかった。

「いやいや、行こうぜ」

　藤堂先生は私が遠慮しているものだと思ったようだ。

　そうじゃない。そうじゃないのよ、先生。

「いえいえ。先生は仕事優先してください」

「里桜？　なんで……」

「それに！　私今、秋のイベントの企画を任されていてとても忙しいんですよ。この間までは少し早く帰れてたけど、このところいつも終電近くまで仕事で。だから先生と食事に行く暇がなくなってしまったんですよね」

　あはは、と笑うと藤堂先生は気遣うような表情を見せた。

　忙しいのは本当だ。残業も多い。でもさすがに終電近くまで仕事していることはないけど、そこは話を盛らせてもらった。

「そうか。大変なんだな」

「はい。すみません。では」

　そう笑って、藤堂先生の横を通り過ぎた。早く部屋に帰ろう。

　その瞬間、パシッと手首を掴まれて反射的に振り返ってしまう。驚いて目を丸くすると、藤堂先生は険しい表情で私を見つめてくる。

「本当にそれだけか？」

　静かに問われて、心臓がギュッと痛くなる。でも、顔は笑顔をつくっていた。

「はい、そうですよ。どうしたんですか？」

「……いや。悪かったな、引き留めて」

　藤堂先生はゆるゆると手を離す。

　私の手首を包み込んでいた温かい手の温もりが離れていった。

　名残惜しさを感じながら、振り返らずにその場を後にした。




　エレベーターを降りて部屋に戻る途中に、廊下から外をチラッと見下ろすと、藤堂先生が駅に向かって歩いていた。

　そして、マンションの下には麗香さんが白いワンピース姿で藤堂先生に手を振っている。

　見たくないものを見てしまい、胸に苦しさが込み上げてくるがそれをゴクリと無理やりのみ込む。

「忙しいって言いながら、彼女のためなら時間をつくるのね」

　つい口から出た言葉は自分に返ってきて、さらに私を傷つけた。




　心さんからスマホに着信があったのは、その日の夜だった。

　モヤモヤしたまま夜を迎えていた私は、少しやさぐれたような気持ちで電話を取る。

「もしもし」

『里桜ちゃん？　どうしたの、声が沈んでるよ』

　電話しておきながら、どうしたもないだろう。心さんこそどうしたのだろうか。

「そんなことないです。それより、なにか用ですか？」

『冷たいね。元気かなー？　って思って電話したんだけど』

　電話越しにクスクスと笑われる。心配しているわりにはなんだか楽しそうなのは気のせいだろうか？

「なにか用ですか？　ないなら切りますけど」

　ムッとした気持ちで再び問いかけると、慌てたように『待って、待って』と引き留めた。

『あの日の後、里桜ちゃんの様子がおかしかったから気になって連絡したんだ』

　あの日とは、藤堂先生が麗香さんといるところを一緒に目撃した日のことだろう。

　思い出したくないのに記憶を掘り返させられて、イラッとしてしまった。

「ご心配なく。あの日は疲れていただけで、もう大丈夫ですから」

『嘘つけ』

　穏やかな声と口調は変わらずなのに、心さんはバッサリと私の言い訳をきった。

　つい黙ってしまう。

『真紀のあんなところ見て傷ついたくせに』

　もう、わかっているではないか。

　心さんは、この前の鈴木主任とのご飯会で私の藤堂先生への気持ちを知っている。だから心配して連絡をくれたのだろうけれど、残念ながらさらに心の傷が大きくなったような気がする。

「傷ついてたら、どうなんですか？」

　ついキツイ口調になるが、心さんは至って穏やかだ。

『おいしいもの食べれば元気になるよ。開けて』

「開けて……？」

　心さんがそう言った直後、インターホンが鳴った。もちろん、オートロックの方だ。

　まさかと思い、「もしもし？」と出ると『里桜ちゃん、俺』と電話と同じ穏やかな声で心さんが答えた。

　呆気にとられたが、このまま帰すのも悪いような気がしてオートロックを解除する。

　ほどなくして、玄関のインターホンが鳴った。開けると心さんが笑顔で立っている。

「……来ます？　普通」

「来ちゃった」

　面倒くさい彼女のようなことを言う。

「家の中に入れなくていいから、これ受け取って」

　心さんは手にしていた紙袋を渡してきた。中を覗くとタッパーがいくつか入っている。

「肉じゃがとポテトサラダとカレー」

「心さんが作ったんですか？」

「そう。ちゃんとご飯食べていないだろうなって思ってさ」

　その通りだ。忙しさもあったが、なんだか食べる気になれなかった。

「こういうもらい物って、意外とうれしくない？　手軽だし自然と食べるでしょう？」

「……本当、その通りです」

　ふふっと笑ったとたんに涙がこぼれてきた。

　とっさにうつむいて頬をぬぐうが、ポロポロとあふれてくる。

　しまった、泣くつもりなんてなかったのに。

「心さんの押しつけがましさにあきれて涙が出てきました」

「そっか」

　心さんは穏やかに答えて私の頭をポンポンとなでた。

　今、そんなふうに優しくされたらたまらない。もう我慢も限界だった。

「心さん。私、失恋しちゃったようです」

「……うん、そっか」

「彼女いないって言ってたのに、やっぱり女たらしでした。しばらくは、立ち直れそうにないです」

「そう……」

　私の言葉に心さんは静かに答えてくれる。

「立ち直れないなら、強制的に立ち直る方法があるけど」

「なんですか、それ？」

　涙と鼻水でグシャグシャな顔を上げると、心さんは微笑みながらも珍しく真剣な目で言った。

「俺と付き合うこと」

「え……」

　突然の言葉に目を丸くする。

　心さんと付き合う？　前にそんなこと言っていたけど、あれは冗談ではなかったの？

「前に、立候補するって言ったの、嘘じゃないよ」

「でも……」

「失恋に効くのは新しい恋だよ」

「そうだけど……」

「好きだよ、里桜ちゃん」

　いつもと変わらない口調で告白された。




　男性に好きだと言われて悪い気がする人はそういない。

　私だって例外ではなく、心さんに好きだと言われて少しだけドキッとしたのだ。

　失恋した心の隙間をほかの人と付き合うことで埋めていき、いずれその人を好きになる、なんてことはよくあることなのかもしれない。

　心さんは素敵な人だ。ルックスは文句なくかっこいいし、性格だって明るくて優しくて穏やかで、しかも料理が得意。どこをとっても言うことなし、むしろ私にはもったいないくらいの相手だ。

　そんな人となら、きっと幸せになれるかもしれない。

『返事はまた今度聞かせて』

　そう言って帰っていった心さん。

　三十歳を前に、そろそろ結婚だって考えなきゃいけないし。叶わぬ恋より新たな恋だ。心さんの申し出はありがたい。考える時間だってくれた。

　わかっている。わかっているのに……。

　まだ私の心には藤堂先生がいるのだ。考える時間をもらったとしても、そう簡単に切り替えていこうとは思えない。

「ハァ、どうしよう……」

　ため息をついてデスクに突っ伏すと、頭にヒンヤリとしたものがトンと優しくのった。

　なにかと思い、顔を上げると頭にのったソレは私の目の前に置かれた。

「コーヒー？」

「朝比奈、それ持ってちょっと一緒に来て」

　うしろから鈴木主任がそう声をかけてきた。

　前の席の同僚と目が合う。その目は同情の色を浮かべていた。その隣の席の先輩は小さくファイトとエールを送ってくる。

「今行きます」

　重い気持ちで席を立った。鈴木主任がコーヒー片手に呼び出すのは、大抵やらかしたときだ。

　つまり、私は今回なにかミスをおかしてしまったらしい。

　鈴木主任について、小会議室に入る。

　向かい合うように座ると、鈴木主任が軽くため息をついた。

「朝比奈。八月に行われる秋の新作のイベント会場が押さえられていなかったそうよ」

「え？……あっ！」

　ハッと目を丸くする。

　いつもうちの会社が借りているイベント会場があり、新作が出るとそこでイベントショーを行っていた。八月にもそこで行うことが決まっていたのだ。

「押さえ忘れたわね？」

「すみません！」

　私は立ち上がって勢いよく頭を下げた。完全に忘れていた。

「いつも使っているところだから、向こうも不思議に思ったみたいでわざわざ連絡くれたわ。今年の秋はやらないんですかって」

「そうだったんですか……」

　つい頭を抱えた。

　そのイベント会場は開催日の三ヶ月前から予約を受け付けている。小さいながらも駅から近いところにあるので、そこそこ人気がありいつもすぐに連絡して予約していた。それを忘れるなんて。

　今は一ヶ月前だ。今からではもう遅いだろう。

　私の心を読んだのか、鈴木主任はスケジュール表を見ながら言った。

「その日予定していた午後イチは取れなかったけど、夕方からなら大丈夫だそうよ」

「本当ですか！」

「モデル事務所にも連絡して時間変更してもらった。ひとり仕事の都合でキャンセルになったけど、ほかの子たちは調整できるそうよ」

　それを聞いて胸をなで下ろす。

　時間は変わってしまったが、日にちは変わらず開催できそうなのでホッとした。

　広告やカタログ向けのモデルたちとはいえ、彼女たちも暇ではない。でもほとんどが来られるならなんとかなるだろう。

「関係各所にはお詫びと時間変更の連絡をすぐに入れなさい」

「はい。本当に申し訳ありませんでした」

「今回は会場側が気を利かせてくれたからよかったものの、そうでなかったらイベントがつぶれるところだったわ」

　鈴木主任の厳しい言葉になにも言えない。その通りだ。イベントができなければ、結構な損失となるところだったのだから。

「秋の新作チームは朝比奈を中心で行ってはいるものの、ほかにもメンバーはいるわ。ひとりで仕事を抱えるんじゃなくて、みんなで協力し合いなさい。ほかの人が別の仕事を抱えていたとしても、同じ企画チームに選ばれたのだからそれくらいの覚悟はあるはずよ」

「はい。すみませんでした」

　ほかのメンバーはなにかしらほかの仕事も抱えているため、つい自分の負担割合を大きくしてしまっていた。

　それではダメなのだと頭の片隅でわかってはいたものの、仕事を増やす申し訳なさと自分がやった方が早いという気持ちがあり、その結果が今回のミスだ。

　会場側の応対にもモデル事務所への謝罪と再依頼にも、鈴木主任が直接対応したのだろう。疲れた様子の鈴木主任に、ただ頭を下げて謝罪するしかなかった。

「大事にならなかったからよかったけど、一応課長には時間変更の件を兼ねて報告するからね。次からは気をつけて」

「はい。申し訳ありませんでした」

　泣きたい気持ちをこらえて、小会議室を出ていく主任に頭を下げる。パタンとドアが閉まる音と共に顔を上げて、崩れるように椅子に座った。

　取り返しのつかないことになるところだった。自分を殴りたい気持ちと泣きたい気持ちが交互で襲ってくる。

　鈴木主任がくれた缶コーヒーを見つめる。

　このコーヒーには、『お説教の後に一杯飲んで気持ちを落ち着かせてからフロアに戻っておいで』という意味が込められており、鈴木主任の部下はみんなそれを一度は経験していた。

　カチャッと音を立ててプルタブを開ける。

　目に涙が滲にじむけれど、コーヒーを喉に流し込むことで、つらい思いも一緒にのみ込んだ。

　しかし今はとくに涙腺が緩くなっているようで、コーヒーを飲んでも効果はなかったようだった。

　なんとか気持ちを切り替えて、関係各所にメールと電話で謝罪を行う。

　そして、すべての雑務が終わった頃には、フロアにはほとんど人がいなくなっていた。

　人がまばらな電車に乗り込みボーッとしていると、あっという間に最寄り駅につく。

　疲れと落ち込んだ気持ちのまま、のっそりと体を動かして改札を抜けるとマンションの前に一台のタクシーが止まった。

「あっ」

　しまった、と思ったときにはもう遅い。中から藤堂先生が降りてきたのだ。

　藤堂先生も私に気がついて一瞬驚いた様子を見せた。

「よう、今帰りか？　お疲れさん」

　いつもと変わらない口調に胸が痛くなる。

　今日はクリニックはやっていたはずだ。ということは仕事の後に出かけたのだろうか。

　……麗香さんのところかな？

　ふたりが一緒にいるところを想像すると、心が暗くなる気がした。

「お疲れさまです」

　自分ではいつも通りの声で挨拶したつもりが、意外にもその声は冷たく響いた。

　案の定、それに藤堂先生が片眉を器用に上げた。

「どうした？」

「どうもしてないですよ」

　なんでもないふうに装うが、今日のミスもあってか自分に余裕がないのがわかった。

　今は藤堂先生に普通に接する自信がない。ただでさえ、最近無理やり普通にしようとしてたのに、なおさらだ。

　そんな自分にイラついてくる。

　そして、そんな空気をわかっているだろうに気がつかないふりをしてくる藤堂先生にも。

「顔が硬いぞ」

「そうですか？　いつもこんな顔です。着きましたよ」

「……お疲れさん」

　部屋があるフロアにエレベーターが到着したので、ボタンを押して先を譲ると、出ていくときに頭をポンッと軽く叩かれた。

「……」

　触れられただけでも、こんなに心が揺さぶられる。

　馬鹿みたいに、もっと触れてほしいとか思ってしまった。

「気安く触らないでください……」

「え？」

　自分の部屋の前で立ち止まり、藤堂先生が振り返った。

「ほかの女に触ってきた手で気安く触らないでって言ったの」

　滲む涙をこらえて、藤堂先生にそう言い捨てると逃げるように自分の部屋に入っていった。

「あ、おい！　里桜！」

　藤堂先生の呼び止める声は、玄関のドアが閉まる音で打ち消された。

　あぁもう最悪だ、私。仕事のミスで落ち込んでいたことも、藤堂先生が麗香さんといたことも、すべてがショックでイラついて……。こんなの八つあたりだ。

　玄関でしゃがみ込んで髪をグシャグシャにする。下を向くと涙がボロボロとあふれてきた。

　泣いてばかりだ。こんなに弱かったっけ？　藤堂先生のあの温かい手が触れただけで、こんなにも感情が揺れるなんて。

　隣の玄関のドアが開閉する音がしない。きっとまだ藤堂先生はすぐそこに立っている。

　あんな言い方したくなかった。きっと傷つけてしまった。

　そんなつもりはなかった。なかったのに、もう遅い。

「ふっ……う……」

　あふれる涙に嗚咽が漏れないよう、必死に声を押し殺した。










幸せになる方法とは




　あれから一週間後。

　私は近くの喫茶店に心さんを呼び出した。前に藤堂先生と心さんの三人でランチをした店。

「里桜ちゃん、ごめんね。待った？」

「いいえ、さっき来たところです。心さんも時間通りですよ」

　通された席で待っていると、慌てたように心さんがやって来た。微かに薬品のにおいがして、ギリギリまで仕事をしていたのがわかる。

「どうしたの、里桜ちゃんから連絡くれるなんて」

「はい。あの……」

「もしかして返事、もらえるのかな？」

　空気を察してか、心さんが気遣わしげに聞いてきた。

「それなんですけれど」

　一週間、よく考えた。

　考えて考え抜いた結論。

「本当に私でいいんでしょうか？」

「俺は里桜ちゃんがいいね」

　あっさりと返事をされたことが、少し肩の力を抜けさせた。

「心さんが、新しい恋をさせてくれますか？」

　ポソッと聞き返すと、目の前の心さんの表情がパッと明るくなった。

「もちろん」

「じゃぁ、よろしくお願いします」

　考えて出した結論は、心さんと付き合うということだった。

　心さんは優しいし、私を想ってくれている。そんな人とならきっと幸せになれるかもしれない、そう思ったのだ。

　いつまでも藤堂先生に想いを寄せていたところで、藤堂先生は私に振り向いてくれるわけではない。だって藤堂先生には麗香さんがいるのだから。

　心さんと恋愛すれば、もう藤堂先生のことで傷つかなくて済むのだ。

「本当にいいの？」

「心さんこそ、いいんですか？」

「いいよ」

　うれしそうにクシャッとした笑顔につられて私も微笑んでいた。




　喫茶店からマンションまでは五分程度なのに、心さんは送ると聞かなかった。

「せっかくだし、彼氏らしいことさせてよ」

　はにかむ心さんがかわいらしい。

　私のペースに合わせてゆっくり歩き、たった五分の道のりをずっと話してくれていた。そして、「ねぇ」と私の腕を軽く引く。何事かと見上げ、その視線の先を追うと、藤堂先生がクリニックの中から驚いたように私たちを見ていた。

「心さん！」

　思わず抗議の声があがってしまう。

「初めが肝心だよ。真紀に改めて言うのもなんだし、察してもらおうよ」

　それはそうかもしれない。それでも、私はまだ顔を合わせづらかった。

　心さんは私の肩を抱き寄せて、藤堂先生に向かってヒラヒラと手を振っている。

　藤堂先生はジッとこちらを見つめた後、スッと目を逸らして窓際から離れていった。

　きっと藤堂先生もこれがどういうことかわかっただろう。

　なんの反応もなかったということが、藤堂先生の私に対する気持ちだ。

　また、胸が苦しくなる。

　ふと満足そうに微笑む心さんを見上げて、いつかこの痛みがなくなる日はくるのだろうかと思ってしまった。




「信じらんない！　なにやってるのよ、朝比奈」

　鈴木主任は対面の席で顔をしかめて私を叱った。

　仕事のことではない。

　お昼休みに藤堂先生とのこと、心さんとのことをすべて話した。そして今、鈴木主任は仕事でも滅多に見せないような厳しい顔をしている。

「そんなに怒らなくても……」

　私が驚くと「あきれてるのよ」とため息をついた。

「朝比奈は本当にそれでいいの？」

　静かな声で問われて、一瞬声が詰まった。

「いいんですよ」

「本当に？　私は絶対後悔すると思うけどね」

「後悔なんて……」

　していない。心さんといれば幸せになれるだろう。無理に苦しまなくても、きっと心さんが幸せにしてくれる。

　そうはっきりと言葉にして笑い飛ばせばいいのに。幸せそうな顔で笑えばいいのに。

　なのに、声が出ないのはなぜだろう。

「朝比奈、自分が苦しまないように楽な方にって選択したあなたの気持ちはよくわかるわ。でも、それじゃぁ心さんの気持ちは？」

「……私はちゃんと……」

「心さんが好き？　心さんを通して誰かを見ていない？　誰かを忘れるために利用しているだけでしょう？」

　鈴木主任の言葉になにも言い返せなかった。

　その通りだ。利用している。私がもう苦しくてつらくて、現実から目を逸らしたいから心さんを利用して楽になろうとしている。

　心さんの好意をいいようにしているだけ。わかっている。でも、そうでもしないとつらくてたまらない。

　本当に嫌な女だという自覚はあった。

「心さんはそれでいいって言ってるの？」

「それは……」

　でも、わかっているだろう。心さんは私の心なんてわかっている。それでも喜んでくれたんだ。

「もう一度、話してみたら？　心さんと。それと、藤堂先生とも」

　藤堂先生の名前に体がビクッと反応する。

　藤堂先生と話してどうなるのだ。はっきりと失恋して傷ついてこいとでもいうのだろうか。

　それが嫌で逃げたのに。

「鈴木主任、私は心さんだから好きになれるかなと思ったんです。だから、大丈夫。心配ないですよ」

「朝比奈……」

　鈴木主任が困ったようなため息をつくのに、微笑んでみせる。

　鈴木主任の言うことは正しい。

　自分の卑怯な部分を言葉にされて胸が痛いけど、私はそれをさらに『心さんを好きになる』という言葉で覆い隠した。




　その日の夜。

　残業もそこそこで終えて、そろそろ帰ろうかなと思っていた頃、心さんからメッセージが入った。

『お疲れさま。今日は早く帰れそうかな？　よかったらご飯でも行かない？』

　なんてタイミングのよさだろう。つい苦笑してしまった。

　すぐに返事を返す。

『お疲れさまです。今ちょうど終わったところです。食事いいですね、行きましょう』

　すると、既読がついて返信がきた。

『まだ会社？』

『出るところです』

『ちょうどよかった。近くに来ているんだ』

　心さんによれば、今日は薬剤師の研修が私の会社のふたつ隣の駅近くであったらしく、メッセージを送ってきたようだった。

　待っていてほしいと、カフェの地図が送られてくる。

　場所は会社がある駅の反対側の出口から少し歩いたカフェだった。

　会社からは少し離れているため、来たことはなかったが、落ち着いた雰囲気の素敵な店だ。

　コーヒーを頼んで待っていると、十五分程度で心さんが到着した。

「ごめんね、誘っておきながら遅くなって」

「お疲れさまです。大丈夫ですよ」

　研修だったからか、心さんはスーツを着ていた。スタイルがいいからよく似合う。

「里桜ちゃん？」

「あ、いいえ。なんでもないです」

　ついボーッとしてしまい、笑顔でごまかす。頭を過ったのは、藤堂先生のスーツ姿だ。

　馬鹿みたい。心さんといるのに、藤堂先生のことを思い出してしまうなんて。最低だ。




　心さんと食事を終えて送ってもらった後、部屋で大きくため息をつく。

　心さんとの話は楽しかった。料理が得意な心さんは女性が好みそうな人気スイーツのお店などにも詳しくて、食べる系の話で気が合った。まるで女友達と話しているような気軽さも感じられて、変に気負わずにホッとした。

　そして、なにもなくサヨナラをした。付き合いだしたばかりだから、当然かもしれないがむしろなにかあった方がこの気持ちもスッキリするのではないだろうか。

　楽な部屋着に着替えてから換気のために、ガラガラッと窓を開け、ベランダに出て大きく息を吸い込む。胸がスッとする感じがした。

「どうしたもんかな」

「どうした？」

　小さなひとりのつぶやきは、突然拾われて驚きで反射的にのけ反った。

「ひゃぁ！」

「大きな声出すなよ、夜だぞ」

　姿は見えないがベランダの非常扉の先から声がする。

　もちろん、藤堂先生だ。

　藤堂先生はヒョコッとベランダからこちらを覗き込むように顔を出した。

「よう、なにかあったのか？」

「驚かさないでくださいよ」

　文句を言うと藤堂先生は苦笑して謝った。

　どうしよう。こうして話をするのは、エレベーターでけんかして以来だ。

　このまま部屋に入るのもなんだかわざとらしすぎる。かといって、この状態も気まずかった。

「心と……付き合っているのか？」

　一番したくない話を藤堂先生が振ってきた。

　一瞬、喉がグッと詰まるような感じがする。そんなふうに苦しくなる自分を殴りたくなった。私が決めたことなのに。そんな気持ちになるなんて、心さんに失礼だ。

「はい。付き合っています」

　大きく息を吸い込んでから、壁の向こうにいる藤堂先生に笑みを浮かべて答える。

　私は心さんを好きになると決めたんだ。

　藤堂先生には笑顔で報告しなくては。

「心が、好きだったのか？」

「……好きになりたいなって思うんです」

「なんだそれ!?」

　私の返答に藤堂先生は驚いたようにベランダから覗き込んでくる。

「そんなに驚くことですか？」

　苦笑すると、藤堂先生は眉間にシワを寄せた。

「心さんに告白されたんです。心さんのような人を好きになれたらいいなって思って」

「お前な、それって無理やり好きになろうとしているように聞こえるぞ」

　はっきりとした指摘にズキッとしたけど、藤堂先生に言われることではない。

「よくそんなんで心はオッケーしたな」

「心さんのことは好きですから」

「それって、恋愛の好きとは別だろ」

　この人はどうしてこう的確に真意をついてくるのかな。

　たとえ恋愛としての好きではなくても、これからそうなるかもしれない、そうなりたいって思っているのに。

「藤堂先生には関係ないことです」

「あるだろう。俺の従兄弟だぞ」

　そうだけど。

「中途半端に心が好きなら……、本当に好きじゃないならやめとけ。好きになってくれたから好きになりたいとかじゃなくて、本当に好きな奴と付き合えよ」

　それができないんじゃない。

　だから忘れるために心さんを好きになろうとしている。それってひどいことかもしれない。そんなことはわかっている。でもそれを藤堂先生に指摘されるのはつらい。

「どうして藤堂先生がそんなこと言うんですか？」

「俺は単に心配で……」

「藤堂先生は自分の幸せだけ見ていればいいじゃないですか！」

「え？」

「先生は自分の彼女のことだけ考えていればいいんですよ！　これは私と心さんのことだから先生には関係ありません！」

　そう言い捨てて部屋に戻る。

　カーテンをうしろ手で閉めて、うなだれた。

　まただ。どうして藤堂先生にはこんなふうにあたってしまうのだろう。笑顔で心さんと付き合っていることを報告して、それで終わりだったのに。

「本当に好きな人とは付き合えないじゃないですか……」

　藤堂先生のことで泣きたくなんかなかったのに。ポロポロと涙がこぼれ落ちてくる。

　もう泣くのは最後にしないと。










優しく触れないで




　それは、翌週に起こった。

「それでは、これにて本日のイベントは終了となります。お疲れさまでした」

　隣で先輩が集まっていたスタッフ全体に大声で挨拶をする。

　今日は人気モデルがプロデュースした下着やパジャマの製作発表イベントの手伝いに駆り出されていた。人気モデルがゲストということもあり大盛況で幕を下ろすことができた。

　そこそこ大きなイベントなので、自分も含めて課の担当外の人たちも総出で手伝いに来ている。

　しかし、室内で空調設備があるとはいえ、我々スタッフは動き回って汗だくだ。

「朝比奈、大丈夫？　顔色が悪いわ」

　みんなが打ち上げへ流れる中、座ったまま動かない私に鈴木主任が声をかける。

「大丈夫です」

　そう言ったつもりなのに声が出なく、目眩を起こした。手も微かに震えて気持ちも悪い。

「朝比奈？」

　鈴木主任が駆け寄ってきた、そこまでは覚えていたのだけれど、それ以降は目の前が真っ暗になってしまった。




「あれ……？」

　目が覚めて、ぼんやりしたまま辺りを見回す。

　白いカーテンで周りを覆われて、自分はどこかのベッドに寝ているのだと気がつく。薬品のにおいと腕から延びる点滴に、ここが病院だとわかった。

　前にもこんなことがあったな。しかしここは藤堂クリニックではなさそうだ。そもそも、私はどうしてここにいるのだろう？

　ボーッとした頭で考えていると、白いカーテンがシャッと開いた。

「朝比奈、目が覚めたのね」

「鈴木主任？」

　掠れた声に鈴木主任は飲み物を差し出してくる。ありがたくそれを飲んだ。

「軽い熱中症だって。急に倒れるからびっくりしたわ」

「熱中症……」

　そういえば、イベント中も休まず動いており、水分補給がおろそかになっていたかもしれない。

　熱中症になってしまったのか。自己管理が甘かったと反省する。

「ここは水みず島しま総合病院よ。救急車で運ばれたの」

　たしかイベント会場から一番近くにある大きな病院だ。

「点滴終わったら帰れるって」

　点滴はあと三分の一程度残っている。

「鈴木主任、後は大丈夫ですから」

「なに言ってるの。送るわよ」

　当然だろうと言い返される。しかし、もうだいぶ体調も回復してきたし、今日は鈴木主任も指揮をとっていて相当疲れたはずだから早く休んでほしかった。

「もうすぐ点滴も終わるし、後は会計して帰るだけなんで。病院前からタクシーに乗りますし」

「会計は終わったわ。そんなんで、帰り際になにかあったらどうするのよ。責任持ってちゃんと送るわ」

　鈴木主任はきっぱりと言うが、水島総合病院からうちは比較的近いが鈴木主任の家とは逆方向になる。

　時計を見ると二十一時近くなっていたから、なおさら気が引けてしまう。

　どうしようかと悩んでいると、おもむろに白いカーテンが開いた。

「鈴木さん、里桜は俺が送りますよ」

　そこにいたのは、白衣姿の藤堂先生だった。

「藤堂先生！」

　鈴木主任も驚いたようで、パイプ椅子から思わず立ち上がっている。

　藤堂先生は白衣の下にブルーの術衣のようなものを着ていた。首からは聴診器をかけている。

「どうしてここに……？」

　あぜんとしてつぶやくと、点滴をいじりながら藤堂先生はため息をついた。

「それはこっちのセリフだ。運ばれてきたって知って驚いたぞ。熱中症だってな。この季節は危険なんだから十分に気をつけろ」

「いやいや、待って。なんで先生がここにいるんですか？」

　藤堂先生は個人病院の医師だ。藤堂クリニックの先生なのに、どうしてこの水島総合病院にいるのだろう？

「知り合いがここで働いていてな。人手不足だってんでクリニック終わってから手伝いに来ている」

　藤堂先生がそう説明すると、鈴木主任が「そういうことなら、藤堂先生にお任せしようかな」と帰り支度を始めた。

　思わず「待って」と言いそうになる。

　鈴木主任には帰ってもらいたいが、藤堂先生とふたりきりになるのも気まずい。

　しかし、私の思いをよそに鈴木主任はさっさと帰っていってしまった。

　処置室には藤堂先生とふたりきりだ。

「気分はどうだ？」

「もう大丈夫です」

「点滴をしてだいぶいいとは思うけど無理はするな」

　藤堂先生はベッド脇にあるパイプ椅子に腰かける。

　横になる私をじっと見るから、恥ずかしくなって布団を口もとまで引き上げた。

　髪はボサボサだし汗で化粧崩れしているし、あまり見ないでほしいんだけどな。

「なんで隠すんだよ」

「いや、だって……」

「だってじゃないし」

　藤堂先生はニヤニヤしながら布団をさげた。

「点滴が終わった。帰るぞ」

「はい」

　藤堂先生に肩を支えられ、起き上がる。その手の温もりにドキッとしてしまい、唇を噛んだ。

　なにドキッとしているのよ。

　夜間受付の待合室で待っていると、藤堂先生が私服に着替えて戻ってきた。

「お待たせ。行こうか」

　そして、無言で私の手を掴んでくる。手をつなぐ形になり、戸惑いを隠せない。思わず手を引っ込めようとするが、逆にしっかりと握られてしまい、目を丸くする。

「先生……？」

「倒れたら大変だからな」

　そんなことを言われたら振りほどくことなんてできない。

　どんな顔をしていいのかわからず、ただうつむいてつながれた手に目線を落とした。

　すると、廊下の先から白衣を着た女性が駆け寄ってくる。

「真紀！　急にカンファレンスを抜け出したかと思ったら、帰るだなんてどういうことよ」

　麗香さんが怒った表情で藤堂先生の前に立った。

　目の前に現れた麗香さんに見られないよう、慌ててつないだ手を振りほどく。当の藤堂先生は怪訝な顔で私を見るが、目を合わせられなかった。

「悪い、麗香。急用ができたから今日は帰る」

「帰るって……。この後父と食事会なんじゃないの？」

「悪いな」

　麗香さんの焦りに対し、藤堂先生は言葉のわりにはあっさりと答えている。まるで悪いとは思っていないかのようだ。

　そこで初めて麗香さんが私に目線を寄越した。

「どなた？」

　そのひと言は敵意を含んでいるのがよくわかった。思わず尻込みしてしまう。

「お前には関係ない。じゃぁな」

「患者が待っているのよ？」

「今日はもうやるべきことは終えている」

　藤堂先生は振り向きもせずに麗香さんに言い捨て、私の肩を支えながら病院を出ていった。




　病院前に停まっていたタクシーに乗り込み、マンションの住所を告げる。ここからなら、二十分程度で着くだろう。

「先生、仕事よかったんですか？」

　窓の外を眺めながらボソッと聞くと、左手を藤堂先生が包むように掴んできた。そして重ねるように優しく握って、愛おしげに親指で私の手の甲をさすってくる。

「別に俺は臨時で手伝いしているだけで、たいしたことはしてないから平気」

　甘い仕草とは裏腹に、口調はいつも通りだ。

「でも、今日は食事会だったんですよね？　カンファレンスも抜け出したって……」

　包まれた手を振りほどくこともできずに、しかしなぜこんなことをするのかと聞くこともできずにいる。あぁ、本心はもう少し触れていたいと思っていたのだ。

　藤堂先生は、そんな私の気持ちをわかってやっている気がする。

「抜け出したところでどうってことない」

「でも、さっきの女性は困っていましたよ？」

「麗香は自分の体裁を気にしているだけなんだ。俺が抜けたからといって、患者に迷惑がかかるわけじゃない。むしろ、こうやって抜け出せたことに感謝だな」

　藤堂先生の言っていることがよくわからなくて、先生を見上げて首をかしげてしまう。

　そんな私を優しく微笑みながら見てくる。今まで見たことのない、甘く愛おしそうな視線。

　どうして、私をそんな目で見てくるの？

　少しの間、お互いに無言で見つめ合ってしまった。

「なぁ、里桜。体調が大丈夫なら少し話さないか？」

「話？」

「俺、お前とはどうもすれ違っているような気がするんだ」

　その言葉にドキンと胸が鳴る。

　すれ違う？　どうして？

　目を逸らしてうつむくと、タクシーはマンションの前にたどり着いた。藤堂先生は会計を済ませて私と手をつないだままタクシーを降りる。

　すると、思いも寄らない展開が待ち受けていた。マンションの前に心さんが立っていたのだ。

「里桜ちゃん」

　心さんの姿に慌てて藤堂先生の手を離そうとするが、それはしっかりと握られたままで腕が揺れるだけだった。

「先生っ！」

　声をかけて訴えるが、藤堂先生は心さんを見ているだけだ。

「俺が心を呼んだんだ」

「え……」

　藤堂先生が心さんを？

　心さんはうなずいてからため息をついた。

「とりあえず、真紀の部屋に上げてくれない？　ここじゃぁ話しにくいだろう？」

「そうだな」

　はた目から見た状況は決していいとは思えないのに、ふたりから醸し出される雰囲気はいつもと変わらない。それが私の戸惑いに拍車をかける。

　なにがなんだかわからない混乱で、うつむくしかできない私を藤堂先生は優しく手を引いて部屋に連れていった。

　心さんと藤堂先生と私の三人は、広いリビングのテーブルを囲むように座っている。

　目の前にはコーヒーが出されており、藤堂先生の部屋に入ったとたんに心さんが「飲み物欲しいよね」と自分の家のごとく普通にキッチンに立って入れ始めたのだ。

　その間も、藤堂先生は私の手を握って離そうとしなかった。

　なにこれ。いったい今、なにが起きているのだろう。

　事態をのみ込めないでいる私は、ひたすらボーッと成り行きを見守るに徹し始めていた。

「里桜？　どうした、まだ調子悪いか？」

　藤堂先生が気遣わしげに私を覗き込むが無言で首を横に振った。

「里桜ちゃん、無理しなくていいよ。真紀は強引だから」

「俺のせいか？」

「全部真紀のせいだよ。真紀が中途半端なことをしなければ、こんなにこじれることはなかったんだ」

　心さんは少し拗ねたような口調で本題に移ろうとしていた。

「里桜ちゃん。実はさっきね、真紀から三人で話したいって電話があったんだ」

「え？　いつの間に」

　隣に座る藤堂先生の顔を見上げると、「俺が着替えに戻ったとき」と答えた。

「まず俺の話からしていいかな？」

　心さんはコーヒーを半分まで飲んでから、微かに微笑んで言った。

「里桜ちゃん、俺とは別れよう」

「え……？　別れる？」

「そう。でも別れるって言うほど付き合ってもいないし、深い仲にもなってないけどね」

「どうして？」

　明るく話す心さんに対して、私はあぜんとしてしまう。

「里桜ちゃんが俺を好きになることはないからだよ」

　そのひと言は私の胸に大きく突き刺さった。

「好きにならないって……なんで？」

「それは自分が一番よくわかっているんじゃないかな？」

　そう言われてつい黙ってしまった。

　心さんはわかっているんだ。私が心さんに藤堂先生の面影を見ようとしていることを。無理に恋愛として好きになろうとしていることを。

「俺は里桜ちゃんが好きだよ。でも、いつまでも本気で好きになってもらえないのはつらい。君が俺といても心から笑っていないのはつらい。そしてなにより、真紀から君のすべてを奪う自信はない」

「どうして……？」

「里桜ちゃんも好きだけど、真紀も大切だから。やっぱり真紀がつらそうなのは見たくない。この前、クリニックの窓越しに真紀に手を振ったろ？　なんか後味悪くてね。そのとき思ったんだ。俺の中で里桜ちゃんと真紀は同等で、どちらかを取ることはできない。むしろ、ふたりが幸せでいるところが見たいって」

　心さんはひとり楽しそうに笑う。

　つまり、心さんは私が好きだけど、同じくらい大切な藤堂先生が傷つくくらいなら私と別れるということ？

　どちらかを取れないなら、自分が身を引くだなんてそんなの自己犠牲ではないか。

　もとはといえば、私が心さんの気持ちを利用しようとしたから……。

　私の身勝手な言動で心さんにつらい決断をさせてしまったのだ。

「ごめんなさい、心さん」

　私が深く頭を下げると、心さんは笑った。

「謝ることじゃないよ。要はね、里桜ちゃんが真紀と同等ってことは、里桜ちゃんは俺にとって一番の相手ではなかったってことなんだから」

「一番？」

「そう。俺の一番ではなかった。里桜ちゃんのことは好きだけど、きっと特別な人にはなれていなかったんだ。なのに、君が弱っているのを見たら黙ってはいられなくて……」

　心さんは穏やかにそう話していた。

　心さんの言いたいことはよくわかった。それは私も同じだから。

　それでも、好きだと言ってくれたことはうれしかった。

　私が藤堂先生を忘れるために心さんの気持ちを利用したことをわかっていて、そばにいてくれようとした。その気持ちがとてもうれしかった。

「さて、真紀。これで俺と里桜ちゃんは別れてもとに戻ったよ。今度は真紀がきちんと話す番だ」

「わかってる」

　藤堂先生がうなずくと心さんは立ち上がって玄関へ向かった。それを追いかけようとすると、藤堂先生に手を引かれる。しかし、今度ばかりはそれを振りほどかせてもらった。

「心さん」

「里桜ちゃん、ちゃんと話しなよ。里桜ちゃんはひとりで勘違いしているところがあるから」

「勘違い？」

「そう。俺は君より真紀をよく知っている。なにかすれ違っていることはすぐに気づいていたんだ。でも黙ってそれを利用しようとしたから、そこはお互いさまだね」

「心さん、ごめんなさい……。私……」

　謝りながらどう声をかけたらいいかわからず、口ごもると頭を優しくなでられた。

「また三人でご飯行こうよ。流し素麺パーティーでもする？」

「それはどこでやるつもりだ？」

　私のうしろから現れた藤堂先生が苦笑しながら聞くと、「もちろん真紀んちでだよ」と心さんは大笑いしながら帰っていった。




　心さんを見送った後、藤堂先生と今はふたりで座って向き合っている。

　さすがに気まずい……。

　ひとりでソワソワしていると、藤堂先生はまた私の手を握った。

「どうしてそうやって触ってくるんですか？」

　ボソッとつぶやいた言葉は藤堂先生にしっかりと届いており、「うん？」と返事をされた。

「里桜に触りたいから」

「さすが、言うことが女たらしのセリフですね」

「もう違うって言ったろ」

　そうだった。今は彼女がいるのだから、女たらしではない。

「麗香さん、大丈夫ですか？」

「麗香？　なんで」

「だって、私なんかと手をつないでいるところ見られてしまって……。傷ついているかも」

　目の前であんなことされたらつらいだろう。

「たしかに傷ついているかもな。でも、それでいいんだ」

「なにそれ！　ひどいですよ！」

　彼女が傷ついていいだなんてひどすぎる発言だ。藤堂先生をキッと睨みつけると、真剣にこちらを見ていた。

「やっとちゃんと俺を見たな」

「……別に、いつもちゃんと見てますよ」

「嘘つけ」

　はっきりと否定されて黙ってしまう。

「心から、里桜が俺と麗香とのこと勘違いしているって聞いた」

「え？」

「言っとくけど、俺は麗香と付き合ってないぞ」

「そうなんですか？」

　目を丸くして聞き返すと微笑まれた。その笑顔にドキッとする。

「たしかに昔、少しだけ付き合ったことがあったのは事実だけどな。でも今はまったくそんな関係じゃない」

「でも、先生の部屋から出てきましたよね？」

　親しげにふたりがマンションから出てくるのを見た。

　昔付き合っていたとはいえ、そんなに気軽に部屋に入れるのだろうか。

　まさか、付き合ってはないけれど体の関係は継続している……とか？

　すごく嫌なことを考えてしまい、うつむいて唇を噛む。

「どこから説明しようか……。麗香は昔勤めていた大学病院の同期で、この前の学会で再会したんだ。帰りの新幹線も一緒だったから、こっちに戻ってそのまま少し飲んだ。で、大切な話があるって言われた。話が話だから部屋に呼んだんだ。言っとくけど、下心はいっさいないからな」

「それって復縁……とか？」

　私の小さな声に、藤堂先生は曖昧に笑った。

「麗香はさっきの水島総合病院の跡取り娘なんだ。今その病院で、医師の人手が不足していると言われた。少しでいいから手伝ってほしいと。プライドの高いあいつに初めて頭を下げられた」

　あいつ、という親しげな呼び方に胸がチクンとする。

「外では話しにくい病院の内情とか経営状況とか、深い話も聞いた。水島総合病院の院長で麗香の父親には研修医時代に世話になったから少しでも助けようと、クリニックが終わった後の数時間だけ手伝っていたんだ」

　そこまで話すと藤堂先生は急に苦々しそうな表情に変わった。握った手に微かに力が入る。

「なのに、麗香は俺に自分と結婚してあの病院を継いでほしいと言ってきたんだ」

「結婚……」

　その言葉に絶句してしまうほど、衝撃を受けた。

　麗香さんは復縁どころか、結婚を迫っていたなんて。

「もちろん断った。昔のよしみで手伝っていただけで、俺にはそんなつもりはなかったんだ」

「そうなんですか？」

「ああ」

　藤堂先生は大きくはっきりうなずいた。

「俺は里桜が好きだから」

　藤堂先生がサラッと言うもんだから、一瞬言葉を聞き逃しそうになった。

「え？」

　ポカンとした気の抜けた間抜けな顔で藤堂先生を見る。

　今のは空耳？

　それに先生は噴き出して笑った。

「そんなびっくりしなくてもいいだろう」

「え？　だって、今なんて言いました？」

「だから、里桜が好きだって言ったんだよ。だから、麗香とやり直す気はさらさらない」

　好き？　藤堂先生が、私を？　好きって言った？

「泣いてるぞ」

「泣いてません」

「いやいや、涙出てるって」

　藤堂先生は微笑みながら私の頬に触れる。たしかにいつの間にか涙が流れていた。

「あれ？」

　戸惑う私に藤堂先生は笑いながら大きな手で頬をぬぐう。その手の大きさにドキッとしながら、どこか安心感を持つ。

「麗香が病院を手伝ってほしいっていうのは、ほとんど口実で本当は周りに俺の存在を示して結婚しようと考えているみたいなんだ。今日も本当は麗香の父親と三人で飯を食う話になっていた」

「よかったんですか？　出なくて」

「勝手に麗香が予定しただけだから。俺はどう逃げようか考えていた」

　藤堂先生はいたずらっ子みたいな笑顔を見せる。

「何度も言うけど、俺は里桜が好きだから麗香とのことは考えられない」

　藤堂先生の手が私の頬をなでるように触れる。その目が私の答えを待っている。

「本当ですか？　いつから？」

　聞き返す声は微かに震えてしまった。疑っているわけではないけれど、どこか不安に思ってしまう。私なんかを藤堂先生が好きになってくれるなんてって。

「比較的、最初から里桜のことは気に入ってた。会えば会うほど惹かれていった。里桜はからかうなって言ったけど、触れたかったんだ。心と里桜がふたりでいるのを見て、腹が立ったし、嫉妬した」

　そう言って私のおでに自分のおでこをコツンとくっつける。

「里桜に一番近い男は俺だと思っていた」

「なんですか、その自信は」

「まったくだな。でもそう思っていたから、ふたりが付き合いだしたと聞いてすごく嫌だった。里桜も俺に気持ちが向いていると思っていたから、なおさらショックだった」

「それは……藤堂先生と麗香さんが付き合っていると思ったから……」

　ボソッとつぶやくと「そうだよな。誤解させた俺が悪い」とうなずいた。

「実はこの前、心と電話で話をしたんだ」

「え？」

　心さんと？

　私が目を丸くすると藤堂先生は真剣な目で言った。

「里桜のこと、どこまで本気か聞いた。心の答えによっては、俺はあきらめるとも」

　藤堂先生があきらめなかったということは、心さんはそこまで本気ではなかったということ？

　なんだかそれも複雑な気持ちになる。私の思いを察したのか、藤堂先生は笑って首を振った。

「心は心なりに本気だったよ。ただ、やっぱり里桜の気持ちが一番だとも言っていた。きっと里桜が完全に自分に気持ちが向く前に、お互い疲れてしまうだろうとも」

「心さん……」

「それと、さっき言っていたことも本当らしいな」

　ふと心さんの声がよみがえってくる。

　――『里桜ちゃんが俺を好きになることはないからだよ』

　私はなんてひどいことをしてしまったのだろう。最低だ。心さんは私の気持ちを初めからわかっていたんだろう。でも、気が済むようにしてくれたのだ。

　自分の頬を思いっきり殴ってしまいたかった。

「藤堂先生、私は最低な女です」

「なんで？」

「心さんの気持ちをもてあそんだから。あのときの自分を殴りたい」

「……じゃぁ、俺がやってやろうか」

　藤堂先生は私の目を覗き込みながら聞いてくる。

　それでもいいかもしれない。

「平手でお願いします」

　唇を噛みしめると、ギュッと目をつむる。すると藤堂先生の手が顎にかかり、顔を上げられた。

　次の瞬間、感じたのは頬にあたる鋭い痛みではなく、唇へのやわらかな感触だった。

「え……」

「そんなことできるわけないし、するつもりもないよ」

　目を開けると数センチの距離に藤堂先生の顔があった。そしてそのまま私を抱きしめる。

「違う！　藤堂先生っ」

「違くない。里桜、心のことを考えるのはもうやめろよ」

　背中に回った腕に力が入る。

「俺のこと考えろ。俺を好きだって言えよ」

　どこか懇願するような声で私にささやいてくる。

「それとも俺のこと嫌いになったか？」

「嫌いになんて、なれない」

　藤堂先生の服をキュッと掴む。

「私だって、藤堂先生が好きです。麗香さんといるところを見てショックだった。あきらめないとって……。でも、どうしても藤堂先生を思い出すし、忘れられそうになかった」

「うん」

「先生が好き……」

　そうつぶやくと、再び藤堂先生の唇が私の口を塞いでくる。

　今度は触れるだけではなく、お互いの唇を堪能するように深くゆっくり。

「里桜、やっと手に入れた。もう、誰にも渡したくない。俺だけの、里桜……」

　キスの合間に甘くささやかれる。

　先生の想いが伝わってきて、胸が熱くなった。先生の想いに応えるように、私も自分からキスに応えていく。

　そしてそのまま、床に押し倒された。首や耳にも何度もキスを落とされる。

「先生、待って……」

　体中に駆け巡るゾクゾクした感覚に身をよじりながら、待ったをかけるがその手をあっさりと優しく拘束される。

「待たない。待ったら里桜がまたどこかに行ってしまいそうで怖い」

　藤堂先生の切なげな表情に胸がキュッと締めつけられた。

　気がつけば、その首に腕を巻きつけて抱きついていた。

「どこにも行きません。私はずっとここにいます」

　そう宣言すると、私を抱きしめる藤堂先生の腕に力が入った。










幸せへの対峙




　カーテンの隙間からこぼれてくる日の光に目が覚めた。

　見慣れない寝室に一瞬ハテナマークが浮かぶけれど、すぐに隣に寝ている存在に気がつき赤面する。

　そうだ。私、あの後――。

　今までの心の苦しさなど忘れてしまったかのように、いつにもまして気持ちが安定して幸福感に満たされていることを自覚する。

　隣をチラッと見ると、藤堂先生が整った顔でスヤスヤと眠っている。昨日の逞しい腕を思い出して目を逸らした。

　そっと背を向けると、うしろから伸びてきた腕に体を包み込まれる。

　素肌にダイレクトに藤堂先生の体温を感じた。

「おはよう。どこ行くの」

　寝起きの掠れた声は私の耳をおおいに刺激する。

「おはようございます。どこにも行きませんよ」

「じゃぁ、もう少しこうしてろよ」

　先生が私をギュッと抱きしめ首筋に顔をうずめてくる。くすぐったさに身をよじるがそれは許されなかった。

「先生、くすぐったいです」

「そうか」

　笑ったのか、息がかかる。つい「んっ」と声を出すと藤堂先生の手が体をまさぐり始めた。

「先生！　朝です」

「だからなに？」

　私の抗議なんて藤堂先生の手にかかればなんてことはないようで。

　あっという間に、翻弄されてしまった。




　休み明けに、鈴木主任をランチに誘いことの経緯を伝えるとホッとしたような表情をしていた。

「なんか安心したわ。収まるところに収まったというか、あるべき形になったというか」

「お騒がせしました」

「心さんの方はどうなの？」

　それに対しては苦笑いしか出ない。

「昨日の夜に普通に先生の家に来て、三人でご飯食べました。びっくりするくらい普通で」

「そう。心さんもそれなりに気を使ったんじゃないの？　でもそうしてくれるのはありがたいわね」

「はい。とっても」

　心さんはなにも変わらなかった。それがとてもうれしかったのだ。なにより、心さんと藤堂先生の関係が崩れなくてよかった。




　残業もほどほどにして帰宅し、家に帰ってくつろいでいると、藤堂先生から電話が入った。

『開けて』

　開口一番にそう言われて玄関のインターホンが鳴る。玄関のドアを開けると予想通り藤堂先生が立っていた。

「ただいま」

「……おかえりなさい」

　あたり前のように部屋に入ってくる藤堂先生に苦笑してしまった。それと同時に、今の会話についにやける。

　なんだか新婚さんの会話のようじゃなかった？

「ご飯は食べました？」

「部屋で食べてきた」

　そう言って、私の手を引いてラグマットの上に座る。そして、うしろから抱きしめてきた。

「はぁ、癒される」

「お疲れさまでした」

「里桜も、お疲れ」

　恋人関係になったとたんに甘くなる先生にどんな顔をしていいのかわからず、前を向いてしまった。

　うしろで藤堂先生が笑っているのがわかる。

「里桜」

「な、なんでしょう？」

　愛しげに呼ぶ声にドキドキを隠せず、ついうつむいてしまう。絶対に顔が赤い。

「こっち向いて。里桜」

　ソロソロと顔を上げると藤堂先生が覗き込んできて唇を重ねてくる。

「先生……」

「里桜。真っ赤になって、かわいいな……」

　藤堂先生の蕩とろけるようなキスに身を委ねていると、突然ピリリリリと先生のスマホが鳴った。

　私を胸に抱きしめたまま表示を確認して、小さく舌打ちをしたのが聞こえた。その様子で相手が誰なのかがわかってしまった。

　無視しようとする藤堂先生に「麗香さんですか？」と聞くと苦々しくうなずかれた。

「出ていいですよ」

「出たくない」

　しかし、切れては何度もかかってくる。これは出るまで電話が鳴るのではないだろうか。

「向こうの病院で急患かも」

「俺を呼ぶより、近くの寮に住む医者を呼んだ方が早いだろ」

　たしかに。それもそうだ。

　そう言いつつも、しつこい電話に観念したように通話ボタンを押した。

　出たとたんに麗香さんの声が響いてくる。話している内容までは聞き取れないが、なにやら怒っているのは明白だった。

「それは院長に断ったから」

　藤堂先生は私を抱きしめる腕に力を込めた。

「麗香、いい加減にしろ。俺はお前じゃ無理だ」

　そう言いきって、まだなにか話している電話をプチッと切った。

　無言で藤堂先生を見上げていると、優しく微笑んで額にキスを落としてくる。

「大丈夫ですか？」

「あぁ。ちょっと麗香がしつこくてな。でも、心配ないから。俺にはお前だけだからさ」

　そう言って私の不安をぬぐうようにしっかりと抱きしめてくれた。




　そんなある日。

　珍しく残業もなく早い時間に会社を出て駅に向かっていると、前からショートカットのスレンダー美人が歩いてきた。

　あっと思ったときには、目の前に立たれていた。

「初めまして、朝比奈里桜さん」

　ニコリともせずに、やや高圧的に麗香さんは声をかけてきた。鞄を持つ手に力が入る。

「なにかご用でしょうか？」

　緊張を悟られないように落ち着いて聞くとニッコリと作り笑いを浮かべられた。

「少しお時間いいかしら」

　ついに宣戦布告がきたか、と唇を引きしめた。

　麗香さんに誘われて、駅の近くにあるカフェに入る。大きくはないが、仕切りはあるのでそこまで周りを気にしなくても大丈夫そうだ。

　席について注文をすると、麗香さんは口を開いた。

「私のことはご存知？」

「はい。藤堂先生の昔の同期で元カノだったと……」

　そう告げると額に眉を寄せて不満そうな顔をする。

「そう、元カノね。今のところは」

　そう言うと同時に注文したコーヒーが運ばれてきて、会話が止まる。

　今のところはってどういうことだろう。

「あなたには、どのみち真紀とは別れてもらわないとならないわ」

「なぜですか？」

　予想通りの言葉に静かに聞き返すと、その反応におもしろくなさそうに片眉を上げた。

「うちが総合病院を経営しているのは知っているわよね？　真紀にはあそこを継いでほしいの。それは院長である私の父親も望んでいることだわ」

「でも、藤堂先生は結婚しないと言っていました」

「真紀はそう言っているけどね。そうも言ってられないのよ」

　麗香さんはどこか勝ち誇ったような笑みを浮かべる。

「どういうことですか」

「ねぇ、あなたは真紀のことどれだけ知っているの？」

　私の問いには答えずに、麗香さんは聞き返してくる。どうせなにも知らないのだろうと言いたげな含みのあるセリフだ。

「真紀はね、町医者で収まっていいような人間じゃないのよ」

「え？」

「今は小児科なんてほのぼのした町医者をしているけど、本当は心臓外科にいたのよ」

「心臓外科ですか」

　麗香さんは大きくうなずく。

　藤堂先生は昔から小児科の医者ではなかったのか。

「昔いた大学病院では心臓外科の専門医だった。若いながらに将来を期待されたエースだったのよ。しかも、彼のお父様も心臓外科の権威だわ」

　藤堂先生のお父さんも医者だったのか。しかも同じ心臓外科。権威といったら、相当すごい人なのではないだろうか。

「なのに、突然小児科へ転向してあっという間に開業したわ。ねぇ、真紀ほどの才能のあった人が今やのんびりした町医者だなんてもったいないと思わない？　真紀が心臓外科に戻ることでどれだけの人が救えると思う？」

「そんなこと、私にはわかりません」

　藤堂先生が心臓外科から離れた理由を知らない。私は小児科で藤堂クリニックの先生として働く姿しか知らない。少なくとも、あのクリニックへ通う患者さんは藤堂先生を頼ってきている。

「うちの病院は心臓外科に力を入れている。私の父も真紀の父親も真紀が心臓外科に戻ることを望んでいるわ」

「だからって、それとあなたとの結婚は関係ないんじゃないですか？」

　話を聞く限り、戻るか戻らないかは藤堂先生の自由だ。それがどうして麗香さんとの結婚に結びつくのかがわからない。

「私の父は真紀に病院を継いでほしいと思っている。真紀の父親も自分と同じように心臓外科に進んで一緒に研究をしていきたいと思っている。そして、私も真紀とよりを戻して結婚したいの」

　あまりにも身勝手な話に少しあぜんとしてしまった。そこに藤堂先生の意思は必要ないかのようだ。

「藤堂先生がそれを望んでいるとは思えません」

「望んでいるいないではないわ。もうこれは政略結婚のようなものなのよ」

「そんな……」

「私の父も真紀の父親も医学会ではそれなりに知名度は高いの。その子どもたちが結婚したら、私たちの地盤はさらに固くなる。必要なことなのよ」

　だから別れろと言うのか。

　唇を噛むと麗香さんはフッと笑った。

「ただで真紀と別れろとは言わないわ。それなりに慰謝料は払いましょう」

「お金じゃないわ！」

　つい声を荒らげると、麗香さんは驚いたように少し身をひいた。

「とりあえず、話はわかってくれたかしら。あなたは馬鹿じゃなさそうだし、身のほどもわかっていそうだけど？」

「身のほどって……」

　あまりにも失礼な言い方に絶句する。

「あなたから上手に真紀と別れてちょうだいね」

　そう笑みを浮かべて、財布から千円札を二枚取り出し、テーブルに置いた。

「私が誘ったのだからこれは気にしないで」

　動けずにいる私を鼻で笑って麗香さんはカフェを出ていった。




　あまりにもショックで、どこをどうやって帰ったのかよくわからない。

　気がつけばマンションの前に立っていた。

「あ……鍵」

　なぜだか扉の前で立ったままだった。鈍い動作で鍵を捜すがこういうときに限ってすぐに出てこない。

「ない……。ないよ」

　じんわりと目に涙が浮かんでくる。

　なんなのよ、もう。

　行き場のない怒りが込み上げてくる。ギュッとこぶしを握るが、どうにもできなかった。

　すると、握りしめたこぶしを大きな手が包み込んだ。

「里桜。大丈夫か？」

　顔を上げると藤堂先生が白衣のまま険しい表情で立っていた。その隣には心さんが心配げな顔をしている。

「なんで……」

「心が里桜の会社のそばで麗香と会っているのを見かけたって教えてくれたんだ。なにを言われた？」

　表情とは裏腹に優しい声で聞いてくる藤堂先生に涙があふれてしまった。

　本当、タイミングがいいのか悪いのか。

「先生、私はどうすればいいですか？」

「里桜……？」

「私、医学界のこととか難しいことはわかりません。藤堂先生とずっと一緒にいたい。でも、私や先生の意思は必要ないならこの先どうなるんですか？」

　顔を手で覆いながら問いかける。

　肩に藤堂先生の温かい手が触れ、「とりあえず、クリニックに戻ろう」と促された。

　クリニックは閉められた直後のようで、中には誰もいなかった。

　待合室に座って涙を拭く。心さんが近くの自販機でお茶を買ってきてくれた。

「麗香になにを言われた？」

「……藤堂先生は麗香さんと結婚する気はないと言いましたよね？」

　目の前にしゃがむ藤堂先生の質問を無視して聞くが、嫌な顔ひとつせずに大きくうなずかれる。

「ないよ。俺には里桜だけだから」

「麗香さんのお父さんと先生のお父さんもふたりの結婚を望んでいたとしても？　もはや、政略結婚になろうとしていても？」

　震える声でそう聞くと、藤堂先生は驚いたように目を見張った。

「麗香がそう言ったのか？」

「……別れてほしいって。藤堂先生は心臓外科に戻るべき人間だって」

　ボソッとつぶやくと、藤堂先生は厳しい表情をしてから、私のことを抱きしめた。

「俺は心臓外科には戻らない。ずっとここにいるよ」

　その言葉に腕の中で頭を横に振る。

「私は先生がしたいことをすればいいと思っています。だから、藤堂先生が心臓外科に戻りたいならそれでもかまいません。でも……、でも私から離れていっちゃ嫌です」

　最後の言葉は絞り出すような声になってしまった。

　政略結婚とかで離れ離れにはなりたくない。藤堂先生と別れたくない。

「里桜。俺はお前を離したりしないから、なにも心配はいらない」

「はい……」

　藤堂先生のはっきりとした言葉に少しホッとする。でも、本当に大丈夫だろうか。

　藤堂先生の腕の中から顔を上げて心さんを見上げると、心さんにしては難しい顔をしていた。

「心さん……」

「里桜ちゃん、真紀……、真紀の親父さんが絡んでいるなら少し面倒なことになりそうだな」

「心！」

　心さんの言葉に藤堂先生は制止をかける。しかし、私の不安げな目線に心さんは話を続ける。

「真紀の父親……伯父さんは医学会ではかなりの権威だ。今は心臓外科の研究でボストンにいるけれど、たぶんこの業界で伯父さんの名前を知らない医者はほとんどいないだろうね」

「そんなにすごい人なんですか？」

「研究馬鹿なんだよ」

　藤堂先生は嫌そうなため息をつく。

「すごい人だよ。真紀だって子どもの頃はボストンに住んでいて、高校から日本に戻ってきてる。伯父さんは真紀に心臓外科で勉強して自分と一緒に研究をしてほしかったんだ。でも真紀は途中でそれを辞めて、突然小児科に転向した」

　どうしてだろう、と藤堂先生を見ると、彼はため息をつきながらソファに座った。

「親父が医者になってくれって言うからとりあえずは医者になったけど、正直あまり興味はなかったんだ」

　藤堂先生はサラッとそんなことを言うけれど、医者なんてなろうと思ってなれるものではない。

「心臓外科も患者が治るのはうれしいけれど、いまいちピンとこない分野でさ。このままでいいのかなって思っていたんだ。そんなときにうちの祖父さんを思い出したんだ」

「お祖父さん？」

「そう。高校の間は祖父さんのところに世話になっていたんだけど、祖父さんも内科の医者でさ、町のお医者さんってやつだった」

　静かに相づちを打つが、親子三代医者の家系には内心舌を巻いた。藤堂先生の頭がいいのはもう血筋なのだろう。

「楽しそうだった」

　藤堂先生はフッと笑顔を見せた。

　穏やかな優しい顔をしており、お祖父さんを思い出しているのだとわかる。

「俺、町のお医者さんになりたいって初めて思ったんだ」

「先生の専門分野は心臓外科で、お祖父さんは内科だったのに、どうして小児科なんですか？」

「子どもに慕われている祖父さんがうらやましかったからね。俺もああなりたいって思って。それで開業することに決めたんだ」

　チラッとクリニック内を見回す。そうか。ここは藤堂先生の夢の場所なのだ。

「でも、婚約の話が出ているなら伯父さんは結構本気で心臓外科に戻そうとしているのかもね。さらにそこで、水島医師の娘と結婚したら業界での地位は確固たるものになる」

「そこだろうな。研究だってもっとやりたいようにできるだろうし」

　そうつぶやいて疲れたように前髪をクシャッと乱す。

　麗香さんの家柄も相当なものなのだろう。たしかにあれだけの大病院だ。そこの娘との結婚は大きなことなのだろう。藤堂先生の家系だって、私みたいな一般家庭の人間は本来ならつり合わないのかもしれない。

　医学界では有名な家柄なら、相手の女性にもそれなりの家柄を望むのが親というものなのだろう。

「……私は先生のそばにいていいのでしょうか？」

　乾いたつぶやきは、静かになった待合室によく通った。

「不安か？」

　藤堂先生は責めるわけでもなく、とても穏やかに優しく聞いてきた。

　不安？　もちろん、不安だ。あんなふうに宣戦布告されたのも初めてだし、藤堂先生の家のことを詳しく聞いたのも初めてだから、いろんな感情が襲ってくる。

　気がつけば、心さんはもうここにはいなかった。気を使って出ていったのかもしれない。無言になった私の髪を、藤堂先生はゆっくりとなでた。

　あぁ、やっぱり藤堂先生に触れられると落ち着くしホッとする。ずっとこうしていたい。

「心配はいらない、と言ったところで里桜の不安はぬぐえないんだろうな。でも、俺を信じてほしい」

「先生……」

「なにがあっても、俺のことだけ信じて」

　その真っ直ぐな瞳に、大きくうなずいた。










信じると決めたのに




　藤堂先生のことを信じよう。先生が私を好きだと言ってくれているのなら、疑わずにいよう。

　そう決めた。

　決めたけど……。

「別れてくれたかしら？」

　前回と同じカフェでまた麗香さんと向かい合っている。今回も会社のそばで待ち伏せをされていたのだ。

　怖いから嫌だなぁと憂鬱になりながらも、藤堂先生の言葉を思い出し、心を奮い立たせる。

「藤堂先生……真紀さんとは別れません」

　私の答えに、麗香さんはコーヒーカップを口もとにあてたまま一瞬固まる。

「真紀さんと話しました。結果、別れるという答えにはなりませんでした」

「なに言っているの？　言ったわよね、私と真紀の結婚は重要なことなの。医学会にとっても、真紀の将来にとっても」

「真紀さんは心臓外科に戻るつもりはないそうです」

　きっぱりと告げるが、「ふん」と鼻で笑われる。

「真紀が戻るつもりがないなら、説得するしかないわ。真紀は才能がある。医者として腕が立つわ。町の小児科で収まるような人ではないの。私なら真紀にとって最高の環境を用意できる」

「ですから、そもそも真紀さんは戻るつもりはないって……」

「戻らせるのよ」

　言いきる麗香さんにあぜんとする。話が通じないとはこのことだ。

　真紀さんが心臓外科に戻ってくれないと、自分との結婚も厳しくなるとわかっている。だからこそ、麗香さんはなんとしてでも心臓外科に戻ってほしいのだ。

「麗香さんは、本当に真紀さんが好きなんですか？」

「え？」

「私は、好きな人には少しでも楽しく仕事をしてほしい。やりがいを持ってほしい。小児科は真紀さんがやりたかったことなんです。町のお医者さんになりたいという夢を持った。私はそれをつぶすような真似はしたくないです」

　声に力を入れてきっぱりと麗香さんに向かって言うと、今度は麗香さんが言葉を失った。

　それに、と続けた。

「麗香さんはなぜ私に別れるように言ってくるんですか？」

「は？　あたり前でしょう！　あなたが別れてくれなきゃ真紀は……」

　そう言ってハッとした表情をする。

　麗香さんはわかっていたんだ。真紀さんの本当の気持ちも、その気持ちが揺るがないことも、真紀さんが自分から別れたりしないことも。

　だから、ふたりを引き離すには私に別れを切り出させるしか方法がないと思っているんだ。

　麗香さんは自分でもそのことに今、気がついたようで、悔しげに唇を噛んだ。

「麗香さん。私ではなく真紀さんに正面からぶつかってください」

「なにそれっ。勝ち目はないとでも言うの!?」

「はい」

　あっさりと私が肯定したことに目を見開いて驚いてからキッと睨みつけてきた。

　怖いけどここで怯まないようにしなければ。

「真紀さんが心臓外科に戻る戻らないは別にして。親の力を借りずに自分で勝ち取るくらいの熱意で挑んでください」

　私はあえて上から目線のような言い方をした。麗香さんは医者で頭がとてもいい。そのぶん、お嬢様気質でワガママで、なによりプライドが高いのではないだろうか。

　だからわざとプライドを刺激する。

　真紀さんへの気持ちは、麗香さん自身が自分でけりをつけなければならないと思うのだ。

「もういいわ！　馬鹿にしてっ。泣きを見るのはあなたの方よっ」

　そう言い捨ててカフェを出ていった。

　カフェの窓から、憤慨して迎えの車に乗り込んで去っていく姿を見て、ハーッと息を吐いた。体に力が入っていたようで、一気に脱力するのがわかった。

　人に対してあんなふうな言い方をしたのは初めてだ。自分で言っていても嫌な気分になる。

　麗香さんからしたら、相当ムカついただろうなぁ。それでも、この気持ちは譲れないから。

　時には嫌な言い方をしてでも、負けを見せないようにする必要があるのだ。

　パチンと頬を軽く叩いて気持ちを切り替える。

　この刺激が悪い方へ向かう可能性は高い。あとは、真紀さんががんばってくれるだろう。

　大丈夫。信じるって決めたから、怖いことはない。

　それでもなんだか気分が晴れず、自分の部屋ではなく真紀さんの部屋へと向かう。

　クリニックは閉まっていたが明かりはついていたので、まだ真紀さんは仕事中だろう。なので、先日受け取った合鍵で部屋に入る。

「お邪魔しまーす」

　つぶやいて暗い部屋に電気を灯した。部屋の中に真紀さんの香りを感じて、ホッとする。

　途中で寄ったスーパーで食材を買ってきたので、それをもとに簡単な夕飯を作った。そして、真紀さんにメッセージを打つ。

　するとすぐに既読になり、『ありがとう。もう少ししたら帰る』と返信があった。

　それを見て、ふふっと笑みがこぼれる。

　テーブルにご飯を並べてソファに寄りかかっていると、一日の疲れからウトウトしてきた。

　帰ってきたら音で気がつくだろうと、そのまま目を閉じた。




「里桜、里桜」

　体を揺さぶられてゆっくりと目を開ける。目の前には真紀さんが優しく微笑んでいた。

　しまった。気がつかなかった。恥ずかしくなって笑ってごまかす。

「真紀さん、おかえりなさい」

「……え」

　真紀さんは驚いた顔をする。

　どうしたのだろうと首をかしげると、真紀さんは片手で自分の顔を覆った。

「どうしたんですか？」

「あー、いや。あまりにも自然に名前で呼んでくるから、どんな顔をしていいかわからなくて」

　照れ笑いを浮かべる真紀さんに、今度はこちらが驚く番だった。

　かつては女たらしだった人が、私が名前を呼んだだけで照れたようにうれしそうに笑うなんて想像もしてなかった。

「なんだよ、あんまり見てくるな」

「いいじゃないですか、別に」

　ニヤニヤして顔を覗き込むと、後頭部をガシッと掴まれてキスをされる。仕返しとばかりに舌をねじ込まれて甘く深く堪能された。

　おかげですっかり力が抜けた私は、真紀さんに寄りかかるように腕の中に納まる。

　そんな私の姿に、真紀さんは満足そうに笑った。

　あれから、真紀さんは水島総合病院の手伝いをやめた。麗香さんは何度かマンションやクリニックまで来たようだけど、冷たくあしらわれたと言って悔しげに帰っていき、そのうちやって来る頻度は減っていった。

　一方私は、秋のイベントが無事に終わり怒濤の忙しさからは少しだけ解放された。

　やっと、私たちにも平穏が訪れたのだと笑い合っていたが、やはりそうは問屋が卸さないみたいだ。




「朝比奈里桜さんですね」

　久しぶりに残業もなく、真紀さんの部屋で夕飯でも作って待っていようかなと思いながら会社を出ると、黒いスーツを着た男性に声をかけられた。

　不審のあまり、身を固くして警戒をする。

「どなたですか？」

「真紀さんのお父様の部下です。あなた様をお連れするようにと」

「真紀さんのお父さん？」

　てっきり麗香さんの差し金かなにかだと思ったため、意外な名前に目を丸くする。

　なんで真紀さんのお父さんが私を……？

　そう思ったが、付き合っているからかとすぐに思い直す。お父さん自ら私を呼び出すとか、怖すぎる。このご時世、そもそもそれ自体、本当かどうかわからない。

「行きたくないです」

「お気持ちはわかります」

　意外なことに、部下だという黒いスーツの男性は私に同意した。三十代後半くらいの渋い顔をした厳ついタイプの人なのに、私に向ける顔は同情的だ。

「じゃぁ、見逃してください」

「できません」

「なら、せめて真紀さんに連絡させてください」

　見逃せられないなら、ついていくしかないのだろうけど、なにされるかわからない状態でホイホイ行けるわけがない。

　真紀さんにはひと言連絡を入れないと、とスマホを取り出す。すると、黒いスーツの部下はスッと私に背を向けた。

「私はなにも見ておりませんので」

　そう言いながら、後部座席のドアを開けている。

　なるほど、私が真紀さんに連絡していることは見ないふりをしてくれるということか。部下は優しい人のようだけど、お父さんはどうなのだろう。

　とりあえず、すばやく真紀さんにメッセージを送る。

　どこに連れていかれるかはわからないから、現状を知らせておく。でもこの部下の人なら場所を教えてくれるかもしれない。

「どこに行くんですか？」

「来ればわかります」

　残念ながら、場所までは教えてくれないようだ。ため息をついて車に乗り込む。

　しばらく走った後、見えてきたのは有名な高級ホテルだった。




　ロビーの奥にあるレストランへ連れていかれる。

　雑誌でしか見たことないそのホテルの格式高い雰囲気に圧倒されながらも、部下の人についていくと、個室の部屋に通された。

「こちらでお待ちください」

　中で真紀さんのお父さんが待っているのかと思ったが、誰もいなかった。

　部下の人が出ていってしまったので、仕方なく一番手前にある椅子に腰かける。

　その間に真紀さんにはまたメッセージでホテルの場所を伝えた。場所がわかっていれば、最悪なにかあっても捜してくれるだろう。

　……最悪って、なによ。

　誰もいない部屋に私の空笑いが漏れる。そしてすぐにガチャッと扉が開く音がした。音に反応して立ち上がって振り返る。

　てっきり真紀さんのお父さんがいると思っていたが、そこにいた人物に驚愕する。

「真紀さん!?」

　入ってきたのはスーツ姿の真紀さんだった。

「里桜。お前も呼ばれたのか」

　真紀さんはため息をつきながら、私の隣に座る。

　ビシッと着こなしたスーツ姿に一瞬見とれていたが、真紀さんの険しい顔にハッとする。

「真紀さんも呼ばれたんですか？」

「あぁ。わざわざクリニックに迎えが来てさ。こっちは急遽閉めなきゃならなくなった」

　忌々しそうにする真紀さん。本当に突然連れてこられたのだろう。

「こうでもしなければ、お前は来ないだろう」

　うしろからそう言われ、私は弾かれたように振り返った。

　そこには五十代後半くらいの、背の高いガッチリした体格の男性。眼鏡をかけていたが、その顔は真紀さんに似た整った顔立ちをしており、すぐに真紀さんのお父さんだとわかった。

「あなたが朝比奈里桜さんだね？」

　穏やかに微笑まれ、慌てて立ち上がって一礼をする。

「初めまして」

「座ってくれ。急に呼び立ててすまなかったね」

　お父さんは私たちの前の席に座って飲み物を注文した。

「そう怖い顔をするな、真紀」

「ボストンにいるはずのあなたがなんで日本にいるんだ？」

　トゲのある口調に、真紀さんのお父さんは苦笑いした。

「水島から連絡をもらったんだよ。うちの麗香がお宅の真紀くんと結婚したいと話している、真紀くんにはよかったらうちの病院を継いでほしいと」

　どこかおもしろそうにお父さんは話す。きっと麗香さんは自分の父親に泣きつき、真紀さんのお父さんから真紀さんを説得してほしいと考えたのだろう。

「お前、水島のとこの娘と付き合ってたんだな」

「研修医の頃、半年だけだ。あの性格に嫌気がさしてすぐに別れた」

　そうだったのか、と真紀さんを見るとお父さんも噴き出して笑っていた。

「女好きのお前が降参するくらいだもんな。俺もそんな娘がうちの嫁になるのは勘弁だ」

「じゃぁ、もういいだろう？」

　そう言って真紀さんは私の腕を掴んで立ち上がらせようとする。

「俺は、水島の娘は勘弁だが、そこのお嬢さんがいいとはひと言も言ってないぞ」

　微笑みながらもどこか冷めた言い方に、私も真紀さんも凍り付く。

「どういうことだ。俺と里桜のことはもう調べているんだろう？」

「あぁ、調べさせた」

　それは興信所とかに私を尾行させたっていうことだろうか？

　いつの間にか身の回りを調べられていたことに寒気がした。

「なんの問題もないはずだ」

「ないよ。つまらないくらいに、平凡な娘さんだ」

　平凡と言われて少し傷つくがその通りなのでなにも言えない。

「だからといって、その彼女と結婚を認めるかは別の話だ」

　結婚!?　付き合いだしたばかりなのに、話が大きく飛んでいるようで目を丸くするが、隣の真紀さんは表情ひとつ変えない。

「俺はいずれ里桜と結婚しようと思っている」

　真紀さんは落ち着いた声でお父さんにはっきりと言った。そう宣言してくれたことに、胸がキュウっと締めつけられる。うれしさで涙が出そうになった。

「それなら、条件がある」

「条件だと？」

「結婚するなら、ボストンに来て研究を手伝え」

　ボストンへ!?

　驚いて息をのむが、真紀さんは無反応だ。まるで、そうした条件を出されることを予想していたように見える。

「親父。何度も言うが、おれは心臓外科には戻らない」

「真紀。何度も言うが、お前には才能がある。町でのんびり小児科なんかをしていたらもったいないんだ」

「なんかって言うな。子どもたちを治すのは大切な仕事だろう」

「心臓外科でも小児は救える。むしろ、お前でなきゃ救えない子どももいるんじゃないか？」

　たしかにお父さんの言い分は一理あるが、しかし真紀さんが本当にやりたいのは今の仕事だ。お祖父さんのように、町の人たちのために身近な存在でいて力になりたいと考えている。

　でもたしかに心臓外科の仕事も大切だ。真紀さんでなければ救えない人もいるのかも知れない。

　私と結婚するなら、ボストンで心臓外科の研究を。

　このまま藤堂クリニックを続けるなら、私との結婚は認められない。

「親父。俺もいい年なんだ。いつまでも親の言う通りに動くわけじゃない」

「じゃぁ、朝比奈さんとの結婚は認めんよ。俺だけではない。藤堂一族が認めないということになる」

　真紀さんのお父さんだけではなく、家族や親戚も？

「うちは医療に広く深く携わっている家系だ。そこに認められないということは、お前は医学界で爪弾きにされるだろうな」

　藤堂の影響力が強いということだ。真紀さんは医者をやりにくくなってしまうのだろう。

「どうせ、俺が里桜と別れたとしてもすぐに新たな嫁候補を見つけて心臓外科に戻すつもりだろう」

　真紀さんの苦々しそうな表情に、お父さんは笑い声をあげた。

「なるほどな。傷心の息子にそこまで手ひどくするつもりはなかったが、それでもいいな。本当にうちの息子は頭がいい」

　ニヤリと笑うお父さんに怖さを感じ、思わずテーブルの下でギュッと服を握りしめた。










強敵は近くに




　結局はその場で答えなんて出るはずもなくて、私たちは「よく考えるように」と言われて帰路についた。

　私を迎えに来た黒いスーツの部下が車で送ってくれる。

「篠しの原はらさんは、親父のもとで働いていて不満はないんですか？」

　真紀さんは運転席の部下の人に聞いた。篠原さんというのか。

「ないですよ。私は藤堂先生と共に研究に携われて光栄です」

「同じ医者なのに、秘書のように使われて業務外のことをやらされても？」

　暗にこのことを指しているとわかるが、篠原さんは苦笑した。

「それでも、私は藤堂先生を尊敬していますので」

「それは気の毒な話だな」

　真紀さんはフッと鼻で笑う。

「私は真紀さんがうらやましいですよ。藤堂先生の息子として生まれ、医者としての才能もある。あなたほどの人が本気になれば、新しい治療法や技術も生まれるでしょう。宝の持ち腐れだ」

　穏やかな声なのに、言葉はなかなかの辛辣さを持っている。

「周りにそう言ってもらえるのはうれしいけどな。でも、今の仕事の仕方は俺のやりたかったことなんだ。そこをあきらめたくはない」

「そうですか。それでは、朝比奈さんとお会いするのはこれが最後になりそうですね」

「悪いが、そこもあきらめられない」

　別れをほのめかされる中、真紀さんは私の手を握って篠原さんを鼻で笑った。

　でも、私はその手を強く握り返せない。

　だって、私がいることで真紀さんの夢はつぶされてしまうかもしれないのだ。

　そんなことはしたくない。

　どうすればいい？

　せっかく麗香さんのことがやり過ごせそうだと思っていたのに、今度はさらに新たな強敵が現れてしまった。




「それでは、失礼します」

　篠原さんは私たちをマンション前まで送った後、丁寧に一礼してから去っていった。

　なんとなく車を見送り、マンションに入ろうとすると真紀さんが握っていた私の手を軽く引っ張った。

「なにを考えている？」

「なにをって……」

　真剣に見つめられ、一瞬言葉に詰まる。

「里桜、お前は深く考えすぎなくていい。俺がなんとかするから」

「どうやって？　ボストンに行くしかなくなるんじゃないの？」

　そう聞くが、真紀さんは首を横に振る。

「じゃぁ、別れるの？」

　声が震えてしまう。言葉にするのもつらいセリフだ。

「それはない」

「じゃぁ、どうするの！」

　真紀さんのスーツを掴む。

「私は真紀さんに好きな仕事をしていてほしい。たとえ才能があるって言われていても、やりたい仕事をしていてほしい。でも、別れたくない」

「里桜、俺だって同じ気持ちだよ」

　なだめるように背中をなでながら抱きしめてくる。

「籍入れちゃおうか」

　どこかいたずらっ子のような口調で言う。しかし、それには首を横に振った。

「そんなことしたら、それこそ真紀さんの好きな仕事ができなくなる。私は真紀さんの家族にも認めてもらいたいよ」

　私の頭に顎を軽くのせながら、「そうか」とつぶやいた。

「とりあえずは里桜。この件は俺に任せてくれないか」

　そう微笑まれて、ゆっくりとうなずいた。




　今後のことは真紀さんに任せるとはいえ、やはり心は沈んだままだ。

　しかし、仕事は仕事と気持ちを切り替えて黙々と打ち込んでいると、鈴木主任と部長に呼ばれた。

　またなにかやらかしてしまったのかと固まるが、鈴木主任は笑顔を見せる。

「お話とはなんでしょうか？」

　会議室に呼ばれてドキドキしていると、鈴木主任はうれしそうに笑った。

「そんなに怯えなくていいのよ。今日はいい話があるの」

「いい話？」

　キョトンとすると、部長も大きくうなずいた。

「朝比奈さんに、副主任を任せたいんだ」

「副主任ですか!?」

　思いもよらない話に目を丸くする。

「今、ちょうど副主任のポストは空いたままだっただろう？　そこに君を据えたいんだ」

「正式な辞令は十月になると思うんだけど、どうかしら」

　鈴木主任と部長の言葉にただ驚きを隠せないでいる。

「この間の秋のイベントも大成功だったし、評判もよかった。朝比奈くんなら任せられると思うんだ」

「はい！　うれしいです。よろしくお願いします」

　思わず立ち上がって大きく頭を下げた。突然の昇進の話にうれしさを隠せない。

「ありがとうございます」

　飛び上がりたい気持ちを抑えながら、お礼を伝えた。




　うれしい気持ちのまま、真紀さんに報告するため部屋で待つ。

「ただいま」と玄関のドアが開くと、そのまま飛びつかんばかりに真紀さんを迎えた。

「どうした、機嫌がいいな」

「あのね、私もしかしたら副主任になるかもしれないの」

「副主任？」

　真紀さんは目を丸くする。

「そう、まだ正式な辞令は下りてないんだけど、上司から打診があったの」

「そうか」

　私の喜び方とは裏腹に、真紀さんは一瞬なにかを考えるような目をした。そして、すぐにニッコリと笑顔を見せて「おめでとう」と言ってくれた。

　その違和感に首をかしげる。

「真紀さん？」

「ん？」

「なにかあった？」

　ストレートにそう聞くと、真紀さんは「なにもないよ」と答えるが、なんだろう。なにか変な感じがする。

「真紀さん」

　私はソファでくつろぐ真紀さんの腕を揺さぶった。

「なにか隠してる？」

「……女ってなんでこんなに勘が鋭いんでしょうかね」

　苦笑する真紀さんをジッと見つめる。

「里桜が俺にやりたいことをあきらめてほしくないと言うように、俺も里桜には同じ思いなんだ」

「副主任のこと？」

「そう。だから、里桜には仕事を続けて副主任になってもらいたい。そして俺は、一度ボストンへ行こうかと思う」

　真紀さんの言葉に驚きで声が出なかった。

　ボストンに行かないと言っていたのは、ついこの間のことだ。

　なのに、急になぜ？

　突然の話に絶句していると、真紀さんは優しく微笑んだ。

「実は、親父に会ってからずっと考えていたんだ。長い目で見たときに、今だけ親父の仕事を手伝って区切りをつけたら、またクリニックをやろうと思う。そうじゃないと、ずっと親父や医学界からの圧力があるままだ」

「どのくらい？」

　やっと出てきた声は、涙で震えていた。

　だって、ボストンへ行くっていうことは数ヶ月や半年の話ではない。

「たぶん、二、三年は行くと思う」

　そんなに……？　短いようで、でもそれなりに長い期間だ。そんなに長く離れていなきゃいけないの？

「親父の願いを一時でも叶えておけば、この先を考えたときに今よりもやりたいことがしやすくなると思うんだ」

「そうかしら？」

「あぁ、親父は自分の力や権力がある程度確固としたものになれば、後は別に俺がなにしようがかまわないだろう」

「正式に後継としてやってほしいって言われるかも……」

　しかし、それには首を振った。

「それも少なからずあるだろうが、そこで俺が実力を発揮したら親父の名前が隠れてしまう。あくまで、親父のサポートとして俺が必要なんだ」

　はっきりと言いきった真紀さんは、自嘲気味に笑った。

　真紀さんにはお父さんの考えや思いが見えているようだ。だとしても、ずっと離れるなんてつらい。

「わ、私も一緒に……」

　つぶやくが真紀さんは苦笑して私の頭をなでた。

「里桜は、こっちに残ってやりたいことをやるんだ」

「でも」

「里桜にとっても俺にとっても三年は長い。だから待てなかったら待たなくてもいい。あぁ、でもだからといって、別れると言っているわけではないし、そのつもりはないよ」

　サラッと言われて絶句する。

　待たなくてもいいって言ったの？　どうして……。

「ただ里桜だって適齢期だ。結婚願望だってあるだろ？　俺はそれをすぐには叶えてやれない。そばにもいてやれない。もし、里桜が心変わりしても責められない」

　私が言葉を挟もうとすると、手で遮られた。

「俺だって里桜と別れたいわけじゃない。だから、戻ってきたとき、一度だけ会いに来る。そのときに里桜がまだ俺を想っていてくれたら、もう一度やり直そう」

「真紀さん……」

　嫌だというひと言が出てこない。私がそれを言える立場にはないんだ。

　真紀さんは、お父さんに会ったときから考えていたというけれど、本当はきっと麗香さんのことが起きたときからお父さんが出てくることや言われることを予想していたのではないだろうか。だからこそ、こんなにスラスラと考えが言えるのだ。

　それに、真紀さんは私が仕事を好きだって知っているから、たとえ副主任の話がなかったとしてもボストンへ連れていく気はなかったのだろう。

　でもだからって、あんなに私を大切に思ってくれていたのにこんなにあっさり決断できるものなの？

　あんなに好きだって言ってくれていたのに、簡単に離れることができるものなの？

　それとも、私を想っていながらもずっとこうなることを予測していて、とっくにいつか離れる日がくると覚悟を決めていたの？

「勝手な男だって嫌いになってもいいよ」

「なれません」

　顔を覆ってボロボロと泣く私をきつく抱きしめた。

　どのみち、今のままでは真紀さんとの将来は認められないんだ。

　真紀さんは嫌いになってもいいなんて言うけど、きっと私たちが幸せになれるように、今自分のやりたいことを後回しにしてまでなんとか解決しようとしている。その糸口を探した結果がこれなのだろう。

　それでも、長い年月がかかる。だから自分の気持ちを殺してまで、待たなくていいなんて言うんだ。

　サラッとあんなこと言うくせに、いつまでたっても真紀さんはきつく抱きしめたまま私を離そうとしない。

　言っていることとやっていることがバラバラだよ……。

　だからこそ。私は真紀さんをここで待っていたい。










散るのは桜か




　待っていたい、って思っていた……。思っていたのに……。

「桜が……消えた」

　窓の外に見える桜はもう葉桜だ。駅で同じセリフを言ったときからどれくらいの年月がたっただろう。

　年月がたつのって早いな……。

「主任。朝比奈主任、この書類に印鑑をお願いします」

「あ、ごめん」

　デスクの前で声をかけられ、ハッとして書類を受け取る。

　印鑑を押しながら、ついため息が漏れた。

「お疲れですね」

「あぁ、うん。もう春だなぁって思っただけ」

　首をかしげる部下に苦笑しながら印鑑を押した書類を返却する。あれから、何度も桜の季節が通りすぎた。

　あの話し合いの後、年末に彼はクリニックを閉めた。そして、年明けと共にボストンへ旅立っていったのだ。

　すべてがあっという間で、心の整理も中途半端のまま、それでも初めはマメにメッセージや電話のやり取りをしていた。

　でもそれが、お互いの忙しさから一年ごとにみるみる減ってきた。それでもなんとかつなぎ止めていたメッセージも一年前で終わっている。




　彼は三年で帰ると言ったが、もう五年がたってしまった。

　三十三歳となった今、もう限界なのかもしれない。彼からの返信がこなくなったのは、もう終わりにしようということだろう。

　もう、彼のために泣くことはなくなった。

　ため息と共にデスクのパソコンをいじり始めると、置いていたスマホにメッセージが届いた。送信元は、昨年退職した鈴木主任からだった。

『よかったら明日、ランチしない？』

　明日の土曜日はとくに予定もない。

　久しぶりのお誘いにすぐに了承の返事をした。




　翌日。

　約束の時間に鈴木主任の家を訪れると、パタパタと小さなかわいい足音が聞こえてきた。

「里桜ちゃーん」

　玄関のドアが開くと四歳の乙おと葉はちゃんが抱きついてきた。それをギューッと抱きしめ返す。

「乙葉ちゃん！　久しぶりだね」

「もう、乙葉。飛び出したら危ないでしょう」

　注意をしながら奥から鈴木主任が第二子の葉は月づきちゃんを抱っこして現れた。

「主任！　お久しぶりです」

「主任はあなたでしょう」

「そうでした、つい癖でいまだに呼んじゃうんですよね。美み紀きさん」

　鈴木主任――もとい美紀さんは、昨年二人目の妊娠を機に仕事を辞めた。そして、そのポストに私が収まったのだ。

　美紀さんが辞めてからも交流は続き、数ヶ月に一度はこうして会っている。最後に会ったのは昨年のクリスマス前だから久しぶりだ。

「葉月ちゃん、大きくなりましたね」

「もうすぐ一歳だからね」

　通されたリビングには旦那さんはおらず、明日まで出張なのだそうだ。

　忙しい中、お昼ご飯を用意してくれたようでおいしそうなご飯がテーブルに並んでいた。

「美紀さん、本当に料理がお上手ですよね」

「そんなことないけどね」

　笑う美紀さんは相変わらず綺麗で幸せそうだ。

「そういえば、この前偶然心さんと会ったのよ」

「心さんですか？」

　美紀さんから出た名前に少し驚いた。

　心さんは相変わらず、あの藤堂薬局に勤めていた。藤堂クリニックは閉院したけれど、薬局はあの周辺の病院の処方箋を扱っているため存続していたのだ。

「そう。町で偶然声をかけられて。相変わらずのイケメンよね～。あれでまだ独身でしょう？」

「彼女はいるみたいですけどね」

　三年前くらいに彼女ができて、変わらず続いているようだ。少し年下の眼鏡の似合うキリッとした美人だ。時々、クリニックの前で仲よさげにしているふたりを見かける。

「私、てっきりあの後、心さんと朝比奈がくっつくかと思ってた」

「さすがにそれはなかったですね」

　心さんとは相変わらずの関係だ。

　ふたりで食事に行ったりはしないけど、会えば立ち話をするくらいだ。

　心さんは私がひとり残された当初、気にかけて真紀さんの話もしてくれたが、次第にその話題を出さなくなった。たぶん、気を使ってくれているのだろう。

「藤堂先生から連絡は？」

「一年前からないです。でも、その前もやり取りしたのは夏頃だったし、少しずつ期間は空いてきていたから別にって感じですけどね」

　ふふっと笑うと美紀さんは「ふぅ」とため息をついた。

「なんだかんだでメッセージのやり取りをしていたから、仲は続いているかと思っていたけど」

「ここ二、三年はメッセージも一行二行ですよ。それも、数か月に一度」

　どこか、義務のようにもなりつつあった。

　しかし、それもパタリと終わるとどこかホッとしている自分もいた。

　たとえ数ヶ月に一度でも、私は真紀さんからのメッセージを待っていた。毎日、今日は来るだろうかと心のどこかで思いながら過ごしていた。

　あきらめと微かな期待。でも、それももう疲れてきたのだ。

「三年なら待てたんですけどね。もう五年ですよ」

　お茶を飲みながら苦笑する。

　私だって結婚願望はある。美紀さんのようにかわいい子どももたくさんほしい。だから、さすがにこれ以上は待てなかった。

「じゃぁ、もうあきらめるの？」

「そうですね。そろそろ婚活でも始めようかな」

　ニッコリ笑うと、美紀さんはどこか悲しそうに微笑んだ。

　たくさんおしゃべりをして、乙葉ちゃんや葉月ちゃんと遊び、夕方には鈴木宅をお暇した。

　久しぶりに美紀さんと話したことで、気持ちがスッキリしている。




　いつもより足取り軽くマンションへ帰宅すると、引っ越しトラックが出発していくところだった。

　入居日は今日だったのか。

　引っ越ししてくるのはお隣だ。

　真紀さんが部屋を出た後、二回ほど新たに入居者の出入りがあった。先月末に二回目の人が出ていったから、また誰かが入るのだろう。

　あの間取りだからか、一回目は新婚夫婦で二回目は同棲カップルだった。今回もそんなところだろうと予測する。

　明日にでも引っ越しの挨拶があるかもしれないな、とテレビを見ながらスマホで婚活サイトの検索をしてみる。

　最近はこうしたところからの出逢いも主流になってきているし、試しにやってみようかなと見ていると、部屋のインターホンが鳴った。

　あぁ、お隣だろうと予測がつき、モニターを確認せずに玄関のドアを開ける。

「はい」

「危ないな、相手を確認してから開けろよ」

　開けたとたんに言われたひと言は文句だった。

　玄関前には、二十代後半くらいの若い茶髪の外国人男性。そこそこイケメンで、態度が妙に大きかった。

　ムッとして睨んでしまう。

「どちら様？」

「……朝比奈さん」

　男性はうちの表札を見て、確認する。

　感じ悪いなぁ。

　この人が隣に引っ越してきたのか。なるべく関わらないようにしよう、と心の中で決めた。

　このとき、男性は私を見て言った。

『こんなちんちくりんに、負けるなんて』

「え？」

　英語でなにかをつぶやかれたが、英語がさっぱりな私は男性が言ったことがわからなかった。でも、馬鹿にされたのはなんとなくわかる。

　日本人じゃないのだろうか。

　すると、男性がみるみる涙ぐんでいった。

　ええ!?　なんで!?

「エ、エクスキューズミー？」

『僕はこんなのに負けたというのか！　マキ！』

　男性が英語でなにかを叫んだ後に、「マキ」と言ったのだけは聞き取れた。

「ま……き……？」

『ジョン！　お前いい加減にしろよ！』

　聞こえてきた声にハッと息をのむ。

　勢いよく隣の部屋の玄関が開いてひとりの男性が飛び出してきた。

　どうして……。

『いい加減にボストンへ帰れよ、ジョン！』

『僕はマキといたいんだ！』

『俺は勘弁だって、何度も言っているだろう。今回だってノコノコついてきやがって』

『ねぇ、ボストンへ帰ろうよ』

　目の前で真紀さんと男性――ジョンが言い争いをしている。話している言葉はわからないが、真紀さんは迷惑そうだ。

　というか、目の前に真紀さんがいる。

　相変わらずのスラッとしたモデル体型に、五年たって少し顔に渋みが出てきて味のある顔。それがなんともいえない色っぽさを醸し出していた。

　変わらないその姿に、夢かと思う。

　あぜんとして言葉もない私に、真紀さんは初めて目線を寄越した。

　五年ぶりに目が合った。

　真紀さんが私をジッと見てから、一歩こちらへ踏み出した。反射的に下がってしまい、掴んでいた玄関のドアノブを自分の方に引いて閉めようとした。

「待て！」

　ドアが完全に閉まる前に真紀さんは扉をすばやく掴んで、その隙間に足を入れた。そんなことをされたら扉が閉まらない。

「は、離して！」

「それはできない。少し話がしたい」

　話？　そんなもの、今さら必要ないではないか。

「里桜、俺に話す時間をくれないか」

　懐かしい、ずっと求めていた声で里桜と名前を呼ばれてドキッとする。ついドアノブを掴む力が弱まり、その隙にグイッと大きく開けられた。

「里桜」

　五年前と変わらない、優しい呼び方。

　なんで、やっとあきらめられると決断できたときに現れるのだろう。

　突然のことで、戸惑いからどうしていいかわからなくなる。ぎっと唇を噛んでいると、スマホを握っていた腕を掴まれた。

「なにするの」

　大きな手の温かさに慌てて振り払おうとするが、私の力でできることではなかった。真紀さんは掴んでいたスマホの画面を睨みつけるように見ている。

「これはどういうことだ？」

　画面は婚活サイトを開いたままだった。隠そうとするが、真紀さんはそれを許してはくれなかった。

　その顔は睨みつけるでもなく、ただ真っ直ぐに私を見下ろしてくるだけだ。

「……真紀さんが待たなくていいって言ったんじゃない」

「……そうだったな」

　消えそうな声でそう反論すると、あっさりと肯定される。ただ言葉と声と顔が一致していないようだけれど。

『ほら、マキ。やっぱり僕とボストンへ帰ろうよ』

　ジョンは勝ち誇ったように私を鼻で笑い、真紀さんの腕を掴んだ。

　真紀さんはその手をうっとうしそうに振り払うが、同時に私の腕もそっと放した。

　真紀さんはなにか言いたげに一瞬私を見つめるが、軽く首を振って玄関から離れた。そして玄関のドアが閉まり、隣へ戻っていく彼の姿は途中で消えてしまった。

　その直後、隣の部屋も開いて閉まる音が聞こえたため、隣に引っ越してきたのは真紀さんに間違いはないのだろう。あのジョンも一緒かどうかはわからないが。

　無機質な玄関のドアをぼんやりと見つめながら、掴まれた腕の部分をこすっていた。痛くはないのに、温もりはすぐに離れそうにない。

「なんで……」

　本当は聞きたいことがたくさんあった。

　なにしに来たの？　いつ帰ってきたの？　どうして連絡くれなかったの？　もうずっと日本にいられるの？　今、なにしているの？　クリニックはどうするの？　彼女はいるの？　私のこと、どう思っているの？

　たくさん聞きたいことはあったのに、いざ本人を前にしたら声が出ない。

　出ても拒否しかできない。真紀さんと話すのが怖かった。

　ひたすら真紀さんを待ったこの五年は、無駄だったのではないか。

　突然の帰国に、真紀さんのしたがっていた話というのをまだ聞く余裕を持てないでいた。










待ちわびた隣人




　翌日。ほとんど眠れずに迎えた日曜日の朝。

　隣の部屋に真紀さんがいると思うとなんだか落ち着かない。前のようなドキドキではなく、ソワソワするような、どちらかといえば不安感が強い。

　ため息と共に窓を開ける。

　私の気持ちに反して、とてもいいお天気だ。

　空気の入れ換えをしていると、隣から英語で言い争うような声が聞こえる。たぶん、ジョンと真紀さんだろう。あのふたりもどんな関係なんだろう。真紀さんはジョンをうっとうしそうにしていたけれど、ジョンは真紀さんにべったりだ。

　ふたりの関係を考えようとして、そこでやめた。別に気にしなくてもいいのではないか？

　私に関係あることとは思えない。

　簡単に身支度を済ませて、気分転換に買い物でも行こうかと部屋を出ると、真紀さんの部屋からジョンが出てきてばったり会ってしまった。

　ジョンは私を見ると、唇を尖らせてムッとした表情をする。

　どう反応してよいかわからず、とりあえずは軽く会釈して通り過ぎる。しかし、ジョンはうしろからついてきて声をかけてきた。

「リオ」

「……呼び捨てですか」

　外国人だから仕方ないかと思いつつも、ほぼ初対面の人にファーストネームを呼び捨てにされたことがないので、あまりいい気分はしない。しかし、ジョンはわからないのか首をかしげる。

「リオはマキが好きか？」

　エレベーターに乗り込んだとたんに直球で聞かれる。あまりにもストレートな物言いに、一瞬言われたことが理解できなかった。

　チラッとジョンを見るが、決してふざけている様子はない。なにをどこまで知っていて、どう思って言っているのかがわからないので無言で顔をそむける。

　しかし、ジョンは「リオ、暇？　僕、お腹空いた」と私の手を引いて近くのファミレスへ入っていく。あまりの強引さに、反論する余地もなく気がつけば席に座っている。

　どうして私の周りはこう自分勝手な人が多いんだ。あきれつつも、実際はやることもなかったためコーヒーを頼んでジョンの前におとなしく座っていることにした。

「僕は、ジョン。日本人とアメリカ人のハーフなんだ。だから少し日本語はわかる」

　席について向かい合うと、ジョンはさっきまでのツンケンした態度から一変して、淡々と自己紹介を始めた。たぶん、けんか腰ではなくちゃんと私と話そうと思っているのだろう。

「マキとは三年前、ボストンで知り合った。僕も一応はドクターだからね、マキの下で働いていた」

　つまり、ジョンは真紀さんの部下ということか。

「マキは天才だよ。さすが藤堂ドクターの息子だ。心臓の難しい症例のオペも、それらの研究も正直、藤堂ドクターの手柄にはなっているけれどマキがいたからできたことだ。そのマキがこの一年、寝る間も惜しんで研究を一気に進めた。なぜかわかるか？」

　ジョンはまた唇を尖らせて私を見た。

「マキはリオのために早く帰国したかったんだ」

「え？」

　私が驚くと、気に入らなそうな顔をフンッと背けた。

「マキはいつもリオの話をしていた。待っていてくれるかわからないけど、待っていてほしいって」

「なに、それ……。だって、連絡を断ち切ったのは真紀さんですよ」

　何度もメッセージを送ったけど、いつも素っ気なくて返事も遅い。最終的には返信がこなくなった。だからもう終わりなのかなって思っていたのに。

「そこはマキに詳しく聞かないとわからないけど、マキはずっと藤堂ドクターを説得していた。そしてやっと解放されたんだ」

　藤堂ドクターとは真紀さんのお父さんのことだろう。説得していたってどういうこと？

「なのに、やっと帰国したらこんなチンチクリンな女でしかも結婚サイトとか見てるし。そんなふしだらな奴にマキはあげられないよ」

　やや憤慨気味にジョンは言う。ふしだらって、なかなか最近聞かないセリフだなと思う。

「ジョンは真紀さんが好きなのね」

「ラブではないけど、ソンケーしている」

　胸を張って言うジョンにクスリと笑ってしまった。

「ありがとう。あなたのおかげで真紀さんと少し話そうかなって思えてきた」

　そう言うと、またフンッとそっぽを向かれてしまった。

　ジョンはきっと真紀さんの想いを伝えに来てくれたのだろう。

「僕は君みたいなタイプは好きじゃない。でも、マキの暗い顔は見たくないんだ」

「そう」

　暗い顔をしていたのか。

　真紀さん、少しは私に都合よく解釈してもいいですか？

　ジョンが部屋に戻ると言うので、私もそれについていくことにした。

　自分の部屋ではなく、真紀さんの部屋の前へ行くとジョンがインターホンを連打する。

「うるせーよ、ジョン！」

　真紀さんが顔をしかめながら部屋のドアを開け、ジョンのうしろにいる私に気がつくとハッと固まった。

「マキ、僕はボストン帰るから」

　ジョンはそう言って玄関に置いていたキャリーケースを引っ張り出した。

「帰る？」

　ハッとしたように聞くと、すでにジョンは準備を済ませている。

「また、遊びに来るからね。マキ」

「来なくていい」

　真紀さんが苦笑するとうれしそうにジョンは笑った。そして、私をチラッと見た後、部屋を出ていってしまったのだ。

　ジョンが去っていくと、玄関には私と真紀さんが残された。真紀さんはジーパンに長袖のＶネックＴシャツというラフな格好をしている。

「部屋に入るか？」

　そう聞かれて、黙ってうなずいた。奥に行く真紀さんの背中を追いかける。

　あ、真紀さんの匂いだ……。

　部屋の中の懐かしい匂いに胸がキュッとなった。

　昨日引っ越してきたばかりのせいか、部屋の中は段ボールが多かった。しかし荷ほどきをしていたようで、ある程度は片づいている。

「適当に座って」

　そう言われてソファに座る。このソファ、五年前に使っていたものと同じだ。

　私の目線が物語っていたのか、真紀さんはコーヒーを出しながら苦笑した。

「急な引っ越しだったから、トランクルームを借りて家具はそこに入れていたんだ」

　なるほど。だから全体的に見覚えのある物があったのか。

　真紀さんはソファに座らずに、ラグマットの上に座った。

「話を聞いてくれる気になった？」

　その落ち着いた声に、「教えてほしいことがあるんです」とポツリと答えた。

「メッセージをくれなくなったってことは、私に待つなと言っているんですか？」

　自分でも驚くほどに落ち着いて聞くことができた。

　私の問いかけに、真紀さんは手もとのコーヒーに目線を落とす。

「五年、かかってしまった。これには自分でも予想外だったけど、親父の研究の目途が立ったのは最近だ。これ以上、時間をかけたくなかったからこの一年は寝る間も惜しんで、研究に没頭した。そしてやっと親父から好きなことをしていいと言われたんだ。好きに生きていいと。要は、用済みだってことなんだろうけど、でも気がついたときには里桜と連絡が途絶えてしまっていた」

「返信をくれなかったのは真紀さんです」

　少し、拗ねたように言うと困ったようにうなずいた。

「明日返そう、明日返そうって思って時間が過ぎてしまったんだ。それでも、俺はずっと里桜を想っていた。早く日本に、里桜のところに帰りたいと。そのためには研究を進めなくちゃと、そればかりを考えて、肝心の里桜を放ったらかしにしていた。結果、婚活しているとはな。少しこたえた」

　真紀さんは苦笑するが、私は笑えなかった。

「真紀さんが待たなくていいって言ったんです」

「そうだな」

「返信が途絶えたのも、そういうことかと思っていました」

「本当はそういうつもりではなかった。結果、そう思われても仕方ないことだけど」

　そういうつもりはなかった？

　気がつけば私はソファから下りて、真紀さんの隣に座りその腕を掴んでいた。

「じゃぁ、どういうつもりだったんですか！　待つなって言ったくせに、自分から連絡を寄越さなかったくせに、五年も放っておいたくせに、いざ帰ってきたら私が婚活していることがこたえるだなんて！　真紀さんは私を振り回しすぎです！　私はどうしたらいいんですか！」

「結婚しよう」

　真紀さんは自分の腕を揺さぶりながら訴えかける私に、落ち着いた声でそう言った。

　あまりにも唐突な言葉に時が止まる。

「俺と結婚してほしい」

　私が固まっているためか、真紀さんはもう一度ゆっくりと私にプロポーズしてきた。

「五年前に言っただろう？　俺は里桜と結婚したいって。その気持ちは今も変わらない。でも、お前を不安にさせた期間が長かったから、もし俺から気持ちが離れているなら無理して受けてくれなくてもいい」

　真紀さんは珍しく気弱な言い方で私の顔を覗き込んだ。

「その涙はどっちなんだよ」

　苦笑しながら私の頬をぬぐってくれる。自分でも気がつかないうちに涙があふれていた。

「泣くくらいに、嫌か？」

　そう言いながら優しく私の髪をなでてくる。受けてくれなくてもいいなんて言いながら、本当は私の答えをわかっていたのではないだろうか。

　声も視線も仕草も、すべてが甘く愛おしさにあふれているのを感じる。

「遅い！　五年も待った！」

「ごめん」

　泣きながら抗議すると、苦笑しながら謝ってくる。そして、泣いている私の額に軽くチュッとキスを落とした。どこか遠慮がちではあるが。

「ゆ、許してないんだから」

「じゃぁ、結婚するのやめるか」

　真紀さんはそう言って私から離れようと体をうしろに引くので、反射的に腕を掴んだ。

「そんなことしたら、もっと許さない」

　泣きながら言う私に、真紀さんは声を出して笑いながらそのままギュッと抱きしめてくれた。

　懐かしい変わらない真紀さんの香りは混乱していた私の気持ちを落ち着かせてくれた。やっぱりとても居心地がいい。やっと納まるべき場所に体が収まった気分だ。

「里桜、待たせてごめん。待っていてくれて、ありがとう」

「遅いよ」

　抗議の声は真紀さんの唇で塞がれる。

　甘く優しい真紀さんのキスだ。

　そして、そのまま軽々と抱き上げられ、寝室へ連れていかれる。

「今日は、五年間の穴埋めをさせてほしい」

　そう言うと、私の返事も聞かずに何度もキスを落としてきた。どこかで微かに怖がるような気持ちが見えた気がして、「私はここにずっといる」という気持ちを込めて、首に腕を回す。

　私が受け入れたことで、さらに真紀さんは激しく私を求めてきた。

「里桜……」

　切なげに名前を呼ばれるだけで、胸が苦しくなる。不安の苦しさではなく、満たされた喜びでいっぱいになる苦しさだ。

「愛してる。里桜、愛してるよ」

　吐息に紛れて何度も愛おしげにささやかれる。

　途中からはそれに応えるので精いっぱいだった。言葉にならない分、キスで体で自分なりに愛情を示す。お互い、離れていた分の寂しさや恋しさや切なさを埋めるように、時間を忘れてただひたすら求め合った。

「もう、どこにも行かないで……」

　私のつぶやきに、真紀さんが優しく微笑む。

「もうどこにも行かない。一生、そばにいると誓うよ」

　私を離さないと言わんばかりにきつく強く、なのに優しく抱きしめてくれた。

「もっと、里桜をちょうだい」

　そう微笑まれて、三連休でよかったとこのときほど思ったことはなかった。




　真紀さんのおかげで、月曜日はベッドからすっきりと起き上がれないでいた。

「おはよう」

　優しい瞳で、満足げに私を見つめている真紀さんに文句のひとつでも言おうと思ったが、その前に心がほっこりと満たされてしまった。

「おはようございま……す……」

　そう挨拶をして目をこすろうと持ち上げた左手に違和感を感じて、指を凝視した。

「これ……」

「里桜の好みがわからなかったから、俺が里桜に似合うと思ったものを選んだ。今度、里桜の好みの指輪を買いに行こう」

　そう言われたが、驚くほどに私の好みに近い婚約指輪だ。しいて言うならダイヤが大きすぎることくらい。

「綺麗……」

　日の光にキラキラと輝く指輪に、またうれしくて泣けてきた。

「すぐ泣くな、里桜は」

　笑いながら私を抱きしめてくれる真紀さんの胸に顔を寄せる。

「ありがとう」

　心の底からでた言葉に真紀さんも「うん」とつぶやいた。

「一生そばにいると誓っただろう？」

　そう言って、甘く微笑んだ。

　夢かと思うほど、こんなにもうれしくて幸せなことがあるなんて知らなかった。夢なら一生冷めないでほしい。ずっとこのままでいたい。

　でも、幸運なことに夢ではなく現実だ。

　やっとやってきた、幸せな現実だった。




　三年後。

「真紀さん、望のぞみが熱出したみたい」

『わかった、すぐ連れてきて』

　職場に保育園から電話があって、慌てて迎えに行くと二歳になる娘の望が熱を出していた。ぐったりする望を抱っこしながら夫である真紀さんに電話を入れる。

　あやしながら、藤堂クリニックへ行くと顔見知りになった受付の佐藤さんが心配げに望の顔を覗き込んだ。

「あらら、風邪かしら」

「昨日、咳が少しでていたからたぶんそうだと思うんですけど」

　待合室で順番待ちをしていると、「藤堂さん」と呼ばれた。診察室へ行くと、真紀さんが白衣で出迎えてくれる。

「望、熱出たのか」

「うん。三十七度七分で、咳も出ているみたい」

　腕の中の望は父親の声に気がつくと目を開けて「パパー」と甘えた。

「望、あーんしてごらん」

「あーん」

　真紀さんは慣れた手つきで診察していく。

「季節的にも風邪だろうな」

　パソコンでデータを入力していく真紀さんの言葉にホッとする。やはり子どもが体調を崩すのは心配でたまらない。

「大丈夫、すぐに治るから」

「うん」

　真紀さんの笑顔につられて微笑む。すると、彼が私の顔をジッと見つめてきた。

「なに？」

「里桜、疲れていないか？」

「そうかな？」

　最近は年度末の退職に向けて、引き継ぎの真っ最中だ。たしかに少し疲れているかもしれない。

「帰ったら、望は俺が見るからお前は早く休め」

「ありがとう」

　優しい旦那様の言葉に感謝しながらクリニックを出て、心さんのいる薬局へと向かう。

「あれ、のんちゃん風邪？」

　心さんはぐったりする望に目を丸くする。いつも元気であまり風邪を引かないからなおさらだろう。

「そうみたい。お薬お願いします」

　処方箋を渡すと、心さんは調剤のために奥へ消えていった。

「こんにちは、里桜さん」

　代わりに奥から出てきたのは、心さんの奥さんである里さと美みさんだ。心さんとは職場恋愛で、私たちと同時期に結婚している。

　クールビューティーなタイプではあるが、意外と話すとおもしろくて気が合うのだ。

　また、ご飯に行く約束をして薬を受け取ると、上のマンションの部屋へと戻った。

　望を寝かせて夕飯の支度を済ませると、ウトウトしてきて少しだけとソファに横になる。

　あぁ、望には悪いけど、こういうときこそ本当は昨日見たＤＶＤの映画の続きを少し見たかったのにな。

　結婚前に、真紀さんがマンションをリフォームして私が住んでいた部屋部分にシアタースクリーンを取りつけてくれていた。

　いつかふたりで映画に行ったときに私が言った『部屋にシアター用のスクリーンを置いて、家族で見るのが夢だ』と話したことを覚えていてくれたのだ。

　真紀さんいわく、あのときの私の夢は自分も共感できたし、いつか叶えたいと思っていた、なんて言っていたけれど。

　そんなことを思いつつ、眠気には勝てなかった。

　次に目が覚めたのは、帰宅した真紀さんに揺り起こされてからだった。

「里桜、お前が風邪引くぞ」

「あ、ごめん」

　起き上がって夕飯の用意をしようとすると、手で制止された。

「俺がやるから。望もまだ寝てるし、少しゆっくりしていろ」

「ありがとう」

　手早く用意してキッチンに立つ旦那様に胸がくすぐったくなる。

　そっと背中から抱きつくと驚かれた。

「どうした？」

「ん？　優しい旦那様がいて幸せだなって思って」

　広い背中に顔をうずめると、真紀さんは体の向きを変えて私を正面から抱きしめた。

「こちらこそ、いつもありがとう」

　そう言ってキスを落としてくる。

「ん」

　どんどんと深くなるキスに、思わず真紀さんの背中を叩くが望が寝ているのをいいことに聞いてくれない。

　つい、吐息と声が漏れると満足そうに微笑まれた。それにつられて私も微笑む。

「ところで、最近体調が変だけど、もしかして二人目できた？」

　真紀さんが少し言いにくそうに聞いてきた言葉に目を丸くする。

　そういえば……と考え「あっ……」と気がついた。思わずお腹に手をあてる。

「気がついていなかった？」

　真紀さんの苦笑に私も苦笑いだ。たぶんきっと、私たちの予想はあたっている。

　これは明日にでも産婦人科へ行かなくては。

　すると真紀さんは私のストールを肩からかけて、優しく抱きしめてくれた。

「体を冷やしちゃダメだろう。大事にしなきゃな。あぁ、やばい。すごいうれしい」

　素直な言葉に私も大きくうなずく。そして。

『幸せ』

　額をくっつけ合って、ふたり同時にそんな言葉が漏れたのだった。
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「朝比奈主任、外の高級車見ました？」

　時刻は十九時。残業もほどほどに、そろそろ帰ろうかとカーディガンを手に取ったとき、忘れ物を取りに来た部下が興奮気味に話しかけてきた。

「高級車？」

　なんの話かわからずキョトンとすると、私のデスクのうしろの窓から部下が下を覗き込んだ。私を軽く手招きしている。

　ニヤニヤとなんだっていうの？

　早く帰りたい気持ちもあったが、仕方ないなと一緒に覗き込む。

　自社ビルで七階建てではあるが、私のいるフロアは五階なので窓からは真下の大通りがよく見えていた。

　外はもう暗いけれど、ビルの玄関前に止まっているその車はよく見えていた。

　たしかにひと目で高級車とわかる黒塗りの車が横づけされている。そして、車から降りて後部座席付近の場所に立っている人物にギクッと体をこわばらせた。

　あれは……。

「なんであんなところに止まっているんでしょうね。誰か待っているんでしょうか？」

　好奇心をむき出しにしている部下につい愛想笑いを浮かべ、「そうだね」とつぶやいた。

　あの車、見覚えがあるわ。そして車の脇に立っている人も……。

　思わず頭を抱えそうになるのを我慢して、部下を先に帰らせる。

　さて、どうしようかな。

　ビルの玄関に下りる前にポケットからスマホを取り出した。なにがあってもいいように、真紀さんにだけはメッセージを送っておこう。

　エレベーター前に誰もいないことをいいことに、大きくため息をつく。

「あの車の前にいた人って、たしか篠原さんだよね」

　五年前の記憶をたどり、頭の中で照合させる。あのときと同じだ。真紀さんがボストンへ行く前、真紀さんのお父さんと会わせるために会社まで迎えに来た人がいた。真紀さんのお父さんの部下で篠原さんといったはず。

　今回も篠原さんが私の会社の玄関にいるということは、つまりは私を迎えに来たということで間違いはなさそうだ。

　また真紀さんのお父さんの命令かな……。うぅ、憂鬱だ。

　真紀さんと結婚の約束はしたものの、お互い仕事が忙しくて少しずつしか進んでいないのだ。真紀さんにプロポーズされてから、梅雨時期に私の両親に挨拶をした。しかし、私はまだ真紀さんの両親に正式に挨拶へは行ってはいなかった。前々から二週間後に帰国することが決まっているので、そこで挨拶へ行き、そのときに結納も済ませようという話になっている。

「来るなら事前に連絡が欲しいものだわ」

　誰もいないエレベーターの中、覚悟を決めて一階へ降り立った。

　玄関ホールを通り抜け、自動ドアを抜けて外へ出ると少しだけひんやりとした。最近は、昼間はまだ暑さは残っているけれど、朝晩は涼しくなってきている。

　やはりそこには篠原さんがいて、私に気がつくと深々と一礼をした。

　私も軽く会釈をすると、スマホが振動して電話が着信したことを告げた。表示を見ると真紀さんからだ。真紀さんも時間的に診療が終わったのだろう。

　篠原さんを気にしつつも「はい」と電話に出る。

『里桜、その車に乗っちゃダメだ』

　開口一番に真紀さんは厳しい声でそう告げる。

　ダメだって言っても、そんなの無理に決まっているじゃない。

　そう思いつつもそれは言葉にはしない。

「真紀さん、今目の前に篠原さんがいますよ」

　そう話しながら篠原さんを見上げると、器用に片眉を上げて私に手を差し出してくる。スマホを渡せということだろう。黙って渡すと、そのまま耳にあてた。

「ご無沙汰しております。真紀さん」

　篠原さんは落ち着いた声で真紀さんに問いかけた。篠原さんにそっと近寄って耳を澄ませる。

『里桜をどこに連れていくんだ？　親父はまだボストンだろう？　なんであなたが日本にいるんだ？』

「質問攻めですね。要点は簡潔にと教わりませんでしたか？」

　どこかおもしろそうに口角を上げて真紀さんを挑発している。電話越しでも真紀さんがイライラしているのはわかった。

『どこへ行く？』

　簡潔にひと言聞くと、篠原さんは隣で耳を澄ませる私をチラッと見下ろした。思いっきり目が合う。

「これから真紀さんのお母様のご実家に参ります」

「えぇ!?」

『えぇ!?』

　私と真紀さんの驚愕の声がハモる。

　真紀さんの実家ではなく、真紀さんのお母さんの実家!?　どうして？

　私があんぐりと口を開けていると、いつか見たときと同じように篠原さんは同情的な表情を見せた。

　やめて……、そんな顔で見ないで。この先が恐ろしくなるでしょう……。

『お袋の実家っていうことは、吾妻あずまの家に行くってことか』

「さようで。では失礼しますね」

　真紀さんのつぶやきにあっさりと返事をして、篠原さんは電話を切った。

　一瞬、『あっ』と真紀さんの声が聞こえるが、無情にも通話は切れていた。篠原さんはスッと私にスマホを返してくる。

「あの……、どういうことですか？」

「今話した通りです。真紀さんのお母様のご実家、吾妻家へお連れするようにと」

　いや、それはわかったんだけど。

　ふぅと気持ちを落ち着かせるために息を吐く。

「ですから、それを言ってきたのはどなたですか？　また真紀さんのお父さんですか？」

「いいえ。藤堂先生は来週、帰国予定ではありますがまだボストンにいらっしゃいます。今回は真紀さんのお祖母様からのご命令です」

「お祖母様!?」

　意外な言葉に思わずあんぐりと口を開けてしまう。

　つまりは真紀さんの母方のお祖母様が私を呼んでいるということなの？　どうして？

「とりあえず、車に乗っていただけませんか？」

　篠原さんはそう言いながら、後部座席の扉を開ける。丁寧な口調のわりには強制力のある瞳で私を見てくる。

　これは絶対乗るまで帰してくれない感じがする。

　仕方ないなと黙って車に乗り込んだ。その間にも真紀さんから何度も着信やメッセージが入る。車が発進するとそれに返信し、鞄にしまう。

「あの、どうして篠原さんがお祖母様の命令を聞くんですか？」

　篠原さんは真紀さんのお父さんの研究を手伝っている。秘書的な役割をしているようだが、お祖母様の手伝いもしているのだろうか。

　私の疑問に運転しながら篠原さんは大きくため息をついた。

「もちろん、私の仕事外に決まっているじゃないですか。でもちょうど、日本の大学病院の研究施設へ行くために帰国していて、それを知った真紀さんのお祖母様から御用を申しつけられたんです。藤堂先生も義母の手前、断れなかったようで行けと言うし。そうでなければ、この私が真紀さんの結婚についてお手伝いするわけないでしょう」

　不満そうに、一気にまくし立ててくる。どうやら本当に今回は不本意な仕事のようだ。忘れていたけど、この人は真紀さんのお父さんを尊敬はしているけど、息子の真紀さんには敵意が見られるんだった。

「お疲れさまです。大変ですね」

　私が労うと、「そこはお互いさまですね」と返された。

　篠原さんって私のこうした状況には同情的なんだよね。真紀さんにはともかく、私にはまだ優しい方なのだろう。

　しばらく車を走らせると、大きなお屋敷のようなつくりの家が見えた。たとえて言うなら、昔の武家屋敷のようだ。

　まさかとは思うけど、ここ!?

「到着しました。ここが、真紀さんの母方の家、吾妻様です」

　予想通り、表札にはたしかに『吾妻』と書かれてある。ここにお祖母様がいるのか。

　思わずごくりと生唾をのみ込む。まだ真紀さんのお母さんにも会っていないのに、いきなりお祖母様に会うっていうのも変に緊張するな。どんな人なんだろう。家構えからして、お金持ちの様子だけれど。

　門が開くと三台ほど車が置ける駐車場になっている。篠原さんはそこの空いているひとつに駐車すると、車から降りて後部座席を開けてくれた。

　そして、玄関へ向かった。玄関へは広い庭を通り過ぎる。もう暗くなっているため見えにくいが、灯篭の明かりが和風の庭を温かく照らし出しており、とても素敵だ。

　玄関前に到着すると、呼び鈴を鳴らした。奥からパタパタと人が駆け寄ってくるのがわかる。

　ああ、緊張する。

　こっそり胸を押さえてから、深く深呼吸して顔をしっかりと上げた。

　ガラッと勢いよく玄関の引き戸が開けられる。

「あらあら、篠原さん。お待ちしておりましたよ。いらっしゃいませ」

　出てきたのはエプロン姿の五十代くらいのやや恰幅のいい女性だ。お祖母様にしては若すぎるし、お手伝いさんなのだろうか？

「渡わた辺なべさん、こんばんは。朝比奈さんをお連れしました」

　渡辺さんと呼ばれた女性は、篠原さんの少しうしろにいた私を見て笑顔を向けてくれた。

「まぁまぁ、かわいらしい方ね。お待ちしておりましたよ。奥様ー、篠原さんたちがご到着されましたよ」

　奥にそう声をかけて、私たちを玄関の中へと招き入れる。そしてスリッパを出してくれた。

　玄関だけでもすごく広い。大きくて高そうな壺も飾ってあるし、資産家なのかな。

　やや圧倒されつつ、渡辺さんに言われるがまま中へ上がり、廊下を進んで奥の部屋へと案内される。

　途中の廊下からは先ほどの庭がよく見えて、本当に綺麗な庭だなと見とれる。よく晴れた昼間に見たらもっと綺麗だろう。

　そして、「ここでお待ちくださいね」と客間と思われる広い和室へと通された。

　篠原さんと並んで座る。

　というか、篠原さんと並んで座るのってなんか変じゃない？　普通、ここは真紀さんでしょう？

　思わず心の中でツッコミを入れるが、この場合仕方ないのかな。

　座って間もなく、奥からバタバタと廊下を走ってくる音が聞こえた。その音に少し驚く。

　ええ？　お祖母様が走ってきている？

　まさかと思ってふすまを見ていると、パンッと勢いよく開かれた先にいたのは真紀さんだった。

「真紀さん！」

「里桜、大丈夫か!?」

　そう言って私の肩をガシッと掴んできた。初めて見る真紀さんの慌てた様子に驚いてしまう。

「真紀さん、来てくれたの？」

「当然だろう。祖母さんには会ってないのか？　それなら今のうちに帰ろう」

「えっ!?」

　真紀さんは私の腕を引いて立ち上がらせた。そして私の肩を抱きながら、篠原さんを一瞥する。

「篠原さん、さすがになんでも命令を聞きすぎじゃないですか？」

「もちろん、多少の不本意さは感じていますが、あなた以外の命令は比較的素直に聞けるようです」

　そうあっさりと返されて、真紀さんはチッと舌打ちをした。

　篠原さんもさっきまで愚痴っていたのにどうしてそこまで真紀さんを敵対視するのかな。

　半ばあきれ気味にふたりを見比べる。

「まぁいい。里桜は連れて帰るから」

　そう言って私の手を引き、部屋を出ようとして真紀さんが急にギクッと足を止めた。

　その体が固まっている。

「私が呼んだのよ。勝手に帰ることは許しません、真紀」

　凛とした声が聞こえ、真紀さんの背中から顔を出して先を見ると、真紀さんの前に着物姿の小柄な女性が立っていた。白髪交じりの髪をうしろで結わえて、クリーム色の上品な着物がよく似合っている。私よりもとても小柄なのに、醸し出す雰囲気は凛としてそこだけ空気が澄んでいるようだ。

「祖母さん……」

「私は真紀に用があって呼んだんではないの。私はうしろの女性に用があるのよ。どきなさい」

　有無を言わせない言い方に真紀さんがたじろぐ。そして、お祖母様と目が合った。

「朝比奈里桜さんね。初めまして、真紀の祖母で吾妻千ち郷さとと申します」

　丁寧に頭を下げられ、私も「初めまして」とつられて深々とお辞儀をする。

「仕事帰りにごめんなさいね。お座りになって。篠原さん、ここまでありがとう。もう大丈夫です」

「承知いたしました。では」

　篠原さんは立ち上がって、私たちをチラッと見てから出ていった。どうやら完全に引き渡すまでいたようだ。

「真紀もいるなら座りなさい」

　お祖母様にそう言われ、渋々と篠原さんが座っていた座布団に腰かける。

　真紀さんはお祖母様に弱いのかな。初めて見る真紀さんの様子に珍しいものを見た気がした。

「里桜さん。お疲れのところ、急に呼び立ててごめんなさいね。この時間しか私が空いていなくて」

「いえ。あの……、本日はどのようなご用件なのでしょうか？」

　おずおずと話しかけると、穏やかに微笑まれた。

「そんなに怯えなくていいのよ。ふたりが結婚するって聞いたから、どんな女性なのか会ってみたかったの。かわいらしい方ね」

「ありがとうございます」

　どう返事をしていいかわからず、とりあえずお礼を言う。

「本当の要件ってなんなんだ？」

　真紀さんは早く本題に入ろうと話を振るが、お祖母様にキッと睨まれてしまった。

「そう急かすんじゃないよ。だいたい、真紀がうちに連れてこないから私が呼んだんじゃないの」

「いや、でも結納の後にお披露目会をするからそのときでいいかなって思っていたんだよ」

「な？」と真紀さんに振られて、私もうなずき返す。

　二週間後の結納の後、ホテルの小さな宴会場を借りて真紀さん側の親戚一同にお披露目を行うのだ。私側の親戚はあまり多くないため、結婚式に呼べば十分なのだが真紀さん側は身内も多く、格式を重んじる親戚も多いため形式だけでもと、行うことに決めた。

「そのお披露目会に、なんの準備も行わずに里桜さんを出すつもりでいたのかい？」

　そう指摘されて真紀さんは顔を背けた。

「ほら、見なさい。もしなにかあっても恥をかくのは里桜さんなのよ」

　お祖母様はあきれたように真紀さんを叱った。

　え、どういうこと？　そんなにすごいお披露目会になるの？

　結納のマナーは勉強したけれど、お披露目会についてはなにも考えてはいなかった。

　とりあえず結納の会場から着物のまま移動して、真紀さんに寄り添って挨拶していけばいいものだと考えていたけど……。

「里桜さん。あなたがどこまでできるお嬢さんか知らないけど、今時のお嬢さんは私の時代に比べると蝶よ花よと育てられることが多いわ。だからある程度ちゃんと作法を勉強しておかないとね」

「あの、どういうことですか？」

「お披露目会には父方の藤堂家と母方の吾妻家の親戚が集まるでしょう？　その手配は真紀の両親がやっているって聞いたけど、どんな人が集まるか聞いている？」

「いえ、なにも……」

　私がつぶやくと「そうよね」とうなずいた。「まったく、綾あや子こったらなにも話してないのね」と真紀さんのお母さんの名前をつぶやいてあきれ気味に話した。

　お祖母様の話だとこうである。

　父方の藤堂家は医師の一族で、真紀さんの従兄弟を含めほとんどが医師や看護師、薬剤師など医療に携わっている。

　問題なのは、母方の一族だ。まず、お祖母様の姉妹から。お祖母様は長女のため吾妻家を継いだが、妹たちは老舗の企業や旅館に嫁いでいる。真紀さんの母である綾子さんは吾妻家の二女として生まれ、姉と兄と弟と妹がいる。綾子さんは医師である藤堂家に嫁いだが、姉は国会議員のもとへ嫁ぎ、兄は弁護士、弟は社長、妹は政治家のもとに嫁いでいる。

　それだけでも開いた口が塞がらないのだが、詳しい名前は出さないがすべて有名どころらしい。そしてこの吾妻家も昔ながらの資産家で、この一帯の土地は吾妻家の物。今ではお祖父様も亡くなり、この屋敷にはお祖母様ひとりが住んでいるとのことだった。

　その親戚一同が集まるわけだから、私にもある程度の教養を身につけておいてほしいらしい。

　そんな大層な身内だなんて聞いていないよ。どこまでの教養を持てばいいのかもわからないし。

　なかば抗議の視線を真紀さんに送るが、気まずそうにして私と目を合わせないようにしている。

　社会人としてそれなりにマナーはあると思うのだが、細かい教養や知識などはあるかといえば自信はない。話を聞いて少し怖気づいてしまった。

「私はどうすればいいのでしょうか」

　しゅんとした気持ちのまま問いかけると、意外にも明るい声が聞こえた。

「だからね、私が教えます」

「え？」

「結納までの二週間、ここへ通いなさい。私がある程度のことを教えてあげます」

　お祖母様はニッコリと、しかしどこか胸を張ってそう言いきった。




　あれから結局、否と言うことができずに、私は仕事が早く終わった日と休日に吾妻家を訪れることになった。仕事は、幸い今は落ち着いており、残業もほとんどない。幸か不幸か平日も一、二時間程度教わることができそうだった。

「無理することはないよ」

　家に帰ってから真紀さんは私にそう言ってくれた。

「吾妻の祖母さんは少し癖のある人だから、里桜も大変だと思う。しかも仕事終わりに行くのも疲れるだろう。お披露目会は適当に話を合わせるか相づちを打つくらいで大丈夫だし、難しい教養なんて必要ないと思うんだ」

　しかしそれに大きく同意できずにいた。

　たしかにそうかもしれない。でも、お祖母様の言うことも一理ある気がするんだよね。

　結納の後、大々的なお披露目会なんてする人はそういない。やはりするだけのなにかがあるのだろうと思う。それならば、少しでも教わっておくのも悪いことではないような気がする。

　とくに私の両親は放任主義な部分があるから、あまり子どものすることに干渉してこない。だからこうして世話を焼かれることは妙に新鮮な気持ちだった。

「でもせっかくだし、通ってみるよ」

「そうか？　まぁ里桜がそう言うならいいけど無理だけはするな。吾妻の祖母さんは昔からどちらかというと厳しい人だったから」

　真紀さんはしかめ面をする。

　先日の様子からしてお祖母様に対して苦手意識があるのかな。

　そういえば真紀さんは高校時代は日本で暮らしていたが、そのときは藤堂の祖父母のところで暮らしていたって言っていたっけ。吾妻のお祖母様とはあまり付き合いがなかったのかもしれない。

「なにかあったら必ず俺に相談して」

　真紀さんはそう言いながら私をうしろから抱きしめてきた。心配なのだろう。その気持ちはうれしかった。

「ありがとう」

　くすぐったい気持ちでお礼を伝えると、ますます腕の力が強くなる。

「でも里桜はすぐに無理をするからな。心配だな」

　耳もとで声が一気に甘く響いて、ドキンと心臓が鳴る。

「大丈夫だよ？」

「いや、これはちゃんと教え込まないと」

　そう言ってリビングのラグマットに私を押し倒してくる。

「真紀さん！」

　展開が読めて、これからされるであろうことへの恥ずかしさから名前を呼ぶ。けれどもちろん聞いてはくれない。

　一気に男の雰囲気を醸し出す真紀さんにドキドキして目を逸らしてしまう。

　いつになってもこういうときの真紀さんは慣れない。期待とうれしさと恥ずかしさでどう振る舞っていいのかわからなくなるのだ。

「無理はしないって教え込まないとな」

　私の気持ちを知りながら、ますます色気を出して顔を覗き込んでくる。そしてニヤリと笑って私の唇を塞いだ。それに応えていると、体の力が抜けていく。

　ああ、いつもこうして翻弄される。

　教え込まないとって言いながら、言葉とは裏腹に触り方やささやく声は優しくて、甘やかされている気分になる。

「ま、真紀さん……」

　声を漏らす私の口もとに、真紀さんは頬をすり寄せながら体を深く合わせて応えていく。

　野獣と化した婚約者にゆっくりと捕食されていった。




「まずは着物に慣れなさい。着方を教えるから」

　今日も綺麗に着物を着て私を出迎えたお祖母様は、私にお茶を出して一服させた後にふすまを開けて隣の部屋へ案内した。そこには、淡い赤の綺麗な着物のほかに長なが襦じゅ袢ばんや帯や足た袋びなど、必要と思われる一式が綺麗に並べられていた。

「すごい……。本格的ですね」

　思わずつぶやくと、お祖母様は首をかしげた。

「結納のときの着物は決めていないのかしら？」

「えっと、着物はどう着たらいいのかわからなくて。とりあえずワンピースでいいかなと」

　成人式はレンタルで済ませたし、結納は着物でもワンピースでもどちらでもよいとネットで見たので私はワンピースを選択した。来週末にでも買いに行こうと思っていたのだ。

　するとお祖母様はしかめ面をする。

「せっかくなんだし着物にしなさい。幸いうちにはたくさんあるから、それを着ていきなさいね」

　あ、やっぱり。着物を見たときからそう言われるんじゃないかと思った。

　断っても無駄な気がして、素直にお礼を伝える。どのみちここに通っていたらワンピースを探しに行く時間もないだろうし、ここはありがたく好意を受け取っておいた方がいいと思う。

　恥ずかしさもありつつも、肌襦袢を着て着物を着付けてもらう。

　平日の十八時。お手伝いである渡辺さんも帰り、この屋敷にはお祖母様とふたりきりだ。少し緊張しながら、丁寧に教えてくれた。

「背筋をピンッと伸ばしなさい！　いくら仕事で疲れているとはいえ、みっともないわよ」

　着付けた後に着物での歩き方を教わっていると、容赦ない檄げきが飛んでくる。

　声には張りがあり、七十代とは思えない。

　うぅ、怖いよう。たしかに真紀さんの言う通り厳しい人だわ。

　着物での所作を教わりながらも、ほとんどの動きが初めてだからどんなことにでも注意が入る。初日から少しめげそうになった。

「里桜さん、あなたちょっと覚えが悪いわね」

　最終的には、あきれたようにそんなことを言われてしまった。

　そんなこんなで一時間ほどのレッスンを受けて、今日は帰ることにした。

「これから帰ってご飯を作るのかい？」

　玄関で見送られながら、お祖母様は小首をかしげた。

　かわいらしい顔立ちのお祖母様は、こうした仕草をするととても愛らしさが出てくる。

　これが世にいうギャップなのか……。

「昨日作り置きしておいたので、後は温めるだけです」

「そうかい。では明日からは作り置きしなくていいよ」

「え？」

　どういうこと？

　キョトンとしていると、お祖母様はニンマリと笑った。

「夕飯も食べていきなさい」

「えっ！　でも真紀さんのご飯も作らないと……」

「真紀も呼べばいいのよ」

「でもっ」

「仕事で疲れた後にこのレッスンを受けて、家に帰って食事を作るなんて大変でしょう。食べてから帰った方が楽なんじゃないかい？」

　たしかにお祖母様の言う通りだ。仕事終わりにここへ来て、帰ってから食事を作るのは負担が大きい。正直、大量に作り置きして冷凍でもしておこうかなと考えていた。

　ここで食べていくのは、本音を言えばありがたい。

　でもきっと食事の作法を厳しく言われるんだろうなと思うと、少し気が引けた。

「あの、食事はお手伝いさんが作っているんですよね？」

　だとしたら多めに作らせるのも悪いと思ってしまった。しかし、これには意外な答えが待っていた。

「夕飯は私が作っているよ。もとから料理は好きだからね」

　ではお祖母様が作ってくれるっていうこと？

　驚きで目を丸くすると、お祖母様はニヤリと笑った。

「こういうときは甘えなさい」

　迷う私に、お祖母様は有無を言わせない声色でそう言い、私をうなずかせた。




　真紀さんにそのことを話すと、少し面倒そうな顔を見せながらも「仕方ないか」とうなずいた。意外な反応に驚く。

「嫌がるかと思ったけど……」

「正直嫌だとは思うけど、吾妻の祖母さんのご飯ってすごくうまいんだよ。とやかくうるさい人ではあるけれど、あのご飯を久しぶりに食べたいとは思うんだよな」

　真紀さんは複雑そうに笑った。

「でも里桜が負担に思うなら、俺から断ってもいいんだぞ」

　真紀さんは気遣わしげに私を見る。

　それに首を横に振った。

「大丈夫。真紀さんがそこまで言うご飯、私も食べてみたい。それに……」

　お祖母様がご飯の話題を出したとき。有無を言わせない感じで決めていたけど、どことなくうれしそうではあったのだ。

　私の思い過ごしかもしれないけど……。

　お祖母様とふたりでの食事は緊張するけど、真紀さんが一緒なら大丈夫だろう。

　テレビを見ていた真紀さんを見上げると「ん？　なに？」と微笑まれた。

「なんでもない」

「なんだよ。なんでもないっていうわりにはニヤニヤしているぞ」

　そう言って私の頬をつまんでくる。

「伸びるからやめてー」

　ムッとしながら嫌々と首を横に振って抗議すると、ますますおもしろそうに笑われる。

　そして、チュッとキスをされた。

「本当、かわいいな」

　目を細めながら愛おしそうに微笑まれると、つい反射的に赤くなってしまう。

「もう、真紀さんったらからかわないで」

　手で胸を押して距離を取ろうとするが、その手を掴まれて真紀さんの方に引き寄せられた。ポスッと胸の中に納まる。

　帰宅したばっかりということもあって、部屋着に着替えてはいたけど真紀さんから微かに消毒液のようなにおいがした。

　真紀さんの腕の中は安心する。私もその広い背中に腕を回した。




　翌日から着物を着ながらの作法に加えて、その着物を着たまま食事をするという作法も教わった。

　姿勢も崩せないし、着物を汚してはいけないという緊張感もあって思うように箸が進まない。はたから見ても不格好な感じになっている気がした。

「食事のときくらいは着物を脱いでもいいだろう？」

　真紀さんが茶碗を片手にお祖母様へ文句を言う。しかし、お祖母様は真紀さんをキッと睨んで、「これも必要なことでしょう」と言いきった。

　お祖母様の料理はどれもとてもおいしいはずなのに、食べ方も見られているようで気が抜けず、正直なところ味わって食べる余裕などなかった。

　帯も苦しいし、私がやっと食べ終えた頃にはふたりはすでに食事を終えていた。

「どうだい？　着物を着ながらの食事は」

「苦しいし、食べにくいです」

「慣れていないからだよ。いずれ少しは慣れてくる」

「本当ですか？　慣れる前に結納になっちゃいますよ」

「まったく、本当にすぐ口答えするんだから。私に任せていれば大丈夫だよ」

　そう言われるが、まだまだ着物には苦戦しそうだった。




　そうして一週間ほどレッスンの後に三人で夕飯を食べるということが続くと少しずつ慣れも出てきて、着物を着ながら動くことも食事をすることも造作なくできるようになってきた。

　お祖母様は相変わらず厳しいところもあるけれど、言っていることは間違っていないし最近では嫌に思うこともなくなった。

　私自身、放任で育ったこともあって、こうして年配の方にかまわれたり世話を焼かれたりすることが新鮮でうれしい気持ちがあるのだろう。

　しかもお祖母様って小柄だから動きを見ているとちまっとしていてかわいいんだよなぁ。

　せわしなく動くお祖母様の背中を見つめてふふっと笑みをこぼした。

　仕事が終わった真紀さんと合流して夕飯を取り、お祖母様が食器を片づけ始めたため真紀さんと共に手伝う。

　すると、それには眉をひそめられた。

「いつも言っているだろう。あなたたちはテレビでも見てなさい。私が無理に誘っているんだ、そこまでしなくていいのよ」

　そう言われて、真紀さんとつい顔を見合わせた。

　いつも片づけようとすると、座っていろと言われ甘えてしまっていた。でも今日こそは手伝おうと思っていたのだが。あぁ、この顔は真紀さんも同じこと思っているんだろうな。

　直感でそう感じた。だからついふたりで微笑んでしまった。

「祖母さん、無理に誘ったとしてもここに来ることを決めたのは俺たちなんだよ。うまい飯も食わせてもらったんだから、いい加減にお礼として食器くらい洗わせてほしい」

　真紀さんが素直にそう話すと、お祖母様は面食らったような表情をした。そんなこと言われるとは思わなかったという顔をしている。

「いや、でも」

　戸惑うお祖母様のエプロンを借りてふたりで台所へ立つ。お祖母様は黙っていたが、そのうち静かに食事の席に座ってお茶を飲みだした。その頬が微かに赤い。

　その様子に真紀さんと目配せする。

「吾妻の祖母さんは甘えるのが下手だな」

　こそっと真紀さんが苦笑しながらつぶやくため、私はニヤリと笑った。

「今頃気がついたの？　私はなんとなくわかっていたよ」

　と偉そうに胸を張ってみると、「なんとなくかよ」と笑われてしまった。

　ふたりでふふっと笑いながら洗い物をしていると、うしろからお祖母様が「ふたりは仲がいいんだねぇ」とお茶をすすりながらつぶやいた。

「そうかな。まぁ結婚するんだし、そんなものかなって思うけど」

　真紀さんは最後の食器を拭きながらそう言うと、お祖母様は一瞬だけどこか悲しげな表情を見せた。

　え？　どうしてそんな表情をしたの？　仲がいいのは普通なことだと思うけど。

「そうかい。たしかにそういうものなのかもしれないね」

　お祖母様はそれ以上なにも言わなかった。




「思い出した。祖母さんは政略結婚だったんだ」

　家に帰り、お風呂を済ませてからふたりでくつろいでいると、真紀さんが手をポンッと叩いて急にそう言った。

「政略結婚？」

「そう。祖母さんの実家が吾妻の家の取引先かなにかで、事業のために十歳年上の祖父さんと結婚したって聞いたことがある。祖父さんは気難しい人で、マナーや教育とかに厳しくて祖母さんは苦労したって」

　そうだったんだ。だからお祖母様はあんなことを言ったのだろうか……。

　真紀さんもお祖母様のあの表情が気になっていたのかな。だから急にそんなことを言いだしたのかな。

　そっと顔を覗き込むと、微笑まれる。どうやらあたりのようだ。

「あの性格はこうしてできあがったのかな」

「私はお祖母様好きだけど」

　素直にそう言うと、真紀さんもうなずいた。

「俺も子どもの頃からあまり会わなかったし、会ってもマナーとか仕草とか厳しいことばっかり言われていたから苦手意識を持っていたけど、どうしてか今は嫌いじゃない。それに里桜が祖母さんとちゃんと向き合って会話しているのを見て、適当に返さずにちゃんと話そうとも思ったし」

　向き合っている？　私が？

　なんのことだかよくわからず頭をひねる。別に普通に接しているだけだと思うのだけど、違うのだろうか。

「祖母さんは凛としてはっきり言う人だろ？　ちゃんと話す前からなんとなく苦手意識を持つ人が多いんだ。今のお手伝いさんだって渡辺さんくらいしか続かない。祖母さんの子どもたちでさえ、あの屋敷に寄りついていないって聞いたことがある」

　それには驚いた。

　でも考えてみれば、この一週間渡辺さん以外に誰かを見たことがないわ。

　私はそこまで嫌ではないけれど、身内にしてみれば口やかましいお祖母様をうっとうしく感じたりするのだろうか。

　そう考えると少し寂しい気持ちになった。




　そこから三日間は私が残業になってしまい、吾妻の家に行くことができなかった。前もって電話で忙しくなるとお祖母様に伝えると「そうかい。別にかまわないよ。しっかり仕事しなさい」とあっさりと電話を切られてしまった。

　そんなにあっさりと切られると、私の方が少し寂しくなるんですが……。

　スマホを悲しげに見つめるが、遠くからの部下の呼ぶ声に気持ちを切り替えて返事をした。




　結納を翌日に控えた土曜日の十七時過ぎ。

　三日ぶりに吾妻の屋敷を訪ねた。真紀さんは診察の後、明日の用意のため一度実家へ帰り、それからこちらに来るとのことで私だけ先に来たのだ。いつも通り、渡辺さんが出迎えてくれる。渡辺さんは普段、私をお祖母様に会わせてから帰っていく。

「奥様、里桜さんがいらっしゃいましたよ」

　いつものように奥の客間へ向かい、ふすまを開けるとお祖母様の姿がなかった。

「あら。まだお夕飯作っているのかしら」

　渡辺さんは首をかしげながら、台所へ向かった。

　あれ、珍しいな。お祖母様が料理に時間をかけるなんて。

　時計を見ながらそう思う。いつも下ごしらえを済ませてから出迎えてくれるのだが。

　久しぶりだし、もしかして気合の入ったご飯でも作ってくれているのかな。お祖母様もかわいいところがあるんだから。

　そんな勝手なことを思って少し笑みがこぼれる。

　すると「奥様!!」と叫ぶような声が聞こえてきた。

　その声は切迫しており、ハッとして慌てて私も台所へ向かった。そこで目に飛び込んできたのは、胸を押さえてうずくまるお祖母様の姿だった。

「お祖母様!!」

　駆け寄り覗き込むがお祖母様は青白い顔で脂汗をかいている。

「奥様！　大丈夫ですか？　しっかりなさってください」

　渡辺さんはすでに涙目で背中をさすっていた。

　どうしよう、とりあえず救急車呼ばなきゃ！

　突然の事態に震える手でスマホを操作する。

　人が苦しんで倒れている状況に遭遇したことなんてないから気が動転してしまう。でも急がなきゃ。

　と、そのとき。玄関の引き戸が開く音がした。

「祖母さん、俺。上がるよ」

　真紀さんだ！

　真紀さんののんびりした声にホッとしつつも、「真紀さん！　お祖母様が!!」と叫ぶと廊下を走ってくる音が聞こえた。

「どうした!?」

　私たちの状況に一瞬目を見張ったが、すぐに医者の顔つきになり駆け寄ってきた。

「祖母さん!?　聞こえる？　大丈夫か？」

　真紀さんの声に微かにうなずく様子を見せる。

「意識はあるな。救急車は？」

　お祖母様の様子を見て少しホッとしている。真紀さんは脈をとりながら私に問いかけるが、当の私はスマホを握りしめたまま「今から」と答える。

　真紀さんは動揺する私にフッと笑いかけた。

「落ち着け。俺が来たから大丈夫だ」

　そう言って私からスマホを取り上げ、救急車を呼んだ。さすがは医者である。的確に状況と様子を伝えている。

「すぐに来る。祖母さん、どこが痛い？」

　うずくまるお祖母様に落ち着いた様子で問いかけると、お祖母様はとても小さな声で「お腹……」とつぶやいた。

「触るよ」

　真紀さんはうずくまるお祖母様をそっと寝かせて、服の上からゆっくりと触診していく。

「着物がやっかいだな。里桜、できる範囲でいいから帯を取ることはできないかな」

「う、うん。できる。着付けを教わったから」

　エプロンを脱がせ、帯を緩める。

　お祖母様に着付けを教わっておいてよかった。そのおかげで、なんとか緩めることができたのだから。まだ手は震えているけれど。

　するとちょうどそのとき、外から救急車のサイレンが聞こえてきた。

　それからはあっという間だった。

　真紀さんがお祖母様と救急車に同乗して、私たちは家で待つよう指示される。

　本当はついていきたかったが、動揺している私たちが行っても邪魔になるだけだろう。

　いつ連絡があってもいいように、スマホを握りしめながらリビングのソファに座っていると、渡辺さんが温かいお茶を出してくれた。

「里桜さん、奥様はきっと大丈夫ですよ。真紀さんがついているし、心配ないです。私はそう信じております」

　泣き腫らした目で渡辺さんはそう力強く言った。まるで自分に言い聞かせているようだ。

「渡辺さんはお祖母様のところで働いて長いんでしたっけ？」

「もう十年になりますね。気がつけばそんなに長くいたのかと思います」

　渡辺さんはこの十年を振り返って、ふふっと微笑んだ。

「奥様は甘え下手で厳しいところがあるけれど、本当はとても面倒見がいい優しい人なんです。今日だって里桜さんや真紀さんが久しぶりに来るからと早くから台所に立っていました。ああ見えて、うれしいんですよ。おふたりがいらっしゃると。この十年、ご家族の皆さんがこの屋敷にお見えになるのなんて、お正月くらいなんです。だから奥様は喜んでいらっしゃいました」

「そうだったんですか……」

　この前電話したときにあっさりと通話を切られたから気にもしていなかったけど、あのときも実は待っていてくれたのかな。三日ほど来られなくなると伝えたけど、がっかりしていたのかな。この広い屋敷で……、お祖母様はどんな気持ちで私たちを待っていてくれたのだろう。

　お祖母様の気持ちを考えると涙がこぼれてきた。

　どうか無事でいてほしい。ただそう祈らずにはいられなかった。




　真紀さんから電話があったのはそれから一時間ほどたった頃だった。

「もしもしっ」

　飛びつくように電話に出ると、電話越しの真紀さんは少し驚いた声を出した。

「お祖母様の容体は!?」

『大丈夫。ただの食あたりだろうって』

　真紀さんが穏やかに言う症状に一瞬気が抜けた。

「え、食あたり……？」

『今は点滴も済ませて落ち着いている。年齢もあるし念のため二、三日検査入院することになるけど、心配ないと思うよ』

　そう言われてホッとして涙が出てきた。

　よかった、お祖母様になにもなくてよかった。

『渡辺さんに代わってくれる？』

　そう言われて渡辺さんにスマホを渡す。渡辺さんも症状を聞いてホッとした様子だった。

　最後に真紀さんに聞いた病院をメモして、入院に必要な物を持っていくことにした。

　そして電話を切った瞬間、思わず渡辺さんと抱き合ってしまった。

　でも、どうしてだろう。

　ふと湧いた疑問に首をかしげた。

「お祖母様は料理上手だし、朝と昼はその都度渡辺さんが作って一緒に食べているって聞いていました。だから食あたりになる原因がわからないんですけど……？」

　そう言うと渡辺さんはどこか気まずそうな顔を見せた。

「真紀さんから奥様の食あたりに心あたりがないか聞かれたんですけど、実はひとつだけあって……」

　モゴモゴとなにか言いにくそうにしている。

　どういうことだろう？　なにか悪いものでも食べたのかしら？

「三日前、奥様が作った夕飯が残ってしまったんです。どうやらもったいないからとそれを三日間食べていたようで……。その保存方法に問題があったのかもしれません」

　お年もお年ですし、と付け加えた。

　そうだったのか!!　あのとき、私たちが行けなかったから三人分の料理を三日に分けて食べていたんだ……。

　思わず座り込んで頭を抱えてしまった。するとその背中を渡辺さんは気遣わしげに軽く叩いて励ましてくれた。




　しばらくして落ち着くと、渡辺さんには帰ってもらい、私は荷物を持って教えられた病院へと向かった。

　夜間受付にサインをしてお祖母様の個室を訪ねると、真紀さんがパイプ椅子に座っていた。

「お待たせ」

「ありがとう。重かっただろう」

　私からすぐに荷物を受け取り、ベッド脇に置く。お祖母様はまだ眠っていた。

　寝息は安定していて、顔色もよくその姿にホッと息を吐く。

「大丈夫か？　びっくりしたよな」

　真紀さんは私の手を掴み微笑む。その温もりに心から安堵した。

　やっぱり真紀さんが側にいると安心する。

「大丈夫。お祖母様が無事でよかったね」

「あぁ。食あたりとはいえ、場合によっては命も落としかねない。とくに祖母様は年だから。でもなんともなくて安心したよ」

　肩の力を抜いて話す真紀さんを見つめた。

　真紀さんは医者だけど、やっぱり倒れているお祖母様を見て怖かったのかな。そうだよね、身内だもん。怖いはずだよね。

　思わず真紀さんに抱きつくと「ここは病院だよ、里桜さん」とたしなめる声が聞こえた。

　振り返ると、目を覚ましたお祖母様がこっちを見て顔をしかめている。

「お祖母様!!」

　飛びつきたい気持ちを我慢して、ベッドの脇から覗き込む。

「真紀、里桜さん。心配かけたね」

　私たちの顔を見ると、お祖母様はどこかしゅんとした様子を見せながら申し訳なさそうに言った。

　お祖母様が謝ることじゃないのに。私が急に行けないって言ったからなのに。

「ごめんなさい」

「なにを謝るの。ほら、泣くんじゃないよ」

　私の気持ちに気がついたのか、明るくそう笑い飛ばしてくれた。

「それにしても、結納前に縁起が悪いことをしてしまったね。謝るのは私の方だね」

　笑顔がすぐに消えて、お祖母様は悲しげにつぶやいた。その言葉を聞いた私は大きく首を横に振った。

「そんなことないです。縁起が悪いことなんてない！　お祖母様のおかげで明日の結納もお披露目もうまくいきそうです」

　私が力いっぱいそう断言すると、「ふふ」と噴き出して笑ってくれた。

「そうかい。ありがとう、そう言ってくれて。明日はうまくいくよ。私の家に行って、いつも練習に使う和室の隣の部屋を覗いてごらん。そこに着物一式があるからそれを着てくといい」

「着物、選んでおいてくださったんですか？」

　いつの間にか選んでいてくれたことに驚きと感動が胸に広がる。

　たしかに結納のときの着物を貸してくれるとは言っていたけれど、まさか選んでくれていたなんて……。

　ありがたくてついぽろっと涙がこぼれた。

「ほら泣いたら明日に響くよ。真紀、私は大丈夫だから里桜さんを連れて帰りなさい」

　私の肩を抱く真紀さんにそう言って、扉の方を指さす。

「わかった」

　ふたつ返事で了承する真紀さんに「え、でも」と私が踏み止まるが、お祖母様は厳しい顔をした。

「いいかい、里桜さん。泣き腫らした寝不足の顔で結納とお披露目に行ったら間違いなく恥をかくよ。私は恥をかかせるためにあなたをウチに通わせたんじゃない」

　ピシャッと言われ、ハッとした。

　そうだ、お祖母様の言う通りだ。明日は大事な日で、大切な日なのにみっともない顔はできない。真紀さんにも迷惑をかけてしまうし、なによりお祖母様の恥となってしまう。

　それだけはしたくないし、してはいけないんだ。

　うつむきがちでいた顔をパッと上げて、お祖母様を見つめる。お祖母様が「それでいい」というようにうなずいてくれた。

「はい。いってきます、お祖母様」

「がんばっていらっしゃい」

　そう言葉で背中を押されて真紀さんと病室を出た。横にいる真紀さんを見ると優しく微笑んでいた。




　翌日の結納の日は大安で、朝からよく晴れていた。

　真紀さんとは会場で会う約束をして、私は着物を着付けるため、吾妻の屋敷へ向かった。

「昨日奥様からウチに連絡があって、里桜さんのサポートをするようにと申しつかりました」

　出迎えてくれた渡辺さんが気合の入った顔で着物が用意されている部屋へ案内してくれた。

　いつも着付けや所作の練習していた部屋の奥。そこのふすまを開けると、ハッと息をのむほどの光景が目に飛び込んできた。

「素敵……」

　頬が緩むのを感じる。

　呉服屋でよく見る、着物を広げてつるしておくための衣い桁こうにかけられた一枚の着物。

　春のような爽やかさも感じる赤色を基調として、色とりどりの小花が裾にかけて鮮やかに散らばっている。品があってでも華やかで今日という結納の日にふさわしいと思えるものだった。

　本当に、私がこれを着るの？　こんなに素敵な着物、似合うかしら。

　少し不安に思ったが、渡辺さんのサポートのもと着付けを行うと自分でも意外だと思うくらいにその着物がよく似合っていた。

「とってもよくお似合いですよ」

　渡辺さんは鏡に映る私をまぶしそうに見ながら笑顔で絶賛してくれた。

「さすがは奥様。お見立てが抜群ですね」

　本当、さすがお祖母様だわ。自分で言うのもなんだけど、この着物はよく似合っていると思う。子どもっぽさもなく、でも地味な感じも見せない。今の私の年齢によくあった雰囲気を出している。

　お祖母様の見立てに感心していると、あることに気がついた。

　しまった……。着物に夢中で、髪型やお化粧について考えてもいなかったわ。

　つい手を額に持っていくと、渡辺さんがその様子に首をかしげた。

「どうかしました？」

「あ、いや……。髪型やお化粧についてなにも考えていなかったもので……。あの渡辺さん、この近くに美容院とかってありますか？」

　私がスマホを取り出して検索をしようとすると、「はい」と渡辺さんが手を上げた。

「はい？」

「ここにいますよ」

　……どういうこと？

　言っている意味が理解できず、「ん？」と首をかしげると「ふふっ」と微笑んだ。

「奥様から聞いていなかったんですね。実は私昔は美容師をしていたんです。だからお化粧と髪型はお任せください」

「ええ、そうだったんですか！」

　驚いてあんぐりと口を開けてしまった。

　どうりで着付けのサポートも的確だったし、無駄のない動きだと思ったわ。

　でもそういうことなら心配はなくなった。

「よろしくお願いします」

　頭を下げると渡辺さんは頼もしい笑みを浮かべた。




　結納会場となっているホテルにタクシーで到着すると、ロビーで真紀さんが待っていてくれた。さすがというべきか、高級そうなスーツを見事に着こなしている。いつもとは違う洗礼された雰囲気を醸し出しており、ドキッとときめいてしまった。

　開始時間にはまだ早かったが、ずいぶん前から待っていてくれたようで、声をかけた私を振り返って黙り込んでしまった。

　あれ？　まさか似合ってない？　自分では最高のできになったと思うんだけど……。

　渡辺さんの美容師としての腕もたしかで、着物に合ったメイクと髪型を施してくれた。

　恥ずかしながら自分でも鏡を見て、「これが、私……？」状態になったのだけれど。

「真紀さん？　あの、似合ってないかな？」

　おずおずと聞くと、ハッとしたように目をパチパチとさせた。

「いや。似合いすぎて……、綺麗で一瞬言葉を忘れた」

　真紀さんにしては珍しく照れたようで、落ち着きなさげに首筋をさすっている。

なんとなく頬が熱いのは気のせいかしら？

「さすがは祖母さんだな。里桜、本当に綺麗だ」

「ありがとう」

　お互い気恥ずかしくなり、ついもじもじとしてしまった。

　これから結納とお披露目会だけど、なんだかうまくいきそうな気がしてきた。

　私たちは、晴れやかな笑みを交わしながら会場へと向かっていった。




　その日の午後。夕方になる前に、私たちはお祖母様が入院している病院にいた。

　病室に入ってきた私たちを、ベッドで本を読んでいたお祖母様は目を見開いて驚愕する。

「どうしてこんなところにいるんだい？　お披露目会はどうしたの？」

　初めてうろたえた様子に、ついふたりして笑ってしまった。

「まだお披露目会が終わるには少し早いんじゃないかい？」

「そうですね。実は途中で抜け出してきちゃいました」

　私たちがふふっと笑うと、今度はあんぐりと口を開けた。

「え!?　どういうことなの？」

　実はお披露目会を開始して、中盤に差しかかった頃。ひと悶着あったのだ。そこでお祖母様の子どもたちや姉妹にお祖母様が入院していることを伝えたが、『たいしたことないなら、すぐに行かなくても大丈夫さ』と笑いながらかわされてしまったのだ。

　カチンときて言い返しそうになったが、それを真紀さんがやんわりと止めた。そして、「では私たちがお見舞いに行ってまいります。里桜の着物姿も見せたいので、後はよろしくお願いしますね」と私の手を取って、ホテルを出てきてしまったのだ。

　真紀さんもどうやら頭にきたらしい。

　真紀さんがタクシーであんなに身内をぼろくそに言うとは思わなかったけどね。

　私も正直、同感で不快には感じなかったから、彼に従ってしまったのだけれど。

　そんな私たちの話を聞くと、お祖母様は今朝の私のように頭を抱えた。

「お前たちは馬鹿なのかい？　こんな年寄りなんて気にしなくていいのに」

　大きくため息をつくお祖母様に真紀さんが苦笑しながら言った。

「その言葉返すよ。祖母さんこそ、里桜のこの姿を見てなんの感想もないのかよ」

　真紀さんにそう指摘されて、ハッと私の方に顔を上げる。そしてまじまじと見つめてきた。

　なんだか、そんなふうに見られると恥ずかしくなっちゃう。

　えへへと照れ笑いすると、お祖母様は「締まらない顔して」と苦笑した。

　そして大きくうなずいた。

「見事に綺麗だよ、里桜さん。私の見立ては抜群だったね、間違っていなかったわ。化粧も髪型も渡辺さんがやってくれたんだろう？　やっぱり渡辺さんにお願いして正解だったわ」

　ん？　途中から自分を絶賛しているように聞こえたけど？

　おや、と思うがまあいいか。

　すると、お祖母様は軽く目尻をぬぐった。

「本当、よく似合う。来てくれてありがとう」

　ポツリとつぶやいて、お祖母様は初めて満足そうにやわらかな笑顔を見せてくれたのだった。




「お祖母様、喜んでくれたね」

　家に帰ってやっとひと息つく。着物には慣れたが、やはり一日着ていると肩が凝ってしまった。

　さすがに病院で晴れ着の格好は目立ったようだったけれど、お祖母様が満足そうにしてくれたことで胸がいっぱいになっていた。

「祖母さんのあんなにうれしそうな顔、初めて見たよ。病院に行ってよかったな」

　真紀さんも思い出してうれしそうな顔をしている。

　そして、私はというと。

「え？　なに？」

　真紀さんの隣に正座をしてじっと見上げた。

　あきらかになにかのおねだりの様子に真紀さんがたじろぐ。

「お願いがあります」

　私がそう改まって言うと、真紀さんは察しがついたようにニヤリと笑った。

「なにを言いたいのかわかったよ」

「あら、じゃぁせーので言いましょうか」

　お互いにふふっと微笑み合う。

『せーの、白しろ無む垢くが着たい!!』




　そうして三ヶ月後の結婚式で、私は念願の白無垢を着た。

　お祖母様は今までにないくらいに、満面の笑みを見せてくれた。




ＥＮＤ










あとがき




　こんにちは。佐倉ミズキと申します。

　このたびは『愛されざかり～イジワル御曹司の目覚める独占欲～』をお手に取り、最後まで読んでいただき、ありがとうございます。

　この作品は私にとって、ベリーズ文庫二冊目となりました。里桜と真紀の少し切ない恋物語はいかがでしたでしょうか。

　この話のモデルは、私が昔住んでいた駅の近くにある内科クリニックです。そこはおじさん医師でしたが、親しみやすく優しい先生でした。もし駅から見えるそのクリニックの先生がおじさんではなく、イケメン医師だったら……と妄想し始めたことがこの話のキッカケです。そして、町のお医者さんをヒロインの相手役にすることで、読んでいただいている皆さんに身近でイメージしやすい恋愛話をお届けできたらと思いました。

　まるで現実にありそうで、でもどこか非現実的でありえないような恋愛話。だからこそ、より楽しんでもらえるのではないでしょうか。そうであったらうれしいです。

　少しでもドキドキしたり、キュンとしたり切なくなったりと、みなさんの心になにかしらの感情を残すことができたら幸いです。

　なんだか前作と同じようなあとがきになってしまいました。作品以外で文章を書くのは慣れないせいか、少し照れてしまいます。

　最後になりましたが、担当編集者の鶴嶋様、編集協力の佐々木様、本作にお力添えをしてくださったすべての皆様に心からお礼を申し上げます。ありがとうございました。

　そして、いつも応援してくださいっている皆様、お買い上げくださった皆様、本当に本当にありがとうございました。

　またいつか、こうして皆様にお目にかかれる日を願って――。




佐さ倉くらミズキ
















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。
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